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1. 業務の背景と目的 

1.1. 背景 

バヌアツ国（以下「バ」国）は、建設関連産業と観光業に牽引され、高い経済成長を達成して

いる反面、経済基盤の整備が追い付いつかず、開発上の課題となっている。「バ」国政府は、国家

長期計画である優先行動議題（Priorities & Action Agenda 2006-2015）及び中期計画（2007-2011）

において、ポートビラ港の港湾施設の改善を最重要課題として掲げた。我が国は無償資金協力「ポ

ートビラ港埠頭改善計画」（2007－2009）を実施し、緊急対応として同港の安全性強化や国際用埠

頭のヤードの改修（バラ荷貨物用からコンテナ貨物用への変更）等の機能の強化を図った。 

しかし、同港では近年、経済発展に伴い取扱貨物量が急増する一方で、大型観光船を始めとし

た船舶の入港も急増している状況にある。観光船はスケジュールが厳格に決められているため貨

物船よりもバース利用の優先度が高く、観光船の入港によって貨物船の荷役の中断や沖待ちを余

儀なくされるケースが多発している。そこで、「バ」国政府は、国際貨物用の桟橋やヤードの規模

を拡張するため、国内用埠頭も含めた同港の総合的な開発を計画し、AusAID に国際貨物用埠頭の

開発に係るフィージビリティー・スタディー(F/S)の実施を要請し、2010 年 7 月に F/S が終了した。

その後、同政府は F/S に基づいて、円借款を我が国に要請し、2012 年 6 月に円借款額 49.45 億円

の L/A が締結された。 

また、ラペタシ国際多目的埠頭整備場所であるスター埠頭には、既存の国内埠頭が存在してお

り、その老朽化に対応するために、アジア開発銀行（ADB）とニュージーランド政府の支援によ

って、新たな施設の整備事業が近隣で進んでいる。（「国内島嶼間海運支援プロジェクト」） 

1.2. 目的 

「バ」国では、これほど大規模な港湾整備プロジェクトを実施した経験がないため、「ポートビ

ラ港ラペタシ国際多目的埠頭整備事業」をスムーズに実施するためには、「バ」国政府が実施する

入札書類の確認、入札の実施、施工業者の選定、工事の管理、出来高の確認・工事代金支払いの

承認等に対して、適切なアドバイスを行い、プロジェクトを進めるに当たって、解決すべき課題

や、進捗に伴って生じる問題等を、「バ」国側が解決し、プロジェクトを推進するための調整業務

の支援を行う必要があった。 

円借款プロジェクト「ポートビラ港ラペタシ国際多目的埠頭整備事業」の実施機関であるイン

フラ公共事業省（MIPU）及び関係機関であるバヌアツ・プロジェクト管理ユニット（VPMU）の

管理運営能力の向上を目的とする。VPMU は発足後 3 年の若い組織である。 

具体的には、円借款プロジェクトの現状・課題を分析し、調達・資金申請、環境社会配慮、既

存埠頭の管理運営や ADB の援助により実施される国内埠頭整備事業との調整について助言・指導

を行い、MIPU 及び VPMU による円滑な新国際埠頭整備について側面支援を行うものである。 
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ポートビラ港整備への日本の支援
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整備事業

 
図 1.2-1 ポートビラ港整備への日本の支援 

 

出典：VPMU ウエブサイト 

図 1.2-2 VPMU の組織図 
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2. 業務実施方針 

円借款事業の実施段階における現状・課題を分析し、調達・資金管理の各種手続き、環境社会

配慮、既存埠頭の管理運営や他の関連事業との調整について助言・指導することにより、MIPU

及び VPMU による円滑な新国際埠頭整備について側面支援を行った。 

2.1. 業務分類 

2.1.1. プロジェク実施のための関係機関との調整 

 新国際埠頭整備事業と他の関連事業のコンセプトや設計の整合性等をレビューした。 

 これら事業について、効率的な貨物取扱及び旅客輸送の観点から、詳細設計に組み込む

べき対策や対案を必要に応じて提案し、MIPU 及び VPMU の意思決定に際し、助言・指

導した。 

 新国際埠頭整備事業と他の関連事業の施工方法やスケジュール等をレビューした。 

 他の関連事業とも調整しつつ、新国際埠頭整備事業の施工中に必要となる国内埠頭の臨

時代替施設の候補地等を検討し、MIPU 及び VPMU が実施すべき必要な調整を助言・指

導した。 

 既存埠頭における貨物取扱及び旅客輸送を妨げずに新国際埠頭を整備するために MIPU

及び VPMU が実施すべき必要な調整を助言・指導した。 

 効率的な貨物取扱及び旅客輸送のために新国際埠頭整備事業と他の関連整備事業との聞

で MIPU 及び VPMU が実施すべき必要な調整を助言・指導した。新国際埠頭整備事業と

他の関連事業のコンセプトや設計の整合性等を確認した。 

 新国際埠頭整備事業と他の関連事業について、援助機関を含めた関係機関の情報共有の

ための協議（ステアリング・コミッティ）の開催を支援した。 

 新国際埠頭整備事業と他の関連事業の円滑な実施のために上記以外に MIPU 及び VPMU

が実施すべき必要な関係機関の調整を支援した。 

2.1.2. 環境社会配慮 

 新国際埠頭整備事業と他の関連事業のコンセプトや設計の整合性等をレビューした（環

境社会配慮関係）。 

 これら事業の施工方法やスケジュールについて、環境社会配慮の観点から、詳細設計に

組み込むべき対策や対案を提案し、MIPU 及び VPMU の意思決定に際し、助言・指導し

た。 

 サンゴ礁等自然環境への影響があるとされている項目に関して、適切な回避策・緩和策

が確実に実施されるために MIPU 及び VPMU が実施すべき必要な調整を助言・指導した。 
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 上記以外に、環境社会配慮のために提案された対策等が確実に実施されるために MIPU

及び VPMU が実施すべき必要な調整を助言・指導した。新国際埠頭整備事業と他の関連

事業のコンセプトや設計の整合性等を確認した。（環境社会配慮関係） 

2.1.3. プロジェクト実施のための書類及び手続の審査 

 新国際埠頭整備事業の事前資格審査に関する書類の留意点につき、助言・指導した。 

 同事業の入札に関する書類の留意点につき、助言・指導した。 

 同事業の契約に関する書類の留意点につき、助言・指導した。 

 同事業の資金管理計画及び執行状況を把握し、資金管理及び関連手続きの留意点につい

て、助言・指導した。 

2.2. 具体的な支援業務とその留意点 

 上記の業務分類において、具体的に実施した主要な支援業務の内容と留意点は以下のとおりで

ある。 

2.2.1. 「バ」国の担当者が行う書類及び手続の審査に対しての助言・支援 

 ラペタシ国際多目的埠頭事業の円滑な実施のために想定される助言・指導事項は以下のとおり

である。 

 事前審査（PQ）書類の内容確認及び評価 

 入札工程の確認及び評価 

 事前審査（PQ）審査結果の内容確認及び評価 

 入札書類の内容確認及び評価 

 入札結果の内容確認及び評価 

 工事契約書類の内容確認及び評価 

 工事出来形管理、品質管理、安全管理等の確認及び評価 

 資金管理計画 

 工事代金支払いの確認及び評価 

 工事完了の確認及び評価 

 環境に関する管理計画及びモニタリングレポート 

 月例進捗報告 

 竣工図 

 業務記録 

 資金管理計画については計画と実情の乖離を確認する。乖離している場合は、実施監理コンサ

ルタントと協働し、原因を分析し、MIPU 及び VPMU が取るべき意思決定への助言・指導を行っ

た。 

 これらの実施を確実に行わせるとともに、その他対応すべき事項が発生した場合はフレキシブ

ルにカウンターパートに助言・指導を行った。 
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2.2.2. 工事期間中の港湾機能の適切な確保のための支援 

 近接したエリアに、2 つの港湾施設がほぼ同時期に建設されるため、次のような問題が発生す

る可能性があった。新しい施設を着工する前に、代替施設を整備しなければ既存施設の撤去が行

えない。そのため、代替施設整備の検討を行い、速やかな整備を行うことが必要となった。新し

い施設が完成するまでの間、適切な代替施設の設置と維持管理を行うこが必要であった。 

 そのため、次の調整業務への支援を行った。 

 －ADB 支援による新国内埠頭が完成するまでの間、スター埠頭内の既存の国内埠頭を適切な場

所に仮移設し、オペレーションを維持すること。 

 －スター埠頭内にある IPDS（Ifira Port Development & Services Co. Ltd.）が管理運営する既存コ

ンテナヤードの適切な代替地を確保し、港湾活動に支障を来さぬように、コンテナヤードの

オペレーションを維持すること。 

 

 
 

図 1.2-3 代替施設への移設が必要な国内埠頭とコンテナヤード 

 

2.2.3. 工事実施におけるプロジェクト間の調整についての支援 

お互いのプロジェクトの進捗の妨げにならないように、また近隣や地域に与える影響を最小限に

国内貨物埠頭 

国内埠頭・コンテナヤードの仮移

コンテナヤード
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するために、情報交換等を密に行い工程等の調整を行うための支援を行った。そのための以下の

調整業務への支援が必要となり、効果的に実施されるための指導・助言を行った。 

 －2 つのプロジェクトサイトが非常に狭く近接している。そのため、工事用の仮設資材置場等

を外部に設置することが求められ、適切な場所の選択が必要となった。 

 －狭いエリアに作業船や工事車両が集中するので、2 つのプロジェクトは、お互いの工程を十

分に把握し、安全面に注意することが必要である。作業船の係船場所等の調整も必要。 

 さらに、工事機械、材料等のモビライゼーション、デモビライゼーションの日程が重複し、お

互いの行動が制限を受け、工事の進捗に影響を与えることがないように、調整を行った。 

2.2.4. 施設整備における他ドナーとの調整についての支援 

 －ラペタシ国際埠頭に建設される事務管理棟は、JICA による有償資金協力による詳細設計が行

われ、AusDFAT の無償資金協力により整備実施が行われる予定であったが、AusDFAT は支

援を取りやめたので、日本の支援（有償資金協力）で、整備されることとなった。 

 －ラペタシ国際埠頭の港湾保安施設(SOLAS 条約対応施設)の導入は、当初は有償資金協力に含

まれておらず、AusDFAT による無償資金協力での対応が期待されていたが、AusDFAT も支援

をしなかったので、結果、有償資金協力により、整備された。 

2.2.5. プロジェクト実施による環境負荷の低減 

美しい海やビーチは、「バ」国にとって最も大切な観光資源である。従って、プロジェクト

の実施に際しては、環境に負荷をかけないように最大限の注意を払った。 

(1) サンゴの移植について 

 ラペタシ国際多目的埠頭整備事業（以下、事業）地点から東側には、サンゴの分布が確認され

ている。このうち、埠頭整備に伴い埋立区域内に入るサンゴは、工事の影響の及ばない湾内の同

様の水深帯へ移設することになっていた。移設は適切な温度等の管理の下、速やかになされる必

要があるため、MIPU 及び VPMU は水産局のサンゴ専門家の意見を仰ぎながら、技術的に妥当な

方法で実施されるよう、監理を行った。また、移植先として提案されているのは湾内イリリキ島

の西側であり、島の地権者との調整も必要であった。移植したサンゴは水産局の協力を得ながら

継続的なモニタリングを行っている。 
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       塊状ハマサンゴ 

 

      ユビエダハマサンゴ 

出典：ポートビラ港国際多目的埠頭整備事業準備調査（その２ 環境調査）報告書,JICA,2012 

写真- 移植が必要なサンゴ類 

(2) 周辺サンゴへの配慮 

埋立区域外のサンゴは、そのまま保全する予定となっていた。ただし、工事区域に隣接するた

め、浚渫作業、鋼管杭打設、作業船の投錨等の活動による濁りや浮泥の舞い上がりがサンゴに影

響を与えないように、適切な施工計画を作成した。 

 

 
 

図 1.2-4 移植の必要なサンゴ及び工事中に保護すべきサンゴのエリアイメージ 

(3) 浚渫土砂の再利用について 

事業では、浚渫土砂は同事業の埋立てに利用する計画であるが、さらに余剰の土砂が生じた場

国際多目的埠頭予定地

コンテナヤード

移植の必要なサンゴのｴﾘｱ 
工事中に保護すべきサンゴのエリア 



バヌアツ国ラペタシ国際多目的埠頭整備事業実施支援【有償勘定技術支援】 
 
 
 

 
 

8 
 

合は、ADB 支援の国内埠頭整備の埋立てにも利用することが環境負荷の低減のため望ましく、両

事業の施工スケジュールの連携が必要であった。 

浚渫土砂の再利用が困難な場合は、土砂運搬や処分が環境保全上適切になされるよう、配慮す

る必要があった。また、新たな埋め立て材料が必要になる場合には、その採取による環境負荷を

最小にする検討が必要であった。 

(4) 国内埠頭の臨時代替施設整備における環境社会配慮 

事業の施工期間中、国内埠頭として利用する臨時代替施設が必要であった。その際には、既存

埠頭や事業区域周辺にはサンゴが分布し、陸側には伝統文化上価値のある樹木や湧水跡なども点

在することから、環境社会配慮面から慎重な場所選定の必要があった。また、EIA 取得の必要性

や、慣例に従い、土地登記と使用権の確認の必要性に留意する必要があった。 

(5) その他の環境配慮事項、環境管理モニタリングの適切な実施 

環境影響評価(EIA)で承認された環境管理モニタリング計画には、このほか廃材の処分、騒音・

粉塵対策、廃油の管理、油濁防止、排水対策などが実施すべき内容としてリストアップされてい

るが、具体化されていなかった。そのため、これらが適切な方法で実施されるよう 2013 年に施行

された Pollutant Control Act に基づき、管理する必要があった。供用後の環境管理モニタリングの

うち、とくに水質とサンゴについては、水資源局及び水産局による長期モニタリングの一環とし

ていくことが望ましく、継続的実施が可能な計画策定に留意した。 

2.2.6. その他 

● 本事業と ADB による事業の２つのプロジェクトサイトへのアクセス道路は広い道路ではな

く、工事による道交通量が集中により渋滞を招く可能性があるため、観光等への工事によ

る影響を最小化する配慮が必要であった。 

● 工事用の作業船が他船の入出港を妨げることがないよう、作業工程や作業船の位置等につ

いて、メイン埠頭との情報交換を密に行うことを考慮する必要があった。 
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出典：Google Earth から調査団作成 

図 1.2-5 ラペタシ国際多目的埠頭の既存形状と完成形状 
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3. 業務実施体制及びチーム構成 

3.1. 実施体制 

   業務の実施体制を次に記す。 

港湾管理　（２）総括／港湾管理　（１）

調達・資金管理

環境社会配慮

 

3.2. チーム構成 

   業務実施チームの構成は次の通りである。 

 

 担当業務 氏名 

1 総括／港湾管理（１） 山口 和之 

2 港湾管理（２） 木村 進 

3 調達・資金管理 國田 治 

4 環境社会配慮 原田 洋一 

5 

業務調整 藤本 光弘 (2014 年 2 月～2015 年 4 月) 

丹治 雄一（2015 年 5 月～2017 年 4 月) 

佐藤 邦央（2017 年 5 月～2018 年 6 月) 
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4. 第１年次業務実施内容 

4.1. 実施業務内容 

4.1.1. 国内準備業務（2014 年 1 月） 

 －業務計画書の作成・説明・協議 

 業務計画書を作成し、貴機構への説明、協議を行った。 

 －ワークプラン（案）の作成 

 業務計画書に基づき、ワークプラン（案）を作成した。 

4.1.2. 第１次現地業務（2014 年 2 月～2014 年 5 月） 

 －業務実施体制の構築 

 「バ」国側と協議を行い、ワークプラン（案）の説明、協議を実施し、ワークプランの合意を

得た。 

1-1 新国際埠頭整備と他事業の整合性のレビュー 

1-1-1 港湾施設及び港湾活動及びプロジェクトサイトの現況の確認 

・ポートビラ港のメイン埠頭、スター埠頭の利用状況、荷役の現況について確認を行い、効

率的な貨物取扱及び旅客輸送の観点から、詳細設計に組み込むべき対策や対案を検討した。 

・ラペタシ国際多目的埠頭整備予定地の現況、利用状況を確認する。プロジェクトの実施に

際して、移設すべき施設、移設先及び適切な移設時期について検討を行った。 

1-1-2 新国際埠頭整備プロジェクトのコンセプト及び設計内容の確認 

・ラペタシ国際多目的埠頭整備プロジェクトの設計コンセプト、設計内容の確認を行った。 

1-1-3 他ドナーによる関連プロジェクトのコンセプト及び設計内容の確認 

・ADB 及びニュージーランド政府の支援により実施される国内埠頭整備プロジェクトの設計

コンセプト、設計内容の確認を行った。 

・AusDFAT の支援により調達が予定されている荷役機械の設計コンセプト、設計内容の確認

を行った。 

1-1-4 2 つのプロジェクトの整合性の確認 

・2 つのプロジェクトのコンセプト、設計内容がポートビラ港の能力増加、問題点を解決す

る要求事項を満たしていることを確認した。 

1-2 詳細設計に組み込むべき対策の提案及び助言・指導 

・効率的な貨物取扱及び旅客輸送の観点から、詳細設計に組み込むべき対策や対案を必要に
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応じて提案した。 

1-3 新国際埠頭整備事業と他の関連事業の施工方法、スケジュールのレビュー 

1-3-1 新国際埠頭整備事業の施工方法、スケジュールの確認 

・ラペタシ国際多目的埠頭整備プロジェクトの施工方法、実施の工程の確認を行った。入札

図書の作成、事前審査書類の準備状況について確認を行った。 

1-3-2 他ドナー・プロジェクトの施工方法、スケジュールの確認 

・ADB 及びニュージーランド政府の支援により実施される国内埠頭整備プロジェクトの施工

方法、実施工程及び AusDFAT の支援により調達が予定されている荷役機械調達の進捗につ

いて確認した。 

1-4 新国際埠頭整備事業の施工中に必要な国内埠頭の臨時代替施設の検討 

1-4-1 プロジェクト推進に必要な代替施設の設置の検討 

・ADB 支援による新国内埠頭が完成するまでの間は、スター埠頭内の既存国内埠頭の代替施

設が必要になる。既存国内埠頭の月間及び年間のコンテナ取扱量の基本データに基づき、カ

ウンターパートが実施する必要な代替施設の設置、配置の検討を支援した。 

・スター埠頭内にある現コンテナヤードの工事中はオペレーションを維持するための代替施

設も必要になる。既存スター埠頭のコンテナバースの月間及び年間のコンテナ取扱量の基本

データに基づき工事中のオペレーションを維持するためにカウンターパートが実施する必

要な代替施設の設置、配置の検討の支援を行った。 

1-5 既存埠頭機能確保と新国際埠頭整備のために必要な調整の助言・指導 

1-5-1 既存埠頭のオペレーションの確保 

・2 つのプロジェントの施工場所は狭く、近接しており、サイトへのアクセス道路も狭い。

工事の施工に伴い関係車両の増加が見込まれるが、既存埠頭の貨物取扱、旅客輸送を妨げな

いよう、カウンターパートが実施する調整について必要な支援を行った。 

1-6 効率の良い新国際埠頭整備のための他の関連事業との間で必要な調整の助言・指導 

1-6-1 事務管理棟整備の調整 

・事務管理棟は、我が国の有償資金協力による詳細設計と AusDFAT の無償資金協力により

整備実施が行われるため、カウンターパートが実施のために行う調整を支援した。 

1-6-2 港湾保安施設整備実施者の確認 

・港湾保安施設（SOLAS 条約対応施設）の導入は資金の負担先が未定であった。カウンター

パートが資金負担先を決定し、事業を推進するための調整を支援した。 

1-6-3 新国際埠頭と新国内埠頭の効率の良い運営のための調整 

・新国際埠頭と新国内埠頭の間で効率の良い、貨物移動、旅客移動を行うための調整の支援
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を行った。狭いエリアに 2 つの施設が近接するので、土地を有効利用するためにも、アクセ

スロードや駐車場等の施設は共有可能かどうかの検討を行った。 

2-1 新国際埠頭整備事業と他の関連事業のコンセプト、設計の整合性のレビュー（環境配慮） 

・ラペタシ国際多目的埠頭整備プロジェクトと ADB 及びニュージーランド政府支援による

国内埠頭整備プロジェクトのそれぞれについて、承認済みの環境影響評価結果（EIA）を確

認し、特に配慮が必要とされている内容や、環境管理モニタリング計画の整合性をレビュー

し、問題点がないか確認した。また、国内埠頭の臨時代替施設の計画と、環境配慮事項を確

認した。 

2-2 詳細設計に組み込むべき施工方法やスケジュールについての助言・指導（環境配慮） 

・入札図書に含まれている施工方法や工程の中身について確認を行い、カウンターパートに

対して、環境社会配慮の観点から、詳細設計に組み込むべき対策や対案を提案した。特に、

ラペタシ国際多目的埠頭整備プロジェクトで発生する浚渫土砂を国内埠頭整備プロジェク

トに利用する計画について、実施可能性とスケジュールを確認した。また、両プロジェクト

の工事で生じる濁りへの対策（汚濁防止膜等）について適切性を確認し、必要に応じて対案

を提案し、助言・指導した。 

2-3 環境配慮対策事項の実施のための助言・指導 

・自然環境への影響があるとされている項目に関する回避・緩和策の実施のための助言・指

導として、以下の事項を実施した。 

2-3-1 プロジェクトサイト環境状況の確認 

・プロジェクトサイトの移設すべきサンゴの状態やその他保全すべき環境の状況について確

認した。 

2-3-2 サンゴの移植計画の確認 

・プロジェクトサイトに存在するサンゴの移植計画及び移植後のモニタリング計画について

確認し、確実に実施されるために必要な調整を支援した。 

2-4 環境配慮のための提案・対策が実施されるための調整の助言・指導  

・入札図書に含まれている施工方法や工程の中身について確認を行い、環境社会配慮の観点

から、詳細設計に組み込むべき対策や対案を提案した。また、環境管理モニタリング計画の

内容と、水産局、水資源局等の関係機関を含めた実施体制について確認し、必要な調整を助

言・指導した。 

3-1 事前審査に関する助言・指導 

3-1-1 事前審査（Pre-Qualification）内容の確認 

・事前審査書類（PQ）の内容の確認を行った。内容の調整が必要な場合、カウンターパート

が調整を行うための支援を行った。 
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3-2 入札書類の助言・指導 

・入札書類整備の進捗及び内容について、確認を行い、助言・指導を行った。 

3-3 契約書類の助言指導 

・契約書類整備の進捗及び内容について、確認を行い、助言・指導を行った。 

3-4 資金管理計画及び関連手続き助言・指導  

・JICA、事業実施者、コンサルタントなどのキーパーソンにコンタクトできるチャンネルを

開設する。MIPU および、VPMU に対し、工事入札におけるコストオーバーランや工期延長

を回避するための基本知識の移転を行う。契約後に必要とされる手続きについては、L/A お

よび調達ガイドラインに基づき、大まかな日程を立て、MIPU および、VPMU の理解を促進

した。 

4-1 ステアリング・コミッティー開催支援 

・援助機関を含めた関係機関間の情報共有のための協議（ステアリング・コミッティー）の

開催を支援した。 

4-2 事業の円滑実施のための関係機関との調整への支援 

4-2-1 余剰浚渫土砂の有効利用 

・ラペタシ国際多目的埠頭整備事業で発生する余剰浚渫土砂の処理は海洋投棄を避ける必要

があった。一方で、ADB 支援の国内埠頭整備事業も埋立土砂を必要としており、国内埠頭整

備事業に利用可能か検討した。 

4.1.3. 業務進捗報告書 ① 作成 

 現地調査終了後、業務進捗報告書①を作成し、JICA に提出した。 

4.1.4. 第 2 次現地業務（2014 年 11 月～2014 年 12 月） 

1-4 新国際埠頭整備事業の施工中に必要な国内埠頭の臨時代替施設の検討 

1-4-2 課題解決のための方策実施状況の確認 

・第 1 次調査で抽出された課題に対して、提案された解決のための方策の実施状況を確認し

た。 

・入札実施前に、既存国内埠頭、コンテナヤードの代替施設が適切に計画され、プロジェク

トの実施前には、施設の移設が必要である。移設の計画状況、実施の進捗状況の確認を行い、

修正が必要な場合は、カウンターパートが行う調整の支援を行った。 

1-5 既存埠頭機能確保と新国際埠頭整備のために必要な調整の助言・指導 

1-5-1 既存埠頭のオペレーションの確保 

・近接する 2 つのプロジェントサイトにおける施工に伴い関係車両の増加が見込まれるため、
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既存埠頭の貨物取扱、旅客輸送を妨げることがないよう、カウンターパートが実施する調整

について必要な支援を行った。 

1-6 効率の良い新国際埠頭整備のための他の関連事業との間で必要な調整の助言・指導 

1-6-1 事務管理棟整備の調整 

・事務管理棟について、カウンターパートが実施のために行う調整を支援した。 

1-6-2 港湾保安施設整備実施者の確認 

・港湾保安施設（SOLAS 条約対応施設）について、カウンターパートが資金負担先を決定し、

事業を推進するための調整を支援した。 

1-6-3 新国際埠頭と新国内埠頭の効率の良い運営のための調整 

・新国際埠頭と新国内埠頭の間で効率の良い、貨物移動、旅客移動を行うための調整の支援

を行う。土地の有効利用のため、アクセスロードや駐車場等の施設は共有可能の検討を行っ

た。 

2-3 環境配慮対策事項の実施のための助言・指導 

・サンゴの移植、モニタリング計画、濁り対策等、自然環境への影響があるとされている項

目する回避策・緩和策を決定すべく、必要な調整を支援した。 

2-4 環境配慮のための提案・対策が実施されるための調整の助言・指導 

・施工方法や工程について、環境社会配慮の観点から、詳細設計に組み込むべき対策や対案

を決定すべく、必要な調整を支援した。 

3-2 入札についての助言指導 

・コストオーバーランのケースについて考慮すべきことについて助言・指導を行った。 

3-3 契約書類の助言指導 

・契約書類整備の進捗及び内容について、確認を行い、助言・指導を行った。 

3-4 資金管理計画及び関連手続き助言・指導  

・入札評価段階において、コストオーバーランの可能性があれば、技術的な対応可能性と契

約スコープの見直しが必要となるので、対応の選択肢や、必要な手続きについて助言した。 

・契約後に必要とされる手続きについては、LA および調達ガイドラインに基づき、大まか

な日程を立て、MIPU および、VPMU の理解を促進した。 

・LC の開設が遅延しないよう、責任者、担当者を特定するなど、体制を明確にするよう指

導した。 

・資金管理については、工事進捗に伴って、金利の支払いが発生するから、誰が、いつ、い

くら、どのように料金を徴収し、JICA に送金するか、料金徴収と金利返済の仕組みを事前に

決める等の準備を行った。 

・返済金は、日本の会計年度に合わせ、振り込まなければならない点に留意した 
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4-1 ステアリング・コミッティー開催支援 

・関係機関間の情報共有のための協議（ステアリング・コミッティー）の開催を支援した。 

4-2 事業の円滑実施のための関係機関との調整への支援 

4-2-1 余剰浚渫土砂の有効利用 

・余剰浚渫土砂を、国内埠頭整備事業に利用可能か検討した。 

4.1.5. 業務進捗報告書 ② 作成 

 現地調査終了後、業務進捗報告書②を作成し、JICA に提出した。 

4.1.6. 第 3 次現地業務（2015 年 8 月～2015 年 9 月） 

1-4 新国際埠頭整備事業の施工中に必要な国内埠頭の臨時代替施設の検討 

1-4-2 課題解決のための方策実施状況の確認 

・国内埠頭代替施設案及び仮設コンテナヤードの施行状況の確認を行い、修正が必要な場合

は、カウンターパートが調整を行うための必要な支援をった。 

1-5 既存埠頭機能確保と新国際埠頭整備のために必要な調整の助言・指導 

1-5-1 既存埠頭のオペレーションの確保 

・2 つのプロジェクトの施工に伴い関係車両の増加が見込まれるため、既存埠頭の貨物取扱、

旅客輸送を妨げることがないよう、カウンターパートが実施する調整について支援を行った。 

1-6 効率の良い新国際埠頭整備のための他の関連事業との間で必要な調整の助言・指導 

1-6-3 新国際埠頭と新国内埠頭の効率の良い運営のための調整 

・新国際埠頭と新国内埠頭の間で効率の良い、貨物移動、旅客移動を行うための調整の支援

を行った。 

2-3 環境配慮対策事項の実施のための助言・指導  

2-3-3 移植サンゴのモニタリング 

・移植されたサンゴの生息状況について水産局の協力を得てモニタリングし、波浪等で流失

せずに群体が維持されているか、生存しているか、浮泥の堆積や粘液の分泌などの悪影響の

兆候がみられないか等を確認し、問題があった場合は是正措置を実行させる。 

2-3-4 濁り対策 

・浚渫等の海上工事に伴い、汚濁防止膜等による適切な濁り対策と濁りのモニタリングが準

備、実施されているか確認し、問題があった場合は是正措置を実行させる。 
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2-4 環境配慮のための提案・対策が実施されるための調整の助言・指導 

2-4-1 環境管理モニタリング計画案のレビュー 

・工事受注者（コントラクター）が作成した環境モニタリング計画案、施工計画案のレビュ

ーを行い、プロポーザル内容が、要求事項を満たしているか確認を行い、カウンターパート

が承認するための支援を行った。 

2-4-2 環境管理モニタリング計画実施のモニタリング 

・環境管理モニタリング計画の規定通りに現場が管理されているか、モニタリングを実施す

る。違反があった場合、是正措置を実行させる。そのための調整の支援を行った。 

3-4 資金管理計画及び関連手続き助言・指導 

・資金管理の可視化についての知識が身についているか確認し、必要に応じて可視化の支援

をした。 

・JICA に対する定期報告書の提出について、過去の内容や今後の時期を事業実施者に再確認

した。 

・事業実施者が、出来高部分の支払いを行う場合にあっては、現場の出来高確認の記録（写

真、図面、表）、請求金額の内訳確認の記録、残工事数量、残工事金額の可視化を適切に行

う。この時、工事管理のコンサルタントからの提出物を有効に活用する。 

・第一回目のローン金利の振り込みについて、問題がないか、確認した。 

4-1 ステアリング・コミッティー開催支援 

・援助機関を含めた関係機関間の情報共有のための協議（ステアリング・コミッティー）の

開催を支援した。 

4-2 事業の円滑実施のための関係機関との調整への支援 

4-2-2  スムーズで安全な施工を確保するための調整 

・近接する 2 つのプロジェクトサイトにおける、工事関係車両の集中による交通渋滞の発生

も予想される。さらに、クルーズ船が寄港した際は、道路の大渋滞が発生しており、交通量

の集中を避ける方策の調整が必要である。また、狭いエリアで海上作業船を安全に効率良く

稼働させるべく、２つのプロジェクトの作業位置が重複しないように調整する必要があった。 

4.1.7. 業務実施報告書（第 1 年次）の作成 

 帰国後、業務実施報告書（第 1 年次）を作成し、JICA に提出した。 
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4.2. 現地業務及び国内業務の従事期間 

次の表に第 1 年次の現地業務及び国内業務の従事期間を示す。 

 

7月
2/16 3/16 4/16 5/15 8/22 9/12

3/5 4/3 8/29 9/19

2/16 3/16 4/16 5/15 8/22 9/12

3/22 4/20 9/8 9/29

提出時期 △ △ △ △

報告書 WP PR(1) PR(2) IT/R

　　 2

22

22

22

11/22 12/21

12/2111/29

11/2311/4

2

2

22

担当業務 氏名 2014

現地

国内

現地

総括／港湾管理
（１）

山口　和之 29 30

3 2 1

11/1 11/27

第１年次

港湾管理（２） 木村　進

　

30

国内
　 　 2

2 　

　

　2

環境社会配慮 原田　洋一 30

國田　治調達・資金管理

現地

国内
2 　 2

現地

国内
2 　 2

　 2

1 1　　 2

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

29 30

2

8月 9月 10月
2015

27

30

23

20

11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月
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4.3. 第１年次業務実施のフローチャート 

第 1 年次業務実施フローチャート（2014 年 2 月～2015 年 10 月） 

C/R

年月

2014年

1月 2月 3月 4月 5月 6月 8月 9月 12月

2015年

3月1月 5月

2016年 2017年

第一年次 第二年次

W/P 
レポート

W/P P/R (1) PR/R(3) 

検討
業務

1-1
ラペタシ国際多目的埠頭と他
事業の整合性のレビュー

1-3
ラペタシ国際多目的埠頭整備

と他の関連事業の施工方法、

スケジュールのレビュー

2-1
ラペタシ国際多目的埠頭整備
事業と他の関連事業のコンセ

プト、設計の整合性のレ

ビュー (環境配慮の観点)

工事第二
中間段階

円借款
工事と
の関係

D/D (詳細設計段階)

工事最終段階 工事完工後段階

現地
調査 第一次

ステア
リング
コミッ
ティー

1-2
詳細設計に組み込むべき対策
の提案及び助言・指導

3-1
事前審査に関する助言・指導

3-2
入札書類の助言・指導

2-2
詳細設計に組み込むべき施工

方法やスケジュールについて

の助言・指導 (環境配慮の観

第二次

指導・助言

指導・助言

指導・助言

第三次 第四次 第五次 第六次 第七次

I/R 

6月4月10月7月 11月 2月

2-4 環境配慮のための提案・対策が実施されるための調整の助言・指導

1-4 ラペタシ国際多目的埠頭整備事業の施工中に必要な国内埠頭の臨時代替施設の検討

1-5 既存埠頭機能確保とラペタシ国際多目的埠頭整備のために必要な調整の助言・指導

1-6 効率の良いラペタシ国際多目的埠頭整備のための他の関連事業との間で必要な調整の助言・指導

2-3 環境配慮対策事項の実施のための助言・指導

3-4 資金管理計画及び関連手続き助言・指導

4-2 ラペタシ国際多目的埠頭整備事業と他の関連事業の円滑実施のための関係機関の調整への支援

4-1 ステアリングコミッティー開催支援

3-3 契約書類の助言・指導

入札評価段階

P/R (2)

工事開始段階
工事第一
中間段階

7月 9月 10月8月 11月 12月
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4.4. 第 1 年次の業務の実施詳細日程 

現地業務の詳細内容を次の表に示す。 

 

第 1 次現地業務 2014 年 2 月 16 日～2014 年 5 月 15 日 

AM PM

February 16 Sun

17 Mon

18 Tue 9:00 TAG Meeting at VPMU 14:00 Meeting for Seawall design Change at VPMU

19 Wed 9:00 Meeting at MIPU 14:00 Monthly Meeting at VPMU

20 Thu
9:00 IPDS Board Meerting
11:00 Meeting with IPDS operation manager

21 Fri

22 Sat

23 Sun

24 Mon 9:00 IPDS Bord Meerting

25 Tue 10:00 Meeting with JICA office

26 Wed 14:00 IPDS Board Meeting

27 Thu

28 Fri

March 1 Sat

2 Sun

3 Mon 9:00 Weekly Meeting 16:00 VPMU internal Meeting

4 Tue 10:00 Meeting at Primary Minister`s office

5 Wed

6 Thu 8:30 Meeting for shortage fund

7 Fri 8:00 Meeting with Department of Environment

8 Sat

9 Sun

10 Mon 9:00 All Projects Meetinf at VPMU

11 Tue 9:00 Meeting with IPDS operation manager

12 Wed 14:00 TAG Meeting at VPMU

13 Thu 16:00 Meeting with JICA office

14 Fri
9:00 Weekly Meeting at VPMU
11:00 Site vist to Bofa dumping area

15 Sat

16 Sun

17 Mon

18 Tue

19 Wed

20 Thu

21 Fri 9:00 Weekly Meeting at VPMU

22 Sat

23 Sun

24 Mon 13:30 Meeting with JICA office

25 Tue

26 Wed

27 Thu

28 Fri 9:00 Weekly Meeting at VPMU

29 Sat

30 Sun

31 Mon  



バヌアツ国ラペタシ国際多目的埠頭整備事業実施支援【有償勘定技術支援】 
 
 
 

 
 

21 
 

AM PM

April 1 Tue 10:00 Meeting with IPDS operation manager 16:00 Meeting with JICA office

2 Wed 10:00 Steering Committee at VPMU

3 Thu
15:00 Meeting with IPDS, Inter-Island Project and
Lapetasi Project

4 Fri 14:00 Weekly meeting

5 Sat

6 Sun

7 Mon

8 Tue 9:00 Workshop on Urban Development Project 14:00 Workshop on Urban Development Project

9 Wed

10 Thu 10:00 Meeting with JICA office

11 Fri

12 Sat

13 Sun

14 Mon
10:00 Meeting with IPDS, Inter-Island Project and
Lapetasi Project

15:30 Meeting with MIPU

15 Tue

16 Wed 10:00 IPDS Board Meeting 14:00 Steering Committee at VPMU

17 Thu

18 Fri

19 Sat

20 Sun

21 Mon

22 Tue

23 Wed

24 Thu 9:00 TAG Meeting at VPMU 14:00 IPDS Board Meeting

25 Fri 10:30 PQ Closing Meeting at VPMU

26 Sat

27 Sun

28 Mon

29 Tue

30 Wed 13:30 Prequalification Evaluation Meeting at VPMU

May 1 Thu

2 Fri 16:00 Prequalification Evaluation Meeting at VPMU

3 Sat

4 Sun

5 Mon 14:00 Launching Ceremony at IPDS

6 Tue 9:00 Prequalification Evaluation Meeting at VPMU

7 Wed 14:00 Steering Committee at VPMU

8 Thu 9:00 Meeting for Tender documents at VPMU

9 Fri

10 Sat

11 Sun

12 Mon 10:00 Meeting for Tender documents at VPMU

13 Tue 10:00 Meeting with JICA office 15:00 Meeting for Tender documents at VPMU

14 Wed 8:30 Meeting for Tender documents at VPMU

15 Thu  
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第 2 次現地業務 2014 年 11 月 1 日～2014 年 12 月 21 日 

 

AM PM

November 1 Sat

2 Sun

3 Mon 9:00 Technical Bid Evaluation Meeting

4 Tue 15:30 Technical Bid Evaluation Meeting

5 Wed 10:30 Steering Committee Meeting NO.16

6 Thu

7 Fri 14:00 Site Inspection (Rainwater Discharge Condition)

8 Sat

9 Sun

10 Mon

11 Tue 9:00 Site Visit (Bouffa Dumping site)

12 Wed 10:00 Steering Committee Meeting NO.17

13 Thu

14 Fri

15 Sat

16 Sun

17 Mon 8:00 VPMU meeting 17:00 VPMU meeting

18 Tue

19 Wed

20 Thu 8:00 VPMU meeting

21 Fri Bid Evaluation Report re-submission

22 Sat

23 Sun

24 Mon

25 Tue
10:30 VPMU meeting (Re: Permits listed in EIA
Report)

26 Wed

27 Thu

13:30 VPMU meeting (Re: Qestionnaure of the
Appraisal 1st)
15:30 Site Visit (Main road between Main wharf &
Lapetasi wharf)

28 Fri
9:30 VPMU meeting (Re: Qestionnaure of the
Appraisal 2nd)

29 Sat

30 Sun  
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AM PM

December 1 Mon

2 Tue

3 Wed

4 Thu

5 Fri
9:30 VPMU meeting (Re: Qestionnaure of the
Appraisal & Opening of Price Bids)

14:00 Opening of Price Bids (at VPMU office)
16:00  VPMU meeting

6 Sat

7 Sun

8 Mon

9 Tue

10 Wed

Evaluation Committee:
 Explanation of "BID EVALUATION REPORT
(FINANCIAL) FOR PACKAGE: CIVIL WORKS"
(Interim Report) by ECOH

11 Thu

12 Fri

11:00-15:00 Appreciation party for the
Cooperation Teams & relevant organizations of
VPMU

13 Sat

14 Sun

15 Mon
10:00 Presentation for Steering Committee 4:00 Explanation of Evaluation of Result of Opening of

Price Bids by Consultant

16 Tue

17 Wed 10:00 Presentation for Steering Committee

18 Thu

19 Fri

9:00 VPMU Meeting (Schedule explanation by
Consultant)
10:00 Meeting with JICA/Vanuatu

2:00 VPMU Meeting (Final confirmation of the reply of
"Questionnaire of the Appraisal mission")

20 Sat

21 Sun
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第 3 次現地業務 2015 年 8 月 22 日～9 月 28 日

AM PM
August 22 Sat

23 Sun

24 Mon 10:00 Meeting at JICA Office 14:00 Weekly Meeting at IPDS

25 Tue 9:00 Project Kick Off Meeting at IPDS 15:00 Lapetasi -South Palay bay interface Meeting at
VPMU office

26 Wed 10:00 Steering Committee Meeting (postponed)

27 Thu 9:30 Geotechnical Investigation observation
(postponed)

28 Fri 8:00 Lapetasi -South Palay bay interface Meeting  at
IPDS
10:30 Site Meeting

15:00 VTIP Groundbreaking Ceremony

29 Sat

30 Sun

31 Mon 14:00 Weekly Meeting at IPDS
15:00 Meeting at Main Wharf

September 1 Tue 8:00 Lapetasi-South Palay bay interface Meeting at
IPDS (postponed)

2 Wed 8:30 Meeting with Acting DG at MIPU
9:00 Lapetasi-South Palay Bay interface meeting at
IPDS

3 Thu 8:00 Geotechnical investigation inspection

4 Fri 9:00 Site Meeting   10:00 Meeting at main Wharf

5 Sat

6 Sun

7 Mon 10:00 Meeting at MIPU
11:00 Internal Meeting at VPMU

 13:30 Meeting with DEPC

8 Tue 9:00 Cargo Loading Equipment Bid Open

9 Wed 10:30 Steering Committee Meeting 12:30 VPMU internal meeting
14:00 Meeting with Acting DG at MIPU

10 Thu 14:00 Meeting with JICA office

11 Fri 9:00 Site Meeting
9:40 Meeting with IPDS (Container Layout of Main
Wharf)

12 Sat

13 Sun

14 Mon 14:00 Weekly Meeting at IPDS

15 Tue 11:00 Meeting on confirmation of coral distribution

16 Wed 7:15 Survey of disembarkation situation of passengers
at the time of cruise ship port calls ("Pacific Dawn")
9:00 Field reconnaissance of coral distribution
10:30 Steering Committee Meeting (Cancelled)

17 Thu 9:00 Meeting with JICA office 14:00 Meeting with TOA regarding installment of silt
protector
16:20 Meeting with VPMU (Andre-san)

18 Fri 9:00 Site Meeting

19 Sat

20 Sun

21 Mon 14:00 Weekly Meeting at IPDS

22 Tue 12:00 Meeting with the committee of the Music
festival, which VPMU holds a public awareness
campaign for the national projects.
15:00 Meeting with JICA regarding public awareness
campaign

23 Wed

24 Thu 10:00 Meeting with DGMWR regarding water quality
monitoring

25 Fri 9:00 Site Meeting 16:00 Meeting with JICA office

26 Sat

27 Sun

28 Mon

29 Tue  
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4.5. 業務内容とその進捗 

4.5.1. 第 1 年次現地業務（2014 年 2 月 18 日～2015 年 9 月 28 日） 

 第１年次現地業務における検討課題を左側の欄に記し、右側の欄にその進捗を記す。 
 

1-1  新国際埠頭整備と他事業の整合性のレビュー 

1-1-1 港湾施設及び港湾活動及びプロジェクトサイトの現況の確認 

・ポートビラ港のメイン埠頭、スター埠頭の

利用状況、荷役の現況について確認を行い、

効率的な貨物取扱及び旅客輸送の観点から、

詳細設計に組み込むべき対策や対案を検討

する。 

現況の確認を実施した。係船場所であるメイン埠

頭とコンテナヤードであるスター埠頭の２ヶ所間

のコンテナ貨物の移動は、非効率なので、係船場所

とコンテナヤードを一体化させるラペタシ埠頭整

備事業によって、効率が向上することは明らかであ

る。 

 プロジェクトの効率、品質が向上する対策・対案

を継続的に検討していく。 

・ラペタシ国際多目的埠頭整備予定地の現

況、利用状況を確認する。プロジェクトの実

施に際して、移設すべき施設、移設先及び適

切な移設時期について検討を行う。 

工事施工中も、コンテナヤードのオペレーション

を効率よく継続させる必要がある。コンサルタント

は施工計画（段階施工）に、利用可能なコンテナヤ

ードエリアを明記した案を作成し、VPMU、IPDS

に提出した。 

既存施設の移設については、荷役機械等のメンテ

ナンスショップの機能の維持が必要なので、既存メ

ンテナンスショップを撤去する前に、新しいメンテ

ナンスショップを整備することが必要。 

JICA Expert team から、工事期間におけるコンテ

ナ蔵置管理の試案を作成し、参考として IPDS に提

示した。 

IPDS はコンサルタントが作成した施工計画と

JICA Expert Team 作成のコンテナオペレーション試

案を参考として、独自の検討案を作成する。 

1-1-2 新国際埠頭整備プロジェクトのコンセプト及び設計内容の確認 

・ラペタシ国際多目的埠頭整備プロジェクト

の設計コンセプト、設計内容の確認を行う。

詳細設計開始後に実施した土質試験（ボーリング

調査、平板載荷試験等）の結果、想定していた土質

条件より悪く、岸壁構造は当初の水中ストラットビ

ーム構造では、成り立たないことが判明した。土質

条件に適合する岸壁構造として、コンサルタントか
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ら５種類の代案の構造検討結果が示された。 

それぞれのタイプの建設コストと工期が比較さ

れており、その結果、代案④である控え杭式鋼管矢

板岸壁（岸壁法線 20ｍをオリジナルの位置から陸

側に後退）がコンサルタントから推薦された。 

JICA Expert team も、コスト低減を考慮して代案

を２つ提案したが、結果的にコストを下げることは

出来なかった。 

代案の構造、コストを比較検討して、コンサルタ

ントの提案する代案④（控え杭式鋼管矢板岸壁）が

最も、最適であることを確認した。 

1-1-3 他ドナーによる関連プロジェクトのコンセプト及び設計内容の確認 

・ADB 及びニュージーランド政府の支援に

より実施される国内埠頭整備プロジェクト

の設計コンセプト、設計内容の確認を行う。

ポートビラの新設埠頭の設計対象船舶は、長さ

36ｍ、喫水 2.15ｍ。 2030 年までの必要バース数は

3 バースで、ランプ付の船舶への対応２ヶ所、バー

ジ用バースは 1 箇所。 

ADB の報告書に記載されている必要コンセプト

は基本設計に反映されている。 

岸壁は鋼矢板構造で、控えにＩ型ビーム

(H588×300)を設置する構造であった。 

2014年9月29日から岸壁構造の変更検討を開始。

500 年周期の地震への対応。構造は組杭（Ｈ鋼杭に

円形のパイルキャップ）による桟橋構造。ソロモン

で使用されている構造を参照している。 

その後、構造が再修正され、桟橋部は 3 列の鋼管

杭構造で荷捌き施設は埋立て構造となり、入札が実

施された。 

ポートビラの新設埠頭に加えて、島嶼部で、Port 

Sandwich (Makakula) 、 Loltong (Penama) 、 Lolwai 

(Ambae)の４ヶ所に新設桟橋、Simonsen(Santo)、

Litzlitz (Malakula)、Lenakel (Tanna)の 3 ヶ所の既存桟

橋の修繕及び再建を実施予定。 

・AusDFAT の支援により調達が予定されて

いる荷役機械の設計コンセプト、設計内容の

確認を行う。 

ラペタシ国際埠頭に必要な荷役機械の選定検討担

当は IPDS の General Manager である。荷役機械調

達スケジュールは 2015 年末に発注、2016 年第二四

半期には現場着予定。 

荷役機械は、実入りコンテナ移動用の 32t のフォ
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ークリフト２基、空コンテナ移動用のハンドラー２

基。ソフトウエアは、ターミナルオペレーションシ

ステムと維持管理システム。 

AusDFAT からの支援が予定されていた金額は、

15miliion US$で、ソフトが 5 million US$、ハードが

10 million US$。10 million US$の内訳は、事務管理

棟や、荷役機械、港湾保安施設等。 

AusDFAT からの支援は無くなり、円借款で支援

することとなった。 

荷役機械は４基のリーチスタッカー（45T 実コン

用 x2 基、10T 空コン用 x2 基の計 4 基と 45T 吊ビー

ム）に決定された。 

2015 年 9 月 8 日に荷役機械入札が開札され、現

在メーカー決定の最終評価が行われている。JICA 

Expert Team は、メーカー2 社の金額比較と仕様比較

表を作成・提示し VPMU としての最終評価のため

の技術協力を行なった。 

1-1-4 2 つのプロジェクトの整合性の確認 

・2 つのプロジェクトのコンセプト、設計内

容がポートビラ港の能力増加、問題点を解決

する要求事項を満たしていることを確認す

る。 

ラペタシ国際多目的埠頭の整備により、スター埠

頭内のコンテナヤードと一体化する。この一体化に

よって、現在行われているメイン埠頭からスター埠

頭へのコンテナの移送が必要なくなることから、コ

ンテナ荷役の効率性及び安全性が確実に向上する。

また、スター埠頭の新国際多目的埠頭の整備とあ

わせて、コンテナ荷役機械の導入が行われることに

よって、本船クレーンの荷役効率にあわせたコンテ

ナ荷役が可能となり、荷役効率はさらに向上する。

 

1-2  詳細設計に組み込むべき対策の提案及び助言・指導 

・効率的な貨物取扱及び旅客輸送の観点か

ら、詳細設計に組み込むべき対策や対案を必

要に応じて提案する。 

プロジェクトの品質が向上するアイデアを継続的

に検討していく。 

Main Wharf での効率的なコンテナ荷役実施の観点

から、Main Wharf 内のコンテナ蔵置量の増大を考慮

した「Main Wharf のコンテナ蔵置レイアウト」を作

成し、効率的なコンテナ荷役配置計画の助言を行な

った。 

また、クルーズ船の寄港時の乗客の安全を配慮し
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た“Cruise-Passenger Walkway Layout of Main Wharf 

(Plan A)”を作成した。APPENDIX 参照。 

現時点では、クルーズ船の乗客の Main Wharf 通行

時の安全管理については、MIPU から SSS（South Sea 

Shipping）に委託され、更に Security については、SSS

から民間の Security 会社に委託されているが、将来的

にはこの乗客の安全管理の責任部署は PMD が実施

することになる予定ということである。次回訪問時

にバヌアツ側担当者に、JICA Expert Team が作成した

上記のレイアウトを提示・説明し、下船する乗客の

通行路の安全の改善を助言していくこととする。 

 

1-3  新国際埠頭整備事業と他の関連事業の施工方法、スケジュールのレビュー 

1-3-1 新国際埠頭整備事業の施工方法、スケジュールの確認 

・ラペタシ国際多目的埠頭整備プロジェクト

の施工方法、実施の工程の確認を行う。入札

図書の作成、事前審査書類の準備状況につい

て確認を行う。 

事前審査は、4 月 25 日 10：30 に提出が締め切られ

た。応募数は 16 社。即時に書類を開封し、コンサル

タントが 5 月 8 日に事前審査書類の評価報告書（案）

を提出。 

入札図書は、5 月 13 日にバヌアツ側に提示し、バ

ヌアツ側の内容確認、承認の後、JICA の Concurrence

を経て、8 月 8 日に入札公示予定。 

入札図書の技術 SPEC、構造図面の内容についてレ

ビューを行い、修正すべき事項、追記すべき事項に

ついて助言を行った。 

入札の図渡しと現場説明は 8 月 13 日に実施され、

PQ を通過した日系 3 社が参加した。 

10 月 24 日に入札が締め切られ、3 社が応札し、同

日に技術プロポーザルが開札された。 

コンサルタントから技術プロポーザルの評価書が

調達委員会に提出され、VPMU 内での協議を経て、

ステアリング・コミッティーにおいて、3 社の技術プ

ロポーザル合格が承認された。 

12 月 5 日に金額札開示、2015 年 1 月に契約ネゴを

行い、8 月契約締結。 

1-3-2 他ドナー・プロジェクトの施工方法、スケジュールの確認 

・ADB 及びニュージーランド政府の支援に 国内埠頭整備プロジェクトは、ポートビラの埠頭
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より実施される国内埠頭整備プロジェクト

の施工方法、実施工程及び AusDFAT の支援

により調達が予定されている荷役機械調達

の進捗について確認する。 

だけでなく、島嶼部に７ヶ所の桟橋の修繕、再建を

実施する。 

島嶼部の土質調査の実施が予定より遅れており、3

月に土質調査報告書（Preliminary）が提出された。 

工事着工は大幅に遅れ、2015 年 1 月頃になる見込

み。 

 新国内埠頭へのアクセス航路はイリリキ島の東側

Palay Bay に計画されていたが、西側の Pontoon Bay

に切替えることとなった。  

・VISSP の入港航路の変更に伴い、50,000ｍ

3 の浚渫土砂が発生することとなり、処分方

法の検討が必要となった。 

VISSP のコンサルタントの説明によると、浚渫土

砂は砂と珊瑚から構成され埋立て材として利用可能

とのこと。VISSP の桟橋埋立て用に 25,000m3、陸上

側整地用に 5,000m3 使用し、残り 20,000m3 の処理が

必要となった。 

VISSP プロジェクトサイトは面積が限られてお

り、ラペタシプロジェクトの土砂処分場を利用する

案が検討されている。 

2 つのプロジェクトの施工計画を比較すると、

VISSP の浚渫（ポンプ浚渫）の実施時期が早いので、

先に土砂処分場に浚渫土砂を投入することとなる。

その浚渫土砂の上にラペタシプロジェクトの浚渫

土砂を投入する順番となる。 

土砂処分場を拡張して収納容量を増やすか、現状

の面積のまま、浚渫土砂を高く盛り上げるか、選択

する必要がある。浚渫土砂の土質や高含水率によっ

ては、高く盛り上げることが難しいことも予想され、

そのような場合は、場外に搬出処分することも要検

討。 

 

1-4  新国際埠頭整備事業の施工中に必要な国内埠頭の臨時代替施設の検討 

1-4-1 プロジェクト推進に必要な代替施設の設置の検討 

・ADB 支援による新国内埠頭が完成するま

での間は、スター埠頭内の既存国内埠頭の代

替施設が必要になる。既存国内埠頭の月間及

び年間のコンテナ取扱量の基本データに基

づき、カウンターパートが実施する必要な代

替施設の設置、配置の検討を支援する。 

国内埠頭の臨時代替施設候補は、当初数案あった

が、投資費用の低減化の観点から中古バージ（約

15mx30m）を仮岸壁として使用する案に絞られた。

バージはニューカレドニアから購入予定で、バージ

購入・設置整備費一式として 55 million バツの予算

が確保された。 
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7 月 1 日にバージの購入契約が成された。曳航前に

ニューカレドニアにて補強修繕作業を行った。2015

年 1 月にポートビラに曳航し、2015 年 7 月から供用

開始された。 

また、港湾データの収集・管理が適切に行われて

いないので、今後ラペタシ国際多目的埠頭における

コンテナ取扱量の統計と共に、国内埠頭での取扱物

全品とその量についてデータを取り、毎年統計表の

作成とデータの一元管理するようにバヌアツ側に提

言する。 

・スター埠頭内にある既存コンテナヤードの

代替施設も必要になる。既存スター埠頭のコ

ンテナバースの月間及び年間のコンテナ取

扱量の基本データに基づき工事中のオペレ

ーションを維持するためにカウンターパー

トが実施する必要な代替施設の設置、配置の

検討の支援をする。 

VPMU による Questionnaire of Appraisal の回答作成

支援を行った。その際、IPDS から年間コンテナ取扱

量の実績と 2020 年までの予想量が提出された。2015

年以降は GDP 成長率 4.5%で算出されたものを供用

することとなった。 

ラペタシ国際多目的埠頭の建設期間中のコンテナ

蔵置の代替施設として、メイン埠頭をコンテナ荷役

及び蔵置場所として使用される。 

IPDS から“Main Wharf Layout”が提示された。提示

されたものは、当プロジェクトチームが作成したレ

イアウト案を見直したものとなっているが、次回訪

問時に蔵置量を増やすためのレイアウトの改善案に

ついて支援する。 

IPDS が作成した Main Wharf のコンテナ配置概要

図では、コンテナ蔵置量が十分でないことが判明し

たため、JICA Expert Team が空コン、リーファーコン

テナの配置を含む蔵置量の増大を図ったコンテナ蔵

置のレイアウト（案）を作成し、IPDS 及び VPMU に

提示・説明した。JICA Expert Team が提示したコンテ

ナ蔵置レイアウトに基づいて、コンテナ荷役会社で

ある IPDS が見直しを行ない実際の運用を盛り込ん

だ最終レイアウトを作成した。（“Layout of Main 

Wharf (Layout of Containers stocked)”APPENDIX 参

照。） 

 

1-5  既存埠頭機能確保と新国際埠頭整備のために必要な調整の助言・指導 

1-5-1 既存埠頭のオペレーションの確保 
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・2 つのプロジェントの施工場所は狭く、近

接しており、サイトへのアクセス道路も狭

い。工事の施工に伴い関係車両の増加が見込

まれるが、既存埠頭の貨物取扱、旅客輸送を

妨げないよう、カウンターパートが実施する

調整について必要な支援を行う。 

工事施工中は、メイン埠頭をコンテナ荷役・蔵置

の臨時代替施設として使用し、メイン埠頭の蔵置量

を超えるコンテナ量は、スター埠頭のヤードを仮置

場として使用する。2 つの埠頭間でコンテナ運搬が行

われるため、埠頭間の道路の整備が必要となる。道

路の拡張整備は Port Vila Urban Development Project 

(PVUDP) によって実施されるが、道路補修計画及び

交通整理のために必要な機器の手配は、VPMU の所

掌となっている。交通整理のために必要な機器の据

付については、どちらの所掌にあるか明確になって

いない。 

 

1-6  効率の良い新国際埠頭整備のための他の関連事業との間で必要な調整の助言・指導 

1-6-1 事務管理棟整備の調整 

・事務管理棟は、我が国の有償資金協力によ

る詳細設計と AusDFAT の無償資金協力によ

り整備実施が行われるため、カウンターパー

トが実施のために行う調整を支援する。 

管理棟への出資が予定されていた AusDFAT は、出

資に対してネガティブになってきており、資金協力

は難しくなった。 

事務管理棟、ゲートハウスは円借款で整備される

こととなった。荷役機械の調達についても円借款で

支援することとなった。 

1-6-2 港湾保安施設整備実施者の確認 

・港湾保安施設（SOLAS 条約対応施設）の

導入は資金の負担先が未定である。カウンタ

ーパートが資金負担先を決定し、事業を推進

するための調整を支援する。 

港湾保安施設設計業務自体も円借款のスコープに

含まれていない。 

追加の円借款で整備されることとなった。 

1-6-3 新国際埠頭と新国内埠頭の効率の良い運営のための調整 

・新国際埠頭と新国内埠頭の間で効率の良

い、貨物移動、旅客移動を行うための調整の

支援を行う。狭いエリアに 2 つの施設が近接

するので、土地を有効利用するためにも、ア

クセスロードや駐車場等の施設は共有可能

かどうかの検討を行う。 

２つの施設用地の境界線は確定済で、２つの用地

には、全面の道路から、それぞれアクセスロードが

整備される。 

新国内埠頭のアクセスロードは、最大勾配が 6.8％

程度で、かなりの急勾配である。また盛土によって

造成されるので、盛土保護構造の検討が必要。構造

によっては、広い用地が必要になる可能性あり。 

 

2-1  新国際埠頭整備事業と他の関連事業のコンセプト、設計の整合性のレビュー（環境配慮） 
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・ラペタシ国際多目的埠頭整備プロジェクト

と ADB 及びニュージーランド政府支援によ

る国内埠頭整備プロジェクトのそれぞれに

ついて、承認済みの環境影響評価結果（EIA）

を確認し、特に配慮が必要とされている内容

や、環境管理モニタリング計画の整合性をレ

ビューし、問題点がないか確認する。また、

国内埠頭の臨時代替施設の計画と、環境配慮

事項を確認する。 

VPMU は MIPU、IPDS とともに代替埠頭を検討し、

7 つの候補地のうち、スター埠頭西側の埋め立て地

（Kalpovi site）を利用し、そこにバージを係留する

ことにより、浮桟橋形式で代替埠頭を運用する案を

採用した。（Appendix 写真を参照。） 

なお、この案では、陸上部に係船のための２か所

の杭打設、海上部は係船だけとなるため、これに伴

う環境への影響については軽微であることから、特

に法的な手続きは求められないと考えられる。しか

しながら、VPMU からは環境局に対して書簡により

施設および環境配慮の説明を行い、特別な法的手続

きをとらない旨の合意を得ることとしている。 

その後、関係省庁に確認した結果、EIA の実施が

必要となった。VPMU は既にコンサルタントを雇用

し、EIA 図書の準備を進めていた。2015 年 2 月末に

EIA 図書が完成し、VPMU は環境保全局に EIA を提

出したが、ステークホルダーとの協議等が含まれな

いことを理由に、許可されていない。VPMU では、

今後ホームページと新聞を通じて EIA のパブリック

コンサルテーションを行うことで、対応する予定で

ある。これについては、環境保全局も合意している。

新国内埠頭建設に関する環境手続きについては、

2013 年 4 月に初期環境評価 (IEE)について、環境保

全局より承認されているが、新国内埠頭へのアクセ

ス航路の変更の案（イリリキ島の東側 Palay Bay 航路

から西側の Pontoon Bay 航路への変更）に伴い、イリ

リキ島南側の浅瀬の開削が必要となり、新たな EIA

調査（開削に伴う濁り、流動変化、生態系への影響

検討）が実施された。現在 EIA 案として VPMU で環

境庁の指導の下、内容を確認中であり、10 月始めに

は環境庁に提出される見込みである。VPMU へのヒ

アリングでは、航路掘削工事中の濁り対策、周辺の

生態系への配慮等はなされておらず、環境庁から検

討のやり直しの指示が出る見込みとのことである。

 

2-2  詳細設計に組み込むべき施工方法やスケジュールについての助言・指導（環境配慮） 

・入札図書に含まれている施工方法や工程の D/D 段階で実施した土質試験結果によって、浚渫土
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中身について確認を行い、カウンターパート

に対して、環境社会配慮の観点から、詳細設

計に組み込むべき対策や対案を提案する。特

に、ラペタシ国際多目的埠頭整備プロジェク

トで発生する浚渫土砂を国内埠頭整備プロ

ジェクトに利用する計画について、実施可能

性とスケジュールを確認する。また、両プロ

ジェクトの工事で生じる濁りへの対策（汚濁

防止膜等）について適切性を確認し、必要に

応じて対案を提案し、助言・指導する。 

砂はかなりの量が埋立て利用に不適であることが判

明し処分することが必要となった。 

コンサルタントが提案した処分方法は、40,100ｍ3

を建設現場から 13 ㎞離れた内陸部の廃棄物処分場へ

運ぶ案であった。10 トンダンプで運搬する場合、約

7,000 往復必要になり、道路交通の混雑への影響、環

境への影響が大きい。 

環境への負荷を低減することを考慮し、現場に隣接

する海域に護岸を作って投入する案を提案し、設計案

を変更した。 

これに関する環境手続きについては環境局と協議

のもと、2010 年に許可された EIA からの変更点を

Validation Note にて環境局に申請し、2014 年 4 月 8 日

に許可された。施工時の環境配慮については、施工業

者からの環境管理計画を基に、その妥当性を VPMU

と検討していく。 

 

2-3  環境配慮対策事項の実施のための助言・指導 

・自然環境への影響があるとされている項目に関する回避・緩和策の実施のための助言・指導として、

以下の事項を実施する。 

2-3-1 プロジェクトサイト環境状況の確認 

・プロジェクトサイトの移設すべきサンゴの

状態やその他保全すべき環境の状況につい

て確認する。 

本プロジェクトと国内埠頭プロジェクトは、ほぼ同

時期に工事が実施される可能性が高く、各プロジェク

トの進捗が互いに妨げにならないよう、また近隣や地

域に与える影響を最小限にするために、情報交換等を

密に行い以下の点の調整を行う必要があることを関係

者（VPMU、IPDS、国内埠頭プロジェクト、ラペタシ

埠頭プロジェクト）で確認した。 

 －狭いエリアに作業船や工事車両が集中するため、2

つのプロジェクトは、お互いの工程を十分に把握し、

安全面に注意することが必要である。また、工事によ

る道路交通の集中により渋滞を招く可能性があるた

め、観光等への工事による影響を最小化する配慮が必

要である。 

 －工事機械、材料等のモビライゼーション、デモビ

ライゼーションの日程が重複し、お互いの行動が制限

を受け、工事の進捗に影響を与えることがないように、
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調整する必要がある。 

 －工事用の作業船による活動が他船の入出港を妨

げることがないよう、作業工程や作業船の位置等につ

いて、メイン埠頭と情報交換を密に行うことを考慮す

る必要がある。 

－国内埠頭プロジェクトの航路変更に伴い、航路開

削の可能性が出ている。これに伴い周辺サンゴ等への

影響に配慮する必要があり、VPMU を中心に国内埠頭

プロジェクトの環境担当とも密に連絡を取る必要があ

る。 

2-3-2 サンゴの移植計画の確認 

・プロジェクトサイトに存在するサンゴの移

植計画及び移植後のモニタリング計画につ

いて確認し、確実に実施されるために必要な

調整を支援する。 

供用後の環境管理モニタリングのうち、とくに水質

とサンゴについては、水資源局及び水産局による長期

モニタリングの一環としていくことが望ましく、その

方向で関係当局と合意済みであるが、予算の確保がま

だできておらず、また、国内埠頭プロジェクトによる

モニタリング計画の予算と齟齬があるところから、今

後調整していく必要がある。 

水産庁へのヒアリングでは、水産庁がサンゴ移植作

業中は毎日立会いを行い、一つ一つのサンゴについて、

移植すべきかどうかを判断するとのことである。サン

ゴの種類によって、基盤からの切り離し作業の際にバ

ラバラに壊れ、移植作業が無駄になる可能性があると

の理由である。なお、これに係る水産局の人件費、そ

の他費用については、VPMU が負担することになって

いる。 

また、水質調査についても、VPMU からの申し入れ

により、VPMU が費用を負担することで、水資源局が

定期調査の実施を合意することになった。 

 

2-4  環境配慮のための提案・対策が実施されるための調整の助言・指導  

・入札図書に含まれている施工方法や工程の

中身について確認を行い、環境社会配慮の観

点から、詳細設計に組み込むべき対策や対案

を提案する。また、環境管理モニタリング計

画の内容と、水産局、水資源局等の関係機関

を含めた実施体制について確認し、必要な調

入札図書に含まれている施工方法や工程の中身につ

いて確認し、特に環境配慮上問題のないことを認識し

た。 

施工業者から提出される環境管理計画を確認し、施

工方法、環境負荷低減策等の確認（例：雨水排水位置、

汚濁防止膜の展張）を行い、適切な環境対策がなされ



バヌアツ国ラペタシ国際多目的埠頭整備事業実施支援【有償勘定技術支援】 
 
 
 

 
 

35 
 

整を助言・指導する。 るよう、協議する。 

水産局、水資源局からは広域的あるいは長期的なモ

ニタリングの実施を合意されている。今後はその予算

措置、詳細等を調整し、国内埠頭プロジェクトとの協

働等によるモニタリングの効率化も目指すこととす

る。 

国内埠頭プロジェクト工事に係る環境管理計画は、

現在環境庁にも提出されていない状況であり、施工業

者が最終決定次第、密に連絡を取り、相互の環境管理

計画をすり合わせていく必要がある。なお、国内埠頭

プロジェクトの予算により VPMU のローカルスタッ

フとして環境担当が配置されている。 

 

3-1  事前審査に関する助言・指導 

3-1-1 事前審査（Pre-Qualification）内容の確認 

・事前審査書類（PQ）の内容の確認を行う。

内容の調整が必要な場合、カウンターパート

が調整を行うための支援を行う。 

PQ の条件設定については、JICA Expert Team が現地

に到着した時、既に JICA に承認申請が上がっていた。

PQ の公告について、バヌアツ側は、競争を促すため、

出きる限り多くの応募があるよう、公告を行った。PQ

の締め切り後、審査委員会にオブザーバーとして入っ

たが、審査委員会は効率的に審査を進め、結局日本の

３社が残った。 

 

3-2  入札書類の助言・指導 

・入札書類整備の進捗及び内容について、確

認を行い、助言・指導を行う。 

入札図書の SPEC、図面のレビューを行い、入札参

加者が、工事の実施上のリスクを理解しやすいよう、

また、工事を円滑に進めることができるよう、そして、

環境負荷を減らすことができるよう、追記すべき事項、

より明確に記述すべき事項等について、助言を行った。

特に、コスト削減・環境配慮の観点から、購入石材・

土砂を減らし、掘削土をできる限り再利用できるよう

な設計と仕様となるように、具体的に助言を行った。

 

3-3  契約書類の助言指導 

・契約書類整備の進捗及び内容について、確

認を行い、助言・指導を行う。 

今回は PQ 段階であるので、契約書類関連の業務は

次回以降実施する。 
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・工事の契約に関する書類をカウンターパー

トと共に確認する。内容の調整が必要な場

合、カウンターパートが適切な調整を行うた

めの助言を行う。 

現地バヌアツに出張した時期が、入札締め切りの時

期に当たり、価格の読み上げ、第一番札の特定に立ち

会った。 

 

3-4  資金管理計画及び関連手続き助言・指導  

・JICA、事業実施者、コンサルタントなどの

キーパーソンにコンタクトできるチャンネ

ルを開設する。MIPU および、VPMU に対し、

工事入札におけるコストオーバーランや工

期延長を回避するための基本知識の移転を

行う。契約後に必要とされる手続きについて

は、L/A および調達ガイドラインに基づき、

大まかな日程を立て、MIPU および、VPMU

の理解を促進する。 

JICA Expert Team の現地業務開始時に、詳細設計で、

コストオーバーランの問題が顕在化していた。新しい

見積もりは、以前の見積もりを大幅に超え、バヌアツ

側に動揺が生じていた。JICA Expert Team は、これを

どう理解し、どう対処すべきか助言を行った。 

 コストオーバーランの原因として、為替変動、土

質条件の見込み違い、工事内容、品質の向上など

のインパクトを要因ごとに整理した。 

 また、品質を落として、工費を下げることについ

て、２案を提出し、検討の足掛かりとした。 

しかし、品質を落としても工費を下げることができ

なかったので、結果、バヌアツ側はコンサルタントの

推薦する鋼管矢板の構造で進むこととなった。 

・資金管理計画をカウンターパートに確認す

るとともに、それに基づく資金管理状況を把

握する。資金管理について、適宜 JICA と連

絡を取り、適切な対応をとれるよう、VPMU

にアドバイスする。 

開札の結果、必様な資金需要が判明したので、JICA

本部からのミッション受け入れを急ぐために、その前

段として、Questionnaire の回答作成を支援。 

特に、FIRR の計算を速やかに実施するために、コン

サルタントに対し、取組方として、収入は以前の考え

方を踏襲する方向でアドバイスした。 

ステアリング・コミッティーに対しては、新しい

FIRR の結果が出ていなかった時期ではあったが、

FIRR の見方について説明した。特に、債務の返済可能

性が重要ポイントであることを説明した。前回の FIRR

の収入予測は、コンテナ貨物が増加することを前提と

し、かつ、料金を値上げすることが前提となっている

ことを伝えた。 

 

4-1  ステアリング・コミッティー開催支援 

・援助機関を含めた関係機関間の情報共有の

ための協議（ステアリングコミッティー）の

開催を支援する。 

4 月からステアリング・コミッティーが定期的（毎

月）に開催されている。2015 年版の協議予定表が

VPMU より共有された。 
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4-2  事業の円滑実施のための関係機関との調整への支援 

4-2-1 余剰浚渫土砂の有効利用 

・ラペタシ国際多目的埠頭整備事業で発生す

る余剰浚渫土砂の処理は海洋投棄を避ける

必要がある。一方で、ADB 支援の国内埠頭

整備事業も埋立て土砂を必要としており、国

内埠頭整備事業に利用可能か検討する。 

 

D/D 段階で実施した土質試験結果によって、浚渫土

砂はかなりの量が埋立利用に不適であることが判明し

た。コンサルタントの提案は、40,100ｍ3 を建設現場か

ら 13 ㎞離れた内陸部の Bofa 廃棄物処分場へ運ぶこと

であった。土砂処分費として運搬費及び土捨て場代、

道路補修費及び維持費で合計 2 億 8,860 万円を計上し

ている。 

40,100ｍ3 の浚渫土砂を 10 トンダンプで運搬する場

合、１台６ｍ3 積みと仮定すると、40,100/6=6,680 台

の運搬回数が必要になり、道路交通への影響、環境へ

の影響が懸念される。 

JICA Expert Team は、埋立に不適な浚渫土砂を

Lapetasi Wharf と国内埠頭の間の水域に投入する案を

提案した。可能な限りの土量を現場近くの海域に護岸

を作って投入する方が、コスト及び環境への負荷を低

減することに繋がる。後に地盤改良を施すか、自然沈

下により安定した後、土地として有効利用することも

可能。 

・VISSP の入港航路の変更に伴い、50,000ｍ

3 の浚渫土砂が発生することとなり、処分方

法の検討が必要となった。 

浚渫土砂は砂と珊瑚から構成され埋立てに利用可

能とのことで、VISSP の桟橋埋立て用に 25,000m3、

陸上側整地用に 5,000m3 使用し、残り 20,000m3 の処

分場所が必要。VISSP プロジェクトサイトは面積が限

られており、ラペタシプロジェクトの浚渫土砂処分場

を利用する案が検討されている。土砂処分場を拡張し

て収納容量を増やすか、現状の面積のまま、浚渫土砂

を高く盛り上げるか、選択する必要がある。浚渫土砂

の土質や高含水率によっては、高く盛り上げることが

難しいことも予想される。設計変更に要するコスト、

期間等の含めた検討が必要。 

4-2-2 環境配慮対策事項の実施のための助言・指導 

・着工までに地元住民へ周知し、工事実施の

理解を得ておく必要があり、助言・指導を行

VPMU では過去 2 回、ステークホルダー会議を実施

しており、これ以上行う必要はないとの見解であっ
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う。 た。しかしながら、工事開始までには少なくとも周辺

住民に対し、工事中の車両往来、生態系への配慮等、

環境対策への周知と理解を得ておく必要があるため、

JICA バヌアツ支局とも相談し、公共の行事の場を利

用して、広報キャンペーンを行うことになった。当面

は 10 月末に開催されるミュージックフェスティバル

の機会を利用する。なお、費用の一部は JICA バヌア

ツ支局から供出される。 

 

4.6. 第 1 年次業務実施を通して判明した課題と対策 

4.6.1. 現地業務における課題 

(1) 港湾管理（１） 

第１年次業務の現地業務実施時期が、当初予定されていたスケジュールに比べて大きく遅れ、

各現地業務の実施間隔が大幅に伸びた。桟橋構造変更に伴う借款額の増加のための手続きによる

入札実施の遅れ（約 3 か月）、2015 年 3 月のサイクロン・パムによる被災等による工事着手の遅

れ（約６か月）等の影響を受け、第１次現地業務と第２次業務の実施間隔は 2.5 か月、第 2 次業

務と第 3 次業務の実施間隔は 4.5 か月程度で計画していたが、工程の遅れに伴って、それぞれ 5.5

か月、7.5 か月と間隔が空いてしまった。そのため、現地情報の入手や状況の変化への対応が適切

に行えない場合もあった。 

現地における問題に速やかに対応し、計画通りにプロジェクトのスムーズな実施を支援するた

めには、現地業務の派遣時期、貼付け期間に融通性を持たせ、状況に応じて行動出来るようにす

ることが必要である。 

ポートビラの整備プロジェクトは、ラペタシ国際多目的埠頭整備プロジェクトに加えて VISSP 

(Vanuatu Inter-island Sipping Support Project), PVUDP (Port Vila Urban Development Project)、VTIP 

(Vanuatu Tourism Infrastructure Project )と計４つのプロジェクトが同時に進行している。計画通りに

プロジェクトを推進させるためには、プロジェクト間の調整業務が非常に大切である。しかしな

がら、プロジェクト管理を行う VPMU (Vanuatu Project Management Unit) の対応能力は脆弱で、ラ

ペタシプロジェクトの進行にも影響を与えている。複数のプロジェクトを調整・管理していくた

めの、調整力の向上が必要である。 
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表 4.6-1 ポートビラのインフラ整備事業 

事業名 million US$ 支援機関

ラペタシ国際多目的埠頭整備事業

PVLIMPWDP

バヌアツ国内海運支援事業

VISSP

ポートビラ都市整備整備事業

PVUDP

バヌアツ空港施設整備事業

VAIP

バヌアツ観光施設整備事業    WTO

VTIP

80.3

51.6

39.1

59.5

13.0

a 

(2) 港湾管理（２） 

クルーズ船乗客通行時の安全確保強化の必要性 

クルーズ船の寄港時の乗客の安全を考慮した“Cruise-Passenger Walkway Layout of Main Wharf 

(Draft A)201509 を作成した。 

現時点では、クルーズ船の乗客の Main Wharf 通行時の安全管理には、MIPU の 1部署である PMD

（Port Marine Department）が担当しており、IFIRA の子会社である IWS から Security の補助員を

借りて行っている。 

“クルーズ船の乗客の Main Wharf 内安全の改善”については、MIPU と DPM の業務干渉（今後

見直しされる内容も含む）を調査し、PMD、SSS 及び民間 Security 会社の業務の流れの把握と作

成したレイアウトに基づく、Main Wharf 内でのクレー図の乗客の安全性の改善をすることが重要

である。 

(3) 調達・資金管理 

現在まで、コンサルタントへの支払いは毎月行っており、特段の問題はないようである。しか

し、これからは、本工事の支払いが始まり、支払額も大きくなるので、これまで通り、リインバ

ース方式でうまく行くかどうか、注意が必要である。VPMU は資金の使用状況について、オンラ

インで政府の様式で管理しているようであるが、VPMU にとって、政府のオンラインは、どの程

度、便利に利用できるのか、そうでないのか。チームの推測では、ただ、支払情報を打ち込むの

に精いっぱいの状態のように見受けられる。実質的に、VPMU の側で、資金の使用状況を見たい

ときは、必要のつど、コンサルタントに問い合わせ、表にまとめてもらうことになるのではない

かと推定される。しかし、自身で支払い記録を整理し、随時、支払予定との対比を行うことがで

きれば、自主的な資金管理ができて好ましいのは言うまでもない。VPMU の限られた人員で、自
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主的な資金管理を行うことを目指すかどうかは、VPMU がその必要性を感じるかどうかにかかっ

ている。 

(4) 環境社会配慮 

国内埠頭プロジェクトは、ラペタシ埠頭プロジェクトと同時期に同じ海域で実施される。VPMU

によると、現状では、国内埠頭プロジェクトでは完全に工事中の環境管理計画が作成されておら

ず、今までの経緯から非常に簡単な環境管理がなされる可能性も考えられる。その場合、一方の

プロジェクトでは表 6.1 に示すような詳細な管理がなされ、他方ではほとんど考慮されないとい

う、環境管理のアンバランスが生じることになる。 

 

表 4.6-2 工事中のモニタリング計画（ラペタシ埠頭プロジェクト） 

モニタリング 内容 頻度 実施主体 

施工区域周辺環境 施工による影響監視 

（濁り、pH） 

毎日 施工業者 

湾全体の環境 広域、長期的な影響監視 

（海生動物、サンゴ、水質）

定期調査 水産局 

水資源局 

4.6.2. 対策 

(1) 港湾管理（１） 

1) 保安・防災業務への知識強化の必要性 

バヌアツに 2015 年 3 月に大型のサイクロン・パムが来襲した。地球規模の温暖化に伴い、これ

からも今までの想定を超えるサイクロン等の来襲も予想される。ラペタシ港の被災を最小限に防

ぎ、港湾機能を維持するためには、災害への備えが重要であり、防災への知識、理解が必要であ

る。 

ラペタシ国際多目的埠頭には、港湾保安施設も整備されるが、スムーズなコンテナターミナルの

運営を行うためには、国際基準に順守したセキュリティー体制を構築することが必要であり、ハ

ード面、ソフト麺の両方で、保安業務に対する適切な知識・情報が必要である。 

そのため、港湾保安及び防災への知識強化を目的とするワークショップを開催することとする。 

2) 好ましい港湾管理運営の体制についての検討 

ラペタシ埠頭の港湾保安業務は政府機関であるMIPU（Ministry of Infrastructure & Public Utilities）

の PMD（Ports and Marine Department）と埠頭の運営管理者になる IPDS (IFIRA Port Development 

Services Company Limited) との業務分担となることが予想される。 

 効率の良い港湾管理運営を実施するために、政府と事業者の望ましい関係を構築し、どのよう
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な体制を構築することが好ましいか検討することが重要である。 

3) 複数プロジェクトを調整管理する VPMU への支援強化 

現在同時進行している 4 つのプロジェクトはバヌアツの経済発展にとって、どれも大切なプロ

ジェクトであり、スムーズに進捗させなければならない。複数のプロジェクトを調整・管理して

いくための、今まで以上の一層の支援が必要である。現地業務日数を増やし、VPMU のプロジェ

クト調整管理業務の支援を強化した。 

4) 現地の課題に適切に対応するための現地業務配置計画の見直し 

円借款で実施されるラペタシ国際多目的埠頭整備と ADB と NZ の支援によって実施される

VISSP（Vanuatu Inter-island Shipping Support Project）が同時に着手しており、両プロジェクトのイ

ンターフェイス部等の調整業務量が当初の想定量より大幅に増加している。両方のプロジェクト

の実施工程を遅らせることなく、インターフェイス部の調整が進むように支援していく必要があ

った。 

現地業務の間隔を大きく開けることなく、現地業務に密着するように計画した。複数のプロジェ

クトを調整・管理していくための、今まで以上の一層の支援が必要であるため、現地業務配置計

画を見直し、VPMU のプロジェクト調整管理業務の支援を強化した。 

(2) 港湾管理（２） 

クルーズ船乗客通行時の安全確保強化の必要性 

クルーズ船の乗客の Main Wharf 内通行時の安全の改善“について、MIPU と DPM の業務管掌（今

後見直しされる内容も含む）を調査し、DPM, SSS 及び民間 Security 会社の業務の流れの把握と作

成したレイアウトに基づく、Main Wharf 内でのクルーズ船の乗客の安全性の改善を提案する。  

(3) 調達・資金管理 

ローン返済についての知識強化の必要性 

第１年次業務引き続き、ラペタシ国際多目的埠頭プロジェクトの推進及び近接する VISSP プロ

ジェクトとの調整、工事中のスムーズなコンテナターミナルペレーション等の確保の支援が主業

務である。ラペタシ国際多目的埠頭の実施を安定して管理運営を行っていくことが必要である。 

現地での問題にタイムリーに対処するためには、現地業務の派遣時期、貼付け期間に融通性を

持たせ、行動出来るようにすることが必要である。 

プロジェクト管理を行う VPMU (Vanuatu Project Management Unit) の対応能力は脆弱で、ラペタ

シプロジェクトの進行にも影響を与えている。複数のプロジェクトを調整・管理していくための、

今まで以上の一層の支援を行う必要がある。 
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(4) 環境社会配慮 

ラペタシ埠頭プロジェクトと国内埠頭プロジェクトのそれぞれの環境担当が工事海域を一体

として考え、VPMU の環境担当を中心とした環境管理体制を構築することが大事である。このた

め、定期的に 3 者で会議の場を持ち、課題の提起、解決策の検討を行うとともに、週一回行われ

る Site Meeting においても VPMU の環境担当から、VPMU の他の担当、工事関係者に情報共有を

行っていく体制を作る。 
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5. 第 2 年次の業務の実施 

5.1. 第 2 年次業務内容 

5.1.1. 追加業務 

第１年次の業務実施を実施し、既存の業務に加えて、次の業務を追加で行った。 

1-7 保安・防災業務への知識強化の支援 （追加業務） 

  ・ラペタシ国際多目的埠頭の防災機能を高め、被害を最小限に防ぐための防災への知識、理

解のための支援をおこなう。また、国際基準に順守したセキュリティー体制を構築するため、

港湾関係者に広く港湾保安規定（ISPS）を順守するための知識の強化の支援を行った。 

1-8 好ましい港湾管理運営の体制検討についての支援 （追加業務） 

・効率の良い港湾管理運営を目的とし、政府と事業者の望ましい関係を構築するための支援

を行った。 

1-9 クルーズ船乗客通行時の安全確保強化の支援 （追加業務） 

・工事車両の増加によって、客船接岸時の交通混雑に拍車をかけることが予想されるため、

クルーズ船乗客の安全確保の強化の支援を行った。 

3-5  ローン返済についての知識強化の支援 （追加業務） 

5.1.2. 国内準備業務（2015 年 10 月） 

 －ワークプランの見直し 

 第 1 次年次の実施結果をもとに、追加業務も加え、ワークプランを修正した。 

5.1.3. 第 4 次現地調査（2015 年 11 月～2015 年 12 月） 

 －業務実施体制の構築 

 「バ」国側と協議を行い、ワークプラン修正案の説明、協議を実施し、合意を得た。 

1-3 新国際埠頭整備事業と他の関連事業の施工方法、スケジュールのレビュー 

国内埠頭整備プロジェクトの実施が当初予定されたスケジュールから遅れている。二つのプ

ロジェクトのインターフェイス部になる浚渫土砂処分場の構造、工程等の調整について、実施

スケジュールや施工条件を考慮し、助言・指導した。 

3-4 資金管理計画及び関連手続き助言・指導 

・資金管理の可視化についての知識が身についているか確認し、必要に応じて可視化の支援

を行った。 
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・JICA に対する定期報告書の提出について、過去の内容や今後の時期を事業実施者に再確認

した。 

・据え置き期間の終わる 9 年後を視野に入れて、港湾利用料金のレベル設定の勉強会を行う。 

・現場不一致、設計変更、再調査などのスケジュール変更の必要があれば、資金的対応につ

いて、JICA に相談し、事業実施者に対しアドバイスを行った。 

・事務手続きの遅延に対して、事務手続きの迅速化を促した。 

・資金管理計画をカウンターパートに確認するとともに、それに基づく資金管理状況を把握

する。資金管理について、適宜 JICA と連絡を取り、適切な対応をとれるよう、VPMU にア

ドバイスを行った。 

4-2 事業の円滑実施のための関係機関との調整への支援 

4-2-2  スムーズで安全な施工を確保するための調整 

・工事関係車両の集中による交通渋滞の発生を避ける方策の調整が必要である。狭いエリア

で海上作業船を安全に効率良く稼働させるべく、２つのプロジェクトの作業位置が重複しな

いように調整した。  

5.1.4. 第 5 次現地調査 （2016 年 2 月～2016 年 3 月） 

 1-3 新国際埠頭整備事業と他の関連事業の施工方法、スケジュールのレビュー 

国内埠頭整備プロジェクトの実施が当初予定されたスケジュールから遅れている。二つのプ

ロジェクトのインターフェイス部になる浚渫土砂処分場の構造、工程等の調整について、実施

スケジュールや施工条件を考慮し、助言・指導した。 

 

1-4 新国際埠頭整備事業の施工中に必要な国内埠頭の臨時代替施設の検討 

1-4-2  課題解決のための方策実施状況の確認 

・仮設国内桟橋施設案及び仮設コンテナヤード案の施行状況の確認を行い、修正が必要な場

合は、カウンターパートが調整を行うための必要な支援を行った。 

1-5 既存埠頭機能確保と新国際埠頭整備のために必要な調整の助言・指導 

1-5-1 既存埠頭のオペレーションの確保 

・2 つのプロジェクの施工に伴い関係車両の増加が見込まれるため、既存埠頭の貨物取扱、

旅客輸送を妨げることがないよう、カウンターパートが実施する調整について支援を行った。 

ラペタシ埠頭の建設期間中に、コンテナ蔵置の臨時代替施設として使用されるメイン埠頭の

レイアウトの作成を督促し、コンテナ蔵置量の確認と定期的に寄港する客船の乗客ための安

全通路の確保を行うよう助言・指導した。 

ラペタシ国際埠頭の配置図を基に、国際コンテナヤードとしての効率的なコンテナ蔵置と荷

役機械のメンテナンススペースの確保について助言・指導した。 

また、メイン埠頭とスター埠頭間の Main Road の運搬能力と Main Road の交通整理等運営方
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法について助言・指導した。 

1-6 効率の良い新国際埠頭整備のための他の関連事業との間で必要な調整の助言・指導 

1-6-3 新国際埠頭と新国内埠頭の効率の良い運営のための調整 

・新国際埠頭と新国内埠頭の間で効率の良い、貨物移動、旅客移動を行うための調整の支援

を行った。 

1-9 クルーズ船乗客通行時の安全確保強化の支援  

・工事車両の増加によって、客船接岸時の交通混雑に拍車をかけることが予想されるため、

クルーズ船乗客の安全確保の強化の支援を行った。 

2-3 環境配慮対策事項の実施のための助言・指導  

     環境対策のための課題を関係者間（VPMU、IPDS、国内埠頭プロジェクト、ラペタシ埠頭プ

ロジェクト）で共有し、対策を協議していく必要がある。このため、定期的に行われる会議（ス

テアリング・コミッティー、プロジェクト会議、TAG 会議等）をとおして問題認識を図った。 

また、着工までに地元住民へ周知し、工事実施の理解を得ておく必要があり、これについて

も助言・指導を行った。 

2-3-3 移植サンゴのモニタリング 

・移植されたサンゴの生息状況について水産局の協力を得てモニタリングする。この時点で

移植から 1 年以上を経ているため、群体は安定し移植先になじんでいることが期待される。

一方、海藻の繁茂や食害生物が侵入する可能性もあるため、周辺生物の状況にも注意して観

察し、必要に応じて除去等の措置を実行させた。 

2-4  環境配慮のための提案・対策が実施されるための調整の助言・指導 

    入札図書に含まれている環境管理モニタリング計画の内容と、水産局、水資源局等の関係機

関を含めた実施体制について確認し、必要な調整を助言・指導した。 

国内埠頭プロジェクトとは場所も近く、工事期も同じであることから、情報を共有し、効率

的な環境対策を進めることが必要であり、総合的な視点からの監理を助言・指導した。 

2-4-2 環境管理モニタリング計画実施のモニタリング 

・環境管理モニタリング計画の規定通りに現場が管理されているか、モニタリングを実施し、

違反があった場合、是正措置を実行させる。また、そのための調整の支援を行った。 

4-1 ステアリング・コミッティー開催支援 

・関係機関間の情報共有のための協議（ステアリング・コミッティー）の開催を支援した。 

4-2 事業の円滑実施のための関係機関との調整への支援 

4-2-2  スムーズで安全な施工を確保するための調整 

・工事関係車両の集中による交通渋滞の発生を避ける方策の調整が必要である。狭いエリア

で海上作業船を安全に効率良く稼働させるべく、２つのプロジェクトの作業位置が重複しな
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いように調整した。 

5.1.5. 第 6 次現地調査 （2016 年 7 月～2016 年 8 月） 

1-5 既存埠頭機能確保と新国際埠頭整備のために必要な調整の助言・指導 

1-5-1 既存埠頭のオペレーションの確保 

・2 つのプロジェクトの施工に伴い関係車両の増加が見込まれるため、既存埠頭の貨物取扱、

旅客輸送を妨げることがないよう、カウンターパートが実施する調整について支援を行った。 

1-6 効率の良い新国際埠頭整備のための他の関連事業との間で必要な調整の助言・指導 

1-6-3 新国際埠頭と新国内埠頭の効率の良い運営のための調整 

・新国際埠頭と新国内埠頭の間で効率の良い、貨物移動、旅客移動を行うための調整の支援

を行った。 

1-7 保安・防災業務への知識強化の支援  

  ・ラペタシ国際多目的埠頭の防災機能を高め、被害を最小限に防ぐための防災への知識、理

解のための支援をおこなう。また、国際基準に順守したセキュリティー体制を構築するため、

港湾関係者に広く港湾保安規定（ISPS）を順守するための知識の強化の支援を行った。 

2-3 環境配慮対策事項の実施のための助言・指導 

     環境対策のための課題を関係者間（VPMU、IPDS、国内埠頭プロジェクト、ラペタシ埠頭プ

ロジェクト）で共有し、対策を協議していく必要がある。このため、定期的に行われる会議（ス

テアリング・コミッティー、プロジェクト会議、TAG 会議等）をとおして問題認識を図った。 

また、着工までに地元住民へ周知し、工事実施の理解を得ておく必要があり、これについて

も助言・指導を行った。 

2-3-3 移植サンゴのモニタリング 

・移植されたサンゴの生息状況について水産局の協力を得てモニタリングし、問題が確認さ

れた場合は是正措置を実行させた。 

2-4  環境配慮のための提案・対策が実施されるための調整の助言・指導 

     入札図書に含まれている環境管理モニタリング計画の内容と、水産局、水資源局等の関係機

関を含めた実施体制について確認し、必要な調整を助言・指導した。 

国内埠頭プロジェクトとは場所も近く、工事期も同じであることから、情報を共有し、効率

的な環境対策を進めることが必要であり、総合的な視点からの監理を助言・指導した。 

2-4-2 環境管理モニタリング計画実施のモニタリング 

・環境管理モニタリング計画の規定通りに現場が管理されているか、モニタリングを実施し、

違反があった場合、是正措置を実行させる。また、そのための調整の支援を行った。 
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3-4 資金管理計画及び関連手続き助言・指導 

・資金管理の可視化についての知識が身についているか確認し、必要に応じて可視化の支援

を行う。 

・JICA に対する定期報告書の提出について、過去の内容や今後の時期を事業実施者に再確認

する。 

・据え置き期間の終わる 9 年後を視野に入れて、港湾利用料金のレベル設定の勉強会を行っ

た。 

・現場不一致、設計変更、再調査などのスケジュール変更の必要があれば、資金的対応につ

いて、JICA に相談し、事業実施者に対しアドバイスを行った。 

・事務手続きの遅延があれば、事務手続きの迅速化を促す。 

・ローン金利の振り込みについて、問題が生じていないか、確認した。 

・資金管理計画をカウンターパートに確認するとともに、それに基づく資金管理状況を把握

する。資金管理について、適宜 JICA と連絡を取り、適切な対応をとれるよう、VPMU に

アドバイスを行った。 

4-1 ステアリング・コミッティー開催支援 

・2 つのプロジェクトの完成に向けて、関係機関間の情報共有のための協議（ステアリング・

コミッティー）の開催を支援した。 

4-2 事業の円滑実施のための関係機関との調整への支援 

4-2-2  スムーズで安全な施工を確保するための調整 

・工事関係車両の集中による交通渋滞の発生を避ける方策の調整が必要である。狭いエリア

で海上作業船を安全に効率良く稼働させるべく、２つのプロジェクトの作業位置が重複しな

いように調整した。 

5.1.6. 第 7 次現地調査 （2016 年 10 月～2016 年 11 月） 

1-3  新国際埠頭整備事業と他の関連事業の施工方法、スケジュールのレビュー 

国内埠頭整備プロジェクトの実施が当初予定されたスケジュールから遅れている。二つのプ

ロジェクトのインターフェイス部になる浚渫土砂処分場の構造、工程等の調整について、実施

スケジュールや施工条件を考慮し、助言・指導した。 

1-4 新国際埠頭整備事業の施工中に必要な国内埠頭の臨時代替施設の検討 

1-4-2 課題解決のための方策実施状況の確認 

・仮設国内桟橋施設案及び仮設コンテナヤード案の施行状況の確認を行い、修正が必要な場

合は、カウンターパートが調整を行うための必要な支援を行った。 

1-5 既存埠頭機能確保と新国際埠頭整備のために必要な調整の助言・指導 

1-5-1 既存埠頭のオペレーションの確保 
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・2 つのプロジェクトの施工に伴い関係車両の増加が見込まれるため、既存埠頭の貨物取扱、

旅客輸送を妨げることがないよう、カウンターパートが実施する調整について支援を行った。 

ラペタシ埠頭の建設期間中に、コンテナ蔵置の臨時代替施設として使用されるメイン埠頭の

レイアウトの作成を督促し、コンテナ蔵置量の確認と定期的に寄港する客船の乗客ための安

全通路の確保を行うよう助言・指導した。 

ラペタシ国際埠頭の配置図を基に、国際コンテナヤードとしての効率的なコンテナ蔵置と荷

役機械のメンテナンススペースの確保について助言・指導した。 

また、メイン埠頭とスター埠頭間の Main Road の運搬能力と Main Road の交通整理等運営

方法について助言・指導した。 

1-6 効率の良い新国際埠頭整備のための他の関連事業との間で必要な調整の助言・指導 

1-6-3 新国際埠頭と新国内埠頭の効率の良い運営のための調整 

・新国際埠頭と新国内埠頭の間で効率の良い、貨物移動、旅客移動を行うための調整の支援

を行った。 

1-7 保安・防災業務への知識強化の支援  

  ・ラペタシ国際多目的埠頭の防災機能を高め、被害を最小限に防ぐための防災への知識、理

解のための支援をおこなう。また、国際基準に順守したセキュリティー体制を構築するため、

港湾関係者に広く港湾保安規定（ISPS）を順守するための知識の強化の支援を行った。 

1-8 好ましい港湾管理運営の体制検討についての支援  

・効率の良い港湾管理運営を目的とし、政府と事業者の望ましい関係を構築するための支援

を行った。 

1-9 クルーズ船乗客通行時の安全確保強化の支援  

・工事車両の増加によって、客船接岸時の交通混雑に拍車をかけることが予想されるため、

クルーズ船乗客の安全確保の強化の支援を行った。 

3-4 資金管理計画及び関連手続き助言・指導 

・コンティンジェンシーが残っていれば、コンティンジェンシーの使用の妥当性について助

言する。 

・据え置き期間の終わる 8 年後を視野に入れて、港湾利用料金のレベル設定の最終勉強会を

行う。このとき、将来に渡っての、ローンの金利、元金の返済計画について、初歩的な案を

作成した。 

3-5  ローン返済についての知識強化の支援  

・ローンの返済と、コンテナ取扱の増加、タリフなどの関連等について、関係者が基本的な

考え方を習得するための支援を行った。 

4-1 ステアリング・コミッティー開催支援 

   プロジェクト完了を受けて、プロジェクトを総括するための協議（ステアリング・コミッ
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ティー）の開催を支援した。  

4-2 事業の円滑実施のための関係機関との調整への支援 

4-2-2  スムーズで安全な施工を確保するための調整 

・工事関係車両の集中による交通渋滞の発生を避ける方策の調整が必要である。狭いエリア

で海上作業船を安全に効率良く稼働させるべく、２つのプロジェクトの作業位置が重複しな

いように調整した。 

5.1.7. 業務進捗報告書 ③ 作成 

 現地調査終了後、業務進捗報告書 ③を作成し、貴機構に提出した。 

5.1.8. 第 8 次現地調査 （2017 年 4 月～2017 年 7 月） 

1-3  新国際埠頭整備事業と他の関連事業の施工方法、スケジュールのレビュー 

国内埠頭整備プロジェクトの実施が当初予定されたスケジュールから遅れている。二つのプ

ロジェクトのインターフェイス部になる浚渫土砂処分場の構造、工程等の調整について、実施

スケジュールや施工条件を考慮し、助言・指導した。 

1-4 新国際埠頭整備事業の施工中に必要な国内埠頭の臨時代替施設の検討 

1-4-2 課題解決のための方策実施状況の確認 

・仮設国内桟橋施設案及び仮設コンテナヤード案の施行状況の確認を行い、修正が必要な場

合は、カウンターパートが調整を行うための必要な支援を行った。 

1-5 既存埠頭機能確保と新国際埠頭整備のために必要な調整の助言・指導 

1-5-1 既存埠頭のオペレーションの確保 

・2 つのプロジェクトの施工に伴い関係車両の増加が見込まれるため、既存埠頭の貨物取扱、

旅客輸送を妨げることがないよう、カウンターパートが実施する調整について支援を行った。 

ラペタシ埠頭の建設期間中に、コンテナ蔵置の臨時代替施設として使用されるメイン埠頭の

レイアウトの作成を督促し、コンテナ蔵置量の確認と定期的に寄港する客船の乗客ための安

全通路の確保を行うよう助言・指導した。 

ラペタシ国際埠頭の配置図を基に、国際コンテナヤードとしての効率的なコンテナ蔵置と荷

役機械のメンテナンススペースの確保について助言・指導した。 

また、メイン埠頭とスター埠頭間の Main Road の運搬能力と Main Road の交通整理等運営

方法について助言・指導した。 

1-6 効率の良い新国際埠頭整備のための他の関連事業との間で必要な調整の助言・指導 

1-6-3 新国際埠頭と新国内埠頭の効率の良い運営のための調整 

・新国際埠頭と新国内埠頭の間で効率の良い、貨物移動、旅客移動を行うための調整の支援



バヌアツ国ラペタシ国際多目的埠頭整備事業実施支援【有償勘定技術支援】 
 
 
 

 
 

50 
 

を行った。 

1-8 好ましい港湾管理運営の体制検討についての支援  

・効率の良い港湾管理運営を目的とし、政府と事業者の望ましい関係を構築するための支援

を行った。 

1-9 クルーズ船乗客通行時の安全確保強化の支援  

・工事車両の増加によって、客船接岸時の交通混雑に拍車をかけることが予想されるため、

クルーズ船乗客の安全確保の強化の支援を行った。 

3-4 資金管理計画及び関連手続き助言・指導 

・コンティンジェンシーが残っていれば、コンティンジェンシーの使用の妥当性について助

言する。 

・据え置き期間の終わる 8 年後を視野に入れて、港湾利用料金のレベル設定の最終勉強会を

行う。このとき、将来に渡っての、ローンの金利、元金の返済計画について、初歩的な案を

作成した。 

3-5  ローン返済についての知識強化の支援  

・ローンの返済と、コンテナ取扱の増加、タリフなどの関連等について、関係者が基本的な

考え方を習得するための支援を行った。 

5.1.9. 第 9 次現地調査 （2017 年 10 月～2017 年 11 月） 

1-3 新国際埠頭整備事業と他の関連事業の施工方法、スケジュールのレビュー 

国内埠頭整備プロジェクトの実施が当初予定されたスケジュールから遅れている。二つのプ

ロジェクトのインターフェイス部になる浚渫土砂処分場の構造、工程等の調整について、実施

スケジュールや施工条件を考慮し、助言・指導した。 

1-6 効率の良い新国際埠頭整備のための他の関連事業との間で必要な調整の助言・指導 

1-6-3 新国際埠頭と新国内埠頭の効率の良い運営のための調整 

・新国際埠頭と新国内埠頭の間で効率の良い、貨物移動、旅客移動を行うための調整の支援

を行った。 

2-3 環境配慮対策事項の実施のための助言・指導  

・供用後の環境管理モニタリング計画の内容を確認する。特に、水質については水資源局、

サンゴについては水産局により、長期モニタリングの一環として調査が行われることが期待

されるため、確実に実施されるよう、内容、役割分担について関係機関に確認し、必要な調

整を助言・指導する。 

2-4  環境配慮のための提案・対策が実施されるための調整の助言・指導 

・工事完了に際し、工事中の環境管理モニタリング計画が規定通りに実施されたか、カウン
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ターパートと共に総括する。供用後の環境管理モニタリングの中で対応すべき事項を抽出し、

同計画に反映させるとともに、確実に実施されていくために必要な調整を行った。 

3-4 資金管理計画及び関連手続き助言・指導 

・コンティンジェンシーが残っていれば、コンティンジェンシーの使用の妥当性について助

言する。 

・据え置き期間の終わる 8 年後を視野に入れて、港湾利用料金のレベル設定の最終勉強会を

行う。このとき、将来に渡っての、ローンの金利、元金の返済計画について、初歩的な案を

作成した。 

3-5  ローン返済についての知識強化の支援  

・ローンの返済と、コンテナ取扱の増加、タリフなどの関連等について、関係者が基本的な

考え方を習得するための支援を行う。 

4-2 事業の円滑実施のための関係機関との調整への支援 

4-2-2  スムーズで安全な施工を確保するための調整 

・工事関係車両の集中による交通渋滞の発生を避ける方策の調整が必要である。狭いエリア

で海上作業船を安全に効率良く稼働させるべく、２つのプロジェクトの作業位置が重複しな

いように調整した。 

5.1.10. 第 10 次現地調査 （2018 年 1 月） 

2-3 環境配慮対策事項の実施のための助言・指導  

2-3-4 サンゴのオフセットモニタリング実施の支援（追加業務） 

・2017 年 3 月に行った JICA 環境社会配慮ミッションにおいて、ラペタシ湾において白化し

たサンゴは全体の 8％～10％程度であるにもかかわらず、本事業の緩和策として移植したサ

ンゴの内、40％前後が影響を受けており、緩和策の効果が十分発現していないことが確認さ

れた。通常移植サンゴの定着率は低いことや、白化減少が湾全体に及んでいること、水温上

昇による世界的なサンゴの白化減少などから、水産局の見解では自然に起因するものであり、

自然回復するであろうとのことであった。しかしながら、その後、VISSP による浚渫土砂の

埋め立て地確保のために、埋め立て面積を拡張することとなり、消失するサンゴの面積が増

えることとなった。 

・このため、追加緩和策として、サンゴへのダメージへの代償のために保護区（オフセット

地）を設定し、モニタリングを実施するといったサンゴオフセットプログラムを実施するこ

ととなり、その準備を支援した。 

・第 10 次現地調査では、適切なオフセット地の選定のために、複数の候補地の利用状況を

確認するため、アンケート調査を実施した。結果については、JICA 審査部で取りまとめ、解

析を行った。 
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5.1.11. 第 11 次現地調査 （2018 年 4 月～2018 年 5 月） 

1-10 効率の良いラペタシ国際多目的埠頭運営のための技術協力の準備（追加業務） 

・2018 年 2 月に開港したラペタシ国際多目的埠頭を運営するためのバヌアツ国と技術協議を

行い、本邦への協力要請書（案）を作成した。 

2-3 環境配慮対策事項の実施のための助言・指導  

2-3-4 サンゴのオフセットモニタリング実施の支援 

・2017 年 3 月に行った JICA 環境社会配慮ミッションにおいて、ラペタシ湾において白化し

たサンゴは全体の 8％～10％程度であるにもかかわらず、本事業の緩和策として移植したサ

ンゴの内、40％前後が影響を受けており、緩和策の効果が十分発現していないことが確認さ

れた。そのため、移植したサンゴの影響要因を分析するために、モニタリング計画を変更す

ることとなった。 

追加緩和策として、サンゴへのダメージへの代償として、保護区（オフセット）を設定し、

モニタリングを実施することとなり、オフセットモニタリングの準備を支援する。 

・第 11 次現地調査では、ラペタシ地区の利用状況をより詳しく調べるため、第 10 次現地調

査で実施したアンケート調査の補足調査を実施するとともに、オフセット地設定のための手

順確認、モニタリングプログラムの確認、そのためのステークホルダーとの協議、オフセッ

ト地に設置するブイ、標識板の準備等を行った。 

5.1.12. 第 3 次国内作業 （2018 年 5 月） 

－業務完了報告書の作成・協議 

 現地調査終了後、業務完了報告書を作成し、貴機構に提出した。業務完了報告書には、１）

プロジェクトの概要、２）活動内容、３）プロジェクトの実施運営上の課題・工夫・教訓、

その他の特記事項などを記載した。ドラフト段階で JICA と内容などについて協議を行い、最

終成果品としてとりまとめた。 

 

第１船入港　2017年11月25日  
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5.2. 第 2 年次現地業務及び国内業務の従事期間 

11/28

提出時期 △ 　 △ △

報告書 Work Plan Progress Report(3) Completion Report

担当業務 氏名
第２年次

2015 2016 2017 2018

Nov Dec Jan Feb Mar Apr May Jun Jul Feb Mar Apr May Jun JulAug Sep Oct Nov Dec Jan Feb Mar Apr May JunAug Sep Oct Nov Dec Jan

総括／港湾管理
（１）

山口　和之

現地
11/16 2/21

港湾管理（２） 木村　進

現地
3/5

4/27 10/1 10/26

26

3/17 7/30 8/13 10/29 11/26 4/2

13 26 15

国内

152629

　 23 3 　

### 10/29 11/20 4/1 4/23

国内

232322

3 2
7/9 10/7 10/306/17

23
調達・資金管理 国田　治

現地
11/16 12/5 7/30

20

8/21

国内

23 24

環境社会配慮 原田　洋一

現地
2/20 3/12 7/31

3 2 　　

8/20 10/12 11/5

2122

国内
2

10 2025

2 　 2 2

 

 

 



バヌアツ国ラペタシ国際多目的埠頭整備事業実施支援【有償勘定技術支援】 
 
 
 

 
 

54 
 

5.3. 第 2 年次業務実施のフローチャート 

第 2 年次業務実施フローチャート（2015 年 11 月～2018 年 6 月） 

C/R

年月
2014年

2015年 2016年

第一年次 第二年次

P/R(3) レポート
W/P P/R (1)

検討
業務

1-1
ラペタシ国際多目的埠頭と他

事業の整合性のレビュー

2-1
ラペタシ国際多目的埠頭整備
事業と他の関連事業のコンセ

プト、設計の整合性のレ

ビュー(環境配慮の観点)

工事第三
中間段階円借款

工事と
の関係

D/D (詳細設計段階)
工事第四

中間段階 工事最終段階

現地
調査

第1次

ステア
リング
コミッ
ティー

1-2
詳細設計に組み込むべき対策
の提案及び助言・指導

3-1
事前審査に関する助言・指導

3-2
入札書類の助言・指導

2-2
詳細設計に組み込むべき施工

方法やスケジュールについて

の助言・指導(環境配慮の観点)

第2次

指導・
助言

指導・
助言

指導・
助言

第3次 第6次 第7次 第8次

2-4 環境配慮のための提案・対策が実施されるための調整の助言・指導

1-4 ラペタシ国際多目的埠頭整備事業の施工中に必要な国内埠頭の臨時代替施設の検討

1-5 既存埠頭機能確保とラペタシ国際多目的埠頭整備のために必要な調整の助言・指導

1-6 効率の良いラペタシ国際多目的埠頭整備のための他の関連事業との間で必要な調整の助言・指導

3-4 資金管理計画及び関連手続き助言・指導

4-2 ラペタシ国際多目的埠頭整備事業と他の関連事業の円滑実施のための関係機関の調整への支援

4-1 ステアリングコミッティー開催支援

3-3 契約書類の助言・指導

入札評価段階
工事第一

中間段階

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

2017年

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

第5次

工事第二
中間段階 工事完工後段階

第9次

11月 12月

第4次

工事開始段階

1月～10月

1-7 保安・防災業務への知識強化の支援

1-9 クルーズ船乗客通行時の安全確保強化の支援

P/R (2) I/R W/P

3-5 ローン返済についての知識強化の支援

1-8 好ましい港湾管理運営の体制についての

検討への支援

1月 2月 3月 4月 5月 6月

2018年

第10次 第11次

2-3 環境配慮対策事項の実施のための助言・指導

1-3
ラペタシ国際多目的埠頭整備と他の関連事業の施工方法、スケジュールのレビュー

1-10 今後の技術

協力の準備

2-3 サンゴのオフセットモニタリングの実施支援
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5.4. 第 2 年次の業務の実施の詳細日程 

第 4 次現地業務 2015 年 11 月 16 日～2014 年 12 月 5 日 

AM PM

November 16 Mon

17 Tue Arrival at Port Vila

18 Wed 9:00 Meeting at VPMU, 11:00 Meeting at JICA office 14:00 Meeting with ECOH consultant

19 Thu
8:00 Meeting at VPMU, 11:30 Meeting about VISSP
channel relocation at VPMU

16:00 Meeting at Main Wharf

20 Fri

21 Sat

22 Sun

23 Mon
9:00 Meeing at VPMU 14:00 Weekly Meeting at VPMU,  16:00 VISSP

interface meeting at VPMU

24 Tue 16:30 Meeting at VPMU (CHE)

25 Wed

26 Thu 10:00 Site safety patrol

27 Fri

28 Sat

29 Sun

30 Mon Public Holiday

December 1 Tue 14:00 Weekly Meeting at VPMU

2 Wed

3 Thu Report to JICA Office

4 Fri Leave from Port Vila

5 Sat  
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第 5 次現地業務 2016 年 2 月 20 日～2016 年 3 月 26 日 

 
AM PM

February 20 Sat

21 Sun Arrival at Port Vila

22 Mon Public Holiday

23 Tue 14:00 Weekly Meeting at MIPU, 17:00 JICA Office

24 Wed 10:00 Steering Committee Meeting at VPMU 15:30 Meeting with SV at Main Wharf

25 Thu 9:00 Safety Committee Meeting

26 Fri 8:30 Cruise Ship arrival observation

27 Sat

28 Sun

29 Mon 14:00 Weekly Meeting at Site Office

March 1 Tue 14:00 Interface Meeting with VISSP and VTIP at Site Office

2 Wed 10:00 Steering Committee Meeting at VPMU

3 Thu

4 Fri

5 Sat Public Holiday

6 Sun

7 Mon 14:00 Weekly Meeting at Site Office

8 Tue 9:30 Site Observation at Container Yard and Main wharf

9 Wed 8:30 Interface Meeting with VISSP

10 Thu 9:00 Meeting with Fishery Department 14:00 Meeting with DOE, 16:30 Meeting with JICA office

11 Fri

12 Sat

13 Sun

14 Mon 14:00 Weekly Meeting at Site Office

15 Tue

16 Wed 11:30 Meeting with JICA Office

17 Thu

18 Fri 9:00 Site Meeting
15:00 Site Survey by the Minister of Land Infrastructure of
Republic of Vanuatu

19 Sat

20 Sun

21 Mon 14:00 Weekly Meeting at Site Office

22 Tue

23 Wed

24 Thu
9:00 Weekly Meeting at Site Office
9:30 Safety Committee Meeting & Site Patrol

15:30 Meeting with JICA Office

25 Fri Good Friday Leave from Port Vila

26 Sat  
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第 6 次現地業務 2016 年 7 月 30 日～2016 年 8 月 21 日 

 

AM PM

July 30 Sat

31 Sun Arrival at Port Vila

August 1 Mon Public Holiday

2 Tue 14:00 Site Vist, 16:30 Meeting at JICA Office

3 Wed 10:00 Steering Committee Meeting at VPMU 14:00 Weekly Meeting at Site Office

4 Thu 11:00 Main Wharf activity observation 16:00 Clean fill site observation

5 Fri

6 Sat

7 Sun

8 Mon 14:00 Weekly Meeting at Site Office

9 Tue

10 Wed 10:00 Main Wharf activity observation

11 Thu
8:30 Meeting with PDW regarding Building Permit
9:00 Work Shop

16:30 Meeting at JICA Office

12 Fri 9:00 Meeting with VFD regarding coral monitoring

13 Sat

14 Sun

15 Mon Public Holiday

16 Tue 14:00 Weekly Meeting at Site Office

17 Wed

18 Thu
9:00 Meeting with DEPC regarding EIA for the temporal
wharf.

14:00 Meeting with Port Villa Municiparity regarding Buildng
Permit
16:30 Meeting at JICA Office

19 Fri

20 Sat Leave from Port Vila

21 Sun  
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第 7 次現地業務 2016 年 10 月 29 日～2016 年 11 月 26 日 

 

AM PM

October 29 Sat Leave to Vanuatu

30 Sun Arrival at Port Vila

31 Mon 10:00 VPMU Meeting 14:00 Weekly Meeting at Site Office, 16:00 JICA Office

November 1 Tue

2 Wed 8:00 Ports and Marine Dep. 10:00 Meeting with ECOH

3 Thu

4 Fri 10:30 Meeting with SV at Main Wharf 14:00 Meeting with ECOH for Design Change

5 Sat

6 Sun

7 Mon 14:00 Weekly Meeting,  14:30 Meeting for Design Change 

8 Tue

9 Wed Move to Santo 14:00 Meeting with Harbour Master Santo and Site Visit

10 Thu 13:30 Meeting with Harbour Master Santo

11 Fri Return to Port Vila 14:00 Meeting with Harbour Master of Port Vila

12 Sat

13 Sun

14 Mon 14:00 Meeting wit DEPC, 15:45 Weekly Meeting at Site Office

15 Tue 14:00 Meeting with IPDS

16 Wed 8:30 JICA President site Visit

17 Thu 13:30 Meeting for Design Change ,15:30 Meeting with DEPC 

18 Fri 9:00 Site Meeting, 10:00 Meeting with IPDS 14:00 Work Shop, 17:00 JICA office

19 Sat

20 Sun

21 Mon

22 Tue 10:00 Meeting with Ports & marine Dep.

23 Wed 8:00 Meeting with ECOH for Design Change 14:00 Weekly Meeting at Site Office

24 Thu 16:30 VPMU Meeting, 17:30 JICA Office

25 Fri Leave from Port Vila

26 Sat Arrive at Tokyo  
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第 8 次現地業務 2017 年 4 月 1 日～2017 年 4 月 27 日 

 
AM PM

April 1 Sat Leave from Japan

2 Sun Arrive at Port Vila

3 Mon

4 Tue
9:00 Meeting with ECOH,10:00 Meeting with VPMU, 11:00
Meeting at JICA office

5 Wed 10:00 Steering Committee meeting (Cancelled) 14:00 Meeting at JICA office

6 Thu 9:00 Meeting at MIPU office 14:00 Meeting at Ports & Marine Department

7 Fri 9:00 Weekly meeting 

8 Sat

9 Sun

10 Mon 14:00 Meeting in VPMU

11 Tue

12 Wed 10:00 Main Wharf Cruise ship Observation

13 Thu 9:00 Weekly meeting , 11:00 Meeting with MIPU 14:00 Meeting with Main Wharf

14 Fri Good Friday

15 Sat

16 Sun

17 Mon Easter Monday

18 Tue 9:00 Main Wharf Cruise ship Observation 14:00 Meeting at Ports & Marine Department (Cancelled)

19 Wed 13:45 Meeting with Ports & Marine Dep.,14:30 Immigration office

20 Thu 10:00 Meeting with MoF (Cancelled)

21 Fri 9:00 Weekly meeting 13:30 JICA TV meeting about environmental monitoring

22 Sat

23 Sun

24 Mon 14:00 Meeting with MOF

25 Tue 9:30 Meeting with VPMU 3:00 Site Observation

26 Wed 8:15 JICA office meeting Leave from Port Vila

27 Thu Arrive at Tokyo

Cyclone

Cyclone
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第 9 次現地業務 2017 年 10 月 1 日～2017 年 11 月 5 日 

 

AM PM

1 Sun Leave from Japan

2 Mon Arrive at Port Vila

3 Tue 10:00 Meeting at VPMU
14:00 Site Visit and Weekly Meeting,, 15:30 Meeting with
IPDS, 16:30 Meeting at JICA Office

4 Wed 13:30 SiteVisit, 16:00 Meeting at VPMU

5 Thu Public Holiday

6 Fri 9:00 MOF, 10:00 MIPU

7 Sat

8 Sun

9 Mon 9:30 Ports and Marine Dep. 14:00 Weekly Meeting, 15:30 MOF, 16:30 VPMU

10 Tue 10:30 TV meeting at JICA Office 14:00 RMO

11 Wed

12 Thu 9:00 Cruise Ship port security observation

13 Fri

14 Sat

15 Sun

16 Mon 9:00 DOF, 10:00 MIPU DG 14:30 Weekly Meeting, 

17 Tue 9:00 DOF 14:30 VPMU meeting with Director

18 Wed 9:00 Land side Survey for offset monitoring 13:30 DOE

19 Thu 8:30 MOF, 9:30 VPMU meeting, 13:00 DOF, 14:00 Land side Survey

20 Fri 9:00 Underwater Survey for offset monitoring 14:00 Site Inspection

21 Sat 10:00 Interview Survey

22 Sun

23 Mon 9:00 MIPU, 10:30 DOE 14:30 Weekly Meeting,

24 Tue 9:00 Underwater Survey for offset monitoring

25 Wed
11:00 JICA office
9:00 Underwater Survey for offset monitoring

26 Thu 10:00 Questionnaire survey at local village, Mangliliu, 

27 Fri 9:30 Rapup meeting with VPMU, DEPC, VDF

28 Sat

29 Sun

30 Mon 14:30 Weekly Meeting

31 Tue 9:00 Meeting with Department of water Resources

1 Wed
8:30 Meeting with Department of Environmental
Protection and Conservation

2 Thu 11:00 Meeting with Department of Fisheries 14:00 Meeting with Ifira Marine Management

3 Fri 15:00 Reporting to JICA Vanuatu Office

4 Sat Leave from Port Vila

5 Sun Arrive at Tokyo  
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第 10 次現地業務 2018 年 1 月 9 日～2018 年 1 月 18 日 

 

AM PM

Ｊａｎｕａｒｙ 1 Mon

2 Tue

3 Wed

4 Thu

5 Fri

6 Sat

7 Sun

8 Mon

9 Tue Leaving Japan

10 Wed Arrival at Port Vila

11 Thu 9:30 Meeting with VPMU, DOE, SPREP 14:00 Meeting with VPMU

12 Fri 9:00 Preparation of questionnaire survey 14:00 Preparation of questionnaire survey

13 Sat

14 Sun

15 Mon 9:00 Orientation of questionnair survey 13:00 Questionnaire survey

16 Tue 9:00 Questionnaire survey 13:00 Questionnaire survey

17 Wed 9:00 Questionnaire survey Leaving Port Vila

18 Thu Arrival at Japan

19 Fri

20 Sat

21 Sun

22 Mon

23 Tue

24 Wed

25 Thu

26 Fri

27 Sat

28 Sun

29 Mon

30 Tue

31 Wed  
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第 11 次現地業務 2018 年 4 月 7 日～2018 年 6 月 10 日 

 

AM PM

April 1 Sun

2 Mon

3 Tue

4 Wed

5 Thu

6 Fri

7 Sat Leaving Japan

8 Sun Arrival at Port Vila

9 Mon 8:00 VPMU, 10:30 JICA Office 13:30 Main Wharf and VISSP site observation 

10 Tue 10:00 IPDS and Lapetasi Wharf site observation 15:00 Site Visit of temporary wharf

11 Wed 10:00 OMR

12 Thu 10:00 Ports & Marine Department

13 Fri 9:00 Pots & Marine Department

14 Sat

15 Sun

16 Mon 9:00 MIPU, 10:00 OMR, 11:00 JICA office

17 Tue

18 Wed 10:00 OMR, 11:00 JICA Office

19 Thu 10:00 VPMU 16:00 JICA Office

20 Fri Leaving Port Vila

21 Sat Arrival at Japan

22 Sun

23 Mon

24 Tue

25 Wed

26 Thu

27 Fri

28 Sat

29 Sun

30 Mon  
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AM PM

May 18 Fri

19 Sat Leaving Japan

20 Sun Arrival at Port Vila

21 Mon 9:00 Meeting with VPMU 16:00 Meeting with JICA

22 Tue 9:00 Questionnaire Survey 13:00 Questionnaire Survey

23 Wed 14:00 Meeting with Department of Fishery

24 Thu
15:00 Meeting with Department of Environment,
Protection and Conservation (DEPC)

25 Fri 10:00 Meeting with DEPC 13:00 Meeting with service providers for sign board

26 Sat

27 Sun

28 Mon 10:00 Meeting with DEPC

29 Tue 10:00 Meeting with DEPC

30 Wed 11:00 Meeting with JICA

31 Thu 9:30 Stakeholder Meeting 13:00 Meeting with Department of Water Resources

AM PM

June 1 Fri 10:00 Meeting with DEPC

2 Sat

3 Sun

4 Mon 13:00 Meeting with service providers for sign board

5 Tue
10:00 Visiting fishing gear shop for quotation of buoy
and rope

13:00 Meeting with service providers for sign board

6 Wed 10:00 Meeting with DOF

7 Thu 10:00 Meeting with DEPC

8 Fri 16:00 Meeting with JICA

9 Sat Leaving Vanuatu

10 Sun Arrival at Japan

11 Mon  
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5.5. 業務内容とその進捗 

5.5.1. 第 2 年次現地業務（2015 年 11 月 16 日～2018 年 7 月 31 日） 

第 2 年次現地業務における検討課題を左側の欄に記し、右側の欄にその進捗を記す。 

 

1-3  新国際埠頭整備事業と他の関連事業の施工方法、スケジュールのレビュー 

1-3-2 他ドナー・プロジェクトの施工方法、スケジュールの確認 

・VISSP の入港航路整備の追加工事に伴い、

50,000ｍ3 の浚渫土砂が発生することとな

り、処分方法の検討が必要となった。 

入港航路の浚渫土砂は砂と珊瑚から構成され、埋

立て材料として利用可能とのことである。VISSP の

桟橋施設用地埋立て用に 25,000m3、浮体施設である

陸上側整地用に 5,000m3 使用し、残り 20,000m3 の処

分が必要となった。 

VISSP のコントラクターから、ラペタシ工事の浚

渫土砂の仮置き場を共同利用させて欲しいという申

し出があったが、２つの工事は浚渫工法と実施時期

が異なる。また、仮置き場の収容可能量も 2 つの工

事の浚渫土砂を収容する容量は無い。 

ラペタシ工事の浚渫工法がグラブ浚渫であり、

VISSP の浚渫工法はポンプ浚渫である。浚渫土砂仮

置き場への投入方法も、施工時期も異なる。 

ラペタシ工事と VISSP 工事の浚渫土砂を同一の仮

置き場に投入することは、工事管理、出来形の品質

管理においても、それぞれの責任において管理する

必要があり、仮置き場は明確に区別する必要がある。

そのため、ラペタシ工事の浚渫土砂の仮置き場の

計画地を一部、VISSP 工事用に約 5,000m2 の仮置き

場として提供し、浚渫土砂仮置き場を２つ建設する

こととなった。 

ラペタシ工事の仮置き場の必要面積 10,000 ㎡を確

保することが必要であり、VISSP の浚渫土砂仮置き

場に提供した面積を補うため、仮置き場の形状を変

更して、海側へ拡張することとなった。 

 

1-4  新国際埠頭整備事業の施工中に必要な国内埠頭の臨時代替施設の検討 

1-4-2 課題解決のための方策実施状況の確認 
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・提案された解決のための方策の実施状況を

確認し、仮設国内桟橋施設案及び仮設コンテ

ナヤード案の施行状況の確認を行い、修正が

必要な場合は、カウンターパートが調整を行

うための必要な支援を行う。 

・仮設国内桟橋施設の現況を確認： 

現在多くの小型船が往来し、大きなトラブルもな

く日常生活品など多くの貨物が積込み、陸揚げされ

ている。安全上の観点から関係者以外の一般の人の

立ち入りを制限する簡易的なガード（ロープかプラ

スチックバーなど）の設置が望ましいと感じた。陸

側の空き地の面積が狭いが、大きなトラブルも起こ

っていないので、今回は現況確認にとどめた。 

・仮設コンテナ置場の確保状況： 

2016 年から国内埠頭の建設が本格的に行われ始め、

これと並行して、工事用の資機材などがコンテナで

搬入され、一時的に Main Wharf で取り扱うコンテナ

が一時的に増加している。その結果、実入りコンテ

ナ、空コンの置場が不足することとなった。仮設コ

ンテナ置場として、建設中のラペタシ多目的埠頭か

ら Main Wharf までの Main Road の両側が仮置き場と

して使用されていた。VPMU、コンサルタント、IPDS

及びコントラクターで、解決策が話し合われ、建設

中のラペタシ国際多目的埠頭の浚渫土砂仮置き場の

5,000m2 と完成後コンテナ置場となるヤードの一部

6,000m2 が IPDS に供用されることとなった。これに

より、IPDS が使用できるコンテナ置場は 5 か所で、

全体で約 1,500TEU がコンテナ置場として使用でき

る。空コンの置場は、Main Wharf, 浚渫土砂仮置き場

及び NUMBATRI（ラペタシ多目的埠頭から約 1Km

離れた空コン専用置場）に、実コンは Main Wharf, ラ

ペタシコンテナヤード（一部）及び Main Road（道路

の両側の空き地）の各々3 か所に置かれる。これによ

り今後コンテナ取扱量が大きく増加しない場合に

は、コンテナの置場不足が起こらないと考える。 

Main Wharf でのコンテナの置場については、クルー

ズ船が接岸した場合の乗客の通行安全を考慮したコ

ンテナ置場レイアウト” Layout of Main Wharf (Layout 

of Containers stocked)“を作成、IPDS の荷役責任者に

提示・説明した。これを基にして安全なコンテナ蔵

置計画を作成するよう指導した。IPDS は、本レイア

ウトを参考にしてコンテナ配置を実施した。また、

合計 4 か所のコンテナ仮置場を活用したコンテナ配

置計画を行うよう指導した。JICA Expert Team 作成の
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コンテナ配置計画図を元にアレンジした配置を実施

すれば、もっとコンテナ蔵置数が増えたと考えられ

る。 

 

1-5  既存埠頭機能確保と新国際埠頭整備のために必要な調整の助言・指導 

1-5-1 既存埠頭のオペレーションの確保 

・2 つのプロジェントの施工場所は狭く、近

接しており、サイトへのアクセス道路も狭

い。工事の施工に伴い関係車両の増加が見込

まれるが、既存埠頭の貨物取扱、旅客輸送を

妨げないよう、カウンターパートが実施する

調整について必要な支援を行う。 

上記 5 か所のコンテナ置場において、Main Road

の両サイドに実コンを置く優先順位は最後である。

工事期間中に Main Road の両サイドにコンテナを置

く場合には、道路を歩行にて往来するクルーズ船の

乗客、タクシー、バス及び一般車の安全の確保を最

優先とするよう IPDS にコンテナの置き方について

アドバイスを行った。（Appendix“Recommendation on 

Container Storage during the construction of Container 

Yard”参照。） 

IPDS は JICA Expert Team の提言に同意すると共

に、Main Road を往来する人、タクシー、小型バスな

どの安全を考慮したコンテナ置き方の別案を提示し

てきた。IPDS も Main Road における人への安全を配

慮している。 

次の訪問時に Main Road におけるコンテナ配置状

態を調査したところ、もし強風が吹きコンテナが転

倒しても事故の起こらないコンテナ方向（コンテナ

の長手方向が道路に直角方向とより安全な対策を実

施していた。またコンテナの段数は指導した通りの 2

段積みを実施していた。（IPDS への提案が実施され、

乗客等歩行者、タクシーなどの通行時の安全が確保

されていた。） 

ラペタシ埠頭の建設期間中に、コンテナ蔵置

の臨時代替施設として使用されるメイン埠

頭のレイアウトの作成を督促し、コンテナ蔵

置量の確認と定期的に寄港する客船の乗客

ための安全通路の確保を行うよう助言・指導

する。 

・IPDS は、2017 年 12 月中頃から導入予定のターミ

ナルオペレーションシステム“TMSPro”により、Main 

Wharf を含めた 5 か所全てのコンテナ仮置場の管理

（各置場のレイアウトも作成）を開始する。 

・ラペタシ埠頭の建設期間中にコンテナ蔵置の臨時

代替施設として、IPDS は、搬入コンテナ（実コン）

はブロック単位（１ブロックあたり 100～200個程度）

で管理する意向である。ラペタシ多目的埠頭の仮置

き場も当面ブロック管理を行い、TMSpro による管理

（各置場のレイアウトも作成）を開始するというこ
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となので、IPDS の実施計画の通り進めれば問題無い

と判断する。 

ターミナルオペレーションシステム（TMSPro）の

導入現況は、以下の通りである。 

オーストラリアの助成金で TMPro プログラムを購

入してから 1 年が経過しているが、ハードウェアが

購入できていない。ハードウェア（サーバー、モニ

ター、キーボードほか関連機器）もオーストラリア

の助成金に組み込まれている。（IPDS の費用で購入

するのではない。）バヌアツ政府は、現時点でもター

ミナルオペレーティングシステムとコンピュータ保

守管理システムの両方の動作に必要な上記のハード

ウェアの購入を承認していない。IPDS によると、バ

ヌアツ政府の官僚制度のため詳細は不明ということ

である。現時点で、VPMU としてもこのハードウェ

ア購入の承認に関する期限について、IPDS に助言で

きていない。TOS 導入の現状について、2018 年 4 月

の現地派遣時に確認したが、上記の状況から進展し

ていなかった。TOS が導入されていないため、これ

までと同様、作業者の手書きと EXCEL ベースでの管

理となり、コンテナターミナルとしての作業能率向

上は期待できない。 

ラペタシ国際埠頭の配置図を基に、国際コン

テナヤードとしての効率的なコンテナ蔵置

と荷役機械のメンテナンススペースの確保

について助言・指導する。 

・IPDS は、コンテナヤードとしての効率的なコン

テナ蔵置のためのレイアウトを見直しすることを考

えていた。JICA Expert Team は、ラペタシ国際埠頭の

コンテナレイアウトについて、アドバイスしたいと

IPDS に申し入れたが、当時は建設中であり、コンテ

ナ置場がほぼ完成した時点で、IPDS 自らがレイアウ

トを決めるとの回答を受けた。 IPDS の担当者にコ

ンテナレイアウトを作成すれば、改善のコメントを

出すと何度も提言してきたが、ラペタシ国際埠頭完

成直前になっても作成していなかった。 結局、IPDS

の担当者がレイアウトを計画し、コンサルにレイア

ウトの作成を依頼した。2018 年 4 月に確認したとこ

ろ、安全荷役を配慮したコンテナ蔵置のレイアウト

となっていた。グランドスロット数：329TEUs、積み

段数：実入り 5 段、空コン６段積み、リーファープ

ラグ数：32 個であった。 

・荷役機械のメンテナンススペースは、既に確保さ



バヌアツ国ラペタシ国際多目的埠頭整備事業実施支援【有償勘定技術支援】 
 
 

68 

れており、リーチスタッカーｘ4 基及びストラドルト

ラックなどのコンテナ搬送機械のメンテナンスにつ

いても問題ないと判断する。 

Workshop とメンテナンススペースを調査したが、

リーチスタッカー（4 基）及びストラドルトラックな

ど荷役機械のメンテナンスについては問題ないと判

断する。 

リーチスタッカーについては、メーカーの点検マ

ニュアルに従って点検をするということであり、特

に点検についての指導は必要ないと判断した。メン

テナンススタッフによる定期的な点検が行われ、適

切な交換部品が予備品としてストックされておれ

ば、荷役機械の故障を少なくでき、稼働率が下がる

ことはないと判断する。 

メイン埠頭とスター埠頭間の Main Road の

運搬能力と Main Road の交通整理等運営方

法について助言・指導する。 

・メイン埠頭とスター埠頭間の Main Road の運搬能

力： 

上記 1-4-2 に記載したように、IPDS は、建設中の

コンテナ置場として、ラペタシ国際多目的埠頭の浚

渫土砂仮置き場の 5,000m2 とコンテナ置場となるヤ

ードの一部 6,000m2（貸与）の計 11.000m2 を確保し

た。空コンの運搬距離が、これまでの NAMBATRI

とMain Wharf間の運搬距離の約 1/6程度となり、 コ

ンテナの運搬をクルーズ船の接岸時間（AM7:00～

PM5:00）以外の時間帯に行っても、運搬荷役が可能

となると判断する。また、空コンの段数も

NAMBATRI の 3 段積から浚渫土砂仮置き場

（5,000m2）では 6 段積みとなり蔵置量も増加した。

・Main Road の交通整理等運営方法： 

コンテナ船の１船当たりの取扱コンテナ量が多い

場合には、Main Road の両サイドをコンテナ置場とし

て使用する。この時に、コンテナはストラドルトラ

ックにより運ばれ、フォークリフトにより 2 段積み、

3 段積み（コンテナの長手方向が道路に直角に蔵置）

されるが、この時の交通整理（歩行者や車への停止

指示など安全の確保）が必要である。 

 “Recommendation on Container Storage during the 

construction of Container Yard”を用いて、メイン道路を

通行する歩行者（クルーズ船の乗客など）、タクシー、

ミニバスなどの通行者の安全の確保を図るよう指導
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した。 

 

1-6  効率の良い新国際埠頭整備のための他の関連事業との間で必要な調整の助言・指導 

1-6-3 新国際埠頭と新国内埠頭の効率の良い運営のための調整 

・新国際埠頭と新国内埠頭の間で効率の良

い、貨物移動、旅客移動を行うための調整の

支援を行う。狭いエリアに 2 つの施設が近接

するので、土地を有効利用するためにも、ア

クセスロードや駐車場等の施設は共有可能

かどうかの検討を行う。 

２つの施設用地の境界線は確定済で、２つの用地

には、全面の道路から、それぞれアクセスロードが

整備される。 

新国内埠頭のアクセスロードは、最大勾配が 6.8％

程度で、かなりの急勾配である。また盛土によって

造成されるので、盛土保護構造の検討が必要。構造

によっては、広い用地が必要になる可能性があり、

十分な注意が必要。 

 

1-7  保安・防災業務への知識強化の支援（追加業務） 

・ラペタシ国際多目的埠頭の防災機能を高

め、被害を最小限に防ぐための防災への知

識、理解のための支援を行う。また、国際基

準に順守したセキュリティー体制を構築す

るため、港湾関係者に広く港湾保安規定

（ISPS）を順守するための知識の強化の支援

を行う。 

港湾の防災強化と保安強化の知識の向上を目的と

して、「港湾防災と港湾保安強化ワークショップ」を

2 回開催した。 

第一回目は 2016 年 8 月 11 日、第二回目は 2016 年

11 月 18 日に開催した。 

第二回目のワークショップで、バヌアツ国の港湾

保安計画の現況を発表した。３つの国際埠頭である

サント島メイン埠頭、ポートビラ・メイン埠頭、国

内埠頭であるスターワーフから国際埠頭に転換され

るラペタシ国際多目的埠頭の施設整備状況、港湾保

安計画整備状況について調査を行い、それぞれの施

設の課題を抽出した。 

ワークショップの詳細内容は APPENDIX 参照。 

 

1-8  好ましい港湾管理運営の体制検討についての支援（追加業務） 

・効率の良い港湾管理運営を目的とし、政府

と事業者の望ましい関係を構築するための

支援を行う。 

ワークショップにおいて、ラペタシ埠頭供用開始

後の保安管理体制の構築をするためには、港湾管理

者である Ports & Marine Department (PMD)と埠頭の

管理・運営を担当する IPDS の協力体制の構築が必要

であることを説明した。 

2017 年 4 月の第 8 次現地調査時に、港湾の所有者

であるMIPUと港湾管理者である IPDSの港湾保安管

理、安全管理、業務報告、管理運営報告、交通改善、
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緊急時等の業務・責任分担についての役割分担の提

案を MIPU、PMD、Ministry of Finance and Economic 

Management Treasury Division に行った。 

 

1-9  クルーズ船乗客通行時の安全確保強化の支援（追加業務） 

・工事車両の増加によって、客船接岸時の交

通混雑に拍車をかけることが予想されるた

め、クルーズ船乗客の安全確保の強化の支援

を行う。 

PMD の Harbor Master に確認したところ、クルーズ

船寄港時の乗客の安全確保については下記の通りと

なっている。 2015 年 9 月に確認した時より Security

の人数を 5 人増員し 10 人としていた。 

＜Main Wharf の Security の担当部署及び員数＞： 

1) クルーズ船の沖合から、岸壁接岸までのパイロッ

トと警護：Port Marine Department (PMD)、パイロット

船 

2 ) 乗客下船時の Main Wharf 内の Security： 

 ・Port Marine Department (PMD) (MIPU)：3 名 

 ・Security の補助：5～10 名（船の大きさにより変

動:IFIRA の子会社である IWS からの派遣） 

3) Main Wharf 内のエプロン、Wharf 内の安全フェン

ス、ロープの設営・撤去：8 名、SSS の子会社が担当。

4) Main Wharf の Security について（PMD の業務） 

 1 ギャング：3 人構成で、3 ギャング（合計 9 人）

で 3 シフト、24 時間体制、AM7:40～PM5:00（1 ギャ

ングが 8 時間担当） 

5) その他：クルーズ船の Mooring 作業：4 名（Line 

Man: 船首、船尾側各 3 名） 

6) Police の人数：合計 7 名（ラペタシ埠頭前の最初の

Gate：4 名、Main Wharf 前 Gate:3 名） 

  警察は、午前中のみ警備に携わり、午後、乗客

の帰船時にはいない。 

PMD の業務 

1)  Main Wharfのエプロン及び PMD横の乗船客用出

口の安全確保：                 

エプロン周りの乗客の安全確保は問題ないと考え

る。2015 年 9 月時より警護の増員を行い、PMD の

Security 担当 1 人と Checker が 5 人ほどで警護に当た

っていた。Wharf 内の陸側のヤードからエプロンに近

づく人もチェックしている。 

2)  Wharf の両サイドの入口の安全確保： 

東側の正門の警護： 
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2 人ほどで警護していた。多くのタクシーの客引き

がゲートの中に侵入し船の乗客の獲得競争をやって

いる。ゲートの警護以外に、Wharf 内のママスマーケ

ットの入り口周辺部における警護が必要である。次

回 PMD の Harbor master に改善要望し、タクシーの

客引きの侵入範囲の限定、警護の見直しを提案する。

西側（奥側）の入口の警護： 

2 人ほどで警護していた。ここは旅行代理店のミニ

バスの乗り場であり、Wharf の中に来て下船客を待っ

ていた。ここの安全については問題ないと考える。 

3) ママスマーケット内の安全確保：  

ママスマーケット内の混雑時に、タクシーの呼び

込み者が侵入してきた場合の乗客の取り合いの発生

が予想される。巡回警護の強化が必要である。 

クルーズ船寄港時の Main Wharf における PMD ほ

かの対応： 

“Cruise-Passenger Walkway Layout of Main Wharf 

(Plan A)”（APPENDIX 参照）を用いて、PMD の Harbor 

Master に、現状よりの改善を説明した。彼はクルー

ズ船乗客の下船、Main Wharf 内の通行、タクシーや

バスの利用について熟知しており、JICA  Expert 

Team の提言を参考にし、改善案を考えるということ

であった。 

 

1-10  効率の良いラペタシ国際多目的埠頭運営のための技術協力の準備（追加業務） 

・2018 年 2 月に開港したラペタシ国際多目

的埠頭を運営するためのバヌアツ国と技術

協議を行い、本邦への協力要請書（案）を作

成する。 

海事セクターの機能強化を目的として、Office of 

Maritime Regulator (OMR) の機能強化を支援する技

術協力プロジェクトの要請書(案)を作成し、バヌアツ

政府に説明を行った。 

 

2-3  環境配慮対策事項の実施のための助言・指導 

・自然環境への影響があるとされている項目に関する回避・緩和策の実施のための助言・指導として、

以下の事項を実施する。 

2-3-3 移植サンゴのモニタリング 

・移植されたサンゴの生息状況について水産

局の協力を得てモニタリングし、問題が確認

された場合は是正措置を実行させる。 

VPMU は 2016 年初頭に水産局と MOU を結び、水産

局による移植サンゴ、移植できなかったサンゴ、なら

びに比較対象として湾内の自然サンゴをモニタリング
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・この時点で移植から約 1 年を経ているた

め、群体は安定し移植先になじんでいること

が期待される。一方、海藻の繁茂や食害生物

が侵入する可能性もあるため、周辺生物の状

況にも注意して観察し、必要に応じて除去等

の措置を実行させる。 

している。2016 年 6 月に移植 6 か月後、のモニタリン

グを、119 月には移植 119 か月後、2017 年 3 月には移

植 15 か月後のモニタリングを実施している。 

2017 年中は、水産局からの報告書提出が遅れたため、

サンゴ生存状況の詳細確認はできなかったが、水産局

へのヒアリングによれば、2016 年中のモニタリングで

は移植サンゴの定着状況、海藻繁茂等は異常なしとの

ことであった。しかしながら、2017 年に入ってからの

世界的な海水温上昇により、湾内全体のサンゴに白化

現象がみられるとのことであった。これについては、

自然現象であり、水産局は自然回復するものと見てい

た。 

2017 年 3 月のモニタリング結果に基づき、同月に実

施された JICA 環境社会配慮ミッションでは、ラペタ

シ湾において白化したサンゴは全体の 8％～10％程度

であるにもかかわらず、本事業の緩和策として移植し

たサンゴの内、40％前後が影響を受けており、緩和策

の効果が十分に発現していないことを確認した。その

ため、移植したサンゴの影響要因を分析するために、

モニタリング計画を変更することとなった。 

更に 2016 年 12 月の設計変更に伴う埋立てによって、

サンゴが追加的に埋没することに対する追加緩和策を

講じる必要があると判断された。 

このため、サンゴへのダメージへの代償として、JICA

はオフセットプログラムの実施を決め、オフセット地

を設定し、モニタリングを実施することとなった。 

2-3-4 濁り対策 

・浚渫等の海上工事に伴い、汚濁防止膜等に

よる適切な濁り対策と濁りのモニタリング

が準備、実施されているか確認し、問題があ

った場合は是正措置を実行させる。 

コントラクターからは毎月環境監視レポートが提出

されている。それによると工事の影響は浚渫期間中で

も汚濁防止膜の中にとどまり、周辺を含めて工事の影

響は認められていない。 

VPMU から MIPU を経て JICA への報告体制が確立

されておらず、VPMU 内での共通認識を新たにした。

 

2-4  環境配慮のための提案・対策が実施されるための調整の助言・指導  

2-4-2 環境管理モニタリング計画実施のモニタリング 

・環境管理モニタリング計画の規定通りに現 コントラクターは環境管理計画を規定通りに実施し
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場が管理されているか、モニタリングを実施

し、違反があった場合、是正措置を実行させ

る。また、そのための調整の支援を行う。 

ているが、それを受け取る VPMU 側では人手不足によ

り MIPU を経て JICA に報告がなされていなかった。

このため、VPMU内でその問題を新たに共通認識した。

今後も報告体制を確認し、その体制が維持されるか支

援する。 

長期のモニタリングについては、環境局により水質

調査を、水産局によりサンゴ調査が実施されることに

なっている。VPMUは 10月に水産局とMOUを交わし、

予算も含めてサンゴのモニタリング体制が整った。ヒ

アリングによると環境局は独自予算で水質モニタリン

グを実施している。 

2017 年 10 月時点での水産局へのヒアリングでは、

事務所の移転、人員の配置転換等によりサンゴのモニ

タリングは継続されていない。同、環境局へのヒアリ

ングでも、人員の配置転換と予算削減により水質モニ

タリングは実施されていない状況であり、プロジェク

トベースで資金を募り行っているとのことである。

2016年はアーバンデベロップメント関連で 1度水質モ

ニタリングを行ったのみとのことである。 

このため、VPMU に申し入れ、オフセットプログラ

ムでの水質モニタリングについて、環境局と話をし、

事前に予算をつけることでモニタリングが定期的に行

われるよう促した。 

・国内埠頭プロジェクトとは場所も近く、工

事期も同じであることから、情報を共有し、

効率的な環境対策を進めることが必要であ

り、総合的な視点からの監理を助言・指導す

る。 

VPMUを通じて国内埠頭プロジェクトの環境管理計

画を共有し、国際埠頭プロジェクトの環境管理計画と

大きな乖離がないことを確認した。 

環境モニタリングでは、双方の工事区域一体として

工事の影響がないかの確認を行っている。 

今後予定されている国内埠頭プロジェクトによる航

路浚渫の環境管理計画は、VPMUとして未確認であり、

今後共有、計画の妥当性確認を支援する。 

VPMU へのヒアリングによると、国内埠頭プロジェ

クトによる航路浚渫の際には、環境管理計画も提出さ

れたが、濁りの発生対策の提言をしたにもかかわらず、

対策なしに浚渫が行われたようである。 

湾全体の水質モニタリングは環境局で行うことにな

っているが、そこへのヒアリングによると、予算圧縮

や人員削減で、2016 年から独自のモニタリングは実施

できていない状況である。 
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現在 VPMU が国内埠頭プロジェクトと相談し、予算

支援を行う形でモニタリングを継続する調整を行って

いる。 

 

3-4  資金管理計画及び関連手続き助言・指導  

・資金管理計画をカウンターパートに確認す

るとともに、それに基づく資金管理状況を把

握する。資金管理について、適宜 JICA と連

絡を取り、適切な対応をとれるよう、VPMU

にアドバイスする。 

工事契約後、建設業者からの工事計画にもとづく、

資金需要を、（月ごと、工種ごとに）VPMU は整理、

把握しておらず、単に、出来高の支払いをコンサルタ

ントの書類に基づき、承認、実行している。 

今後の支払い額の予想について、８月に財務省から

の照会があって、VPMU の担当者は、資金需要の予測

を JICA Expert Team に問い合わせた。 

2016 年１月時点の資金需要の表を、コンサルタント

から入手していたものを提供したが、ラペタシの工事

では、設計変更もあったので、最新のものをコンサル

タントから入手するよう助言した。 

VPMU 自身で出納記録を付ければ、コンサルタント

に聞かないで、プロジェクトの資金の使用状況と今後

の見通しを把握できるので、より好ましい。しかし、

VPMU では、現在多くのプロジェクトが勧められてお

り、VPMU は財務省への支払い請求事務で手いっぱい

であったため、VPMU 自身で記録を付けるという実地

トレーニングの機会がとれなかった。 

・資金管理の可視化についての知識が身につ

いているか確認し、必要に応じて可視化の支

援をする 

担当者は、工事代金の支払予定と、代金の支払い実

績を対比することの必要性を認識しデータを手元で管

理する大切さを認識したようである。 

できれば、支払いの都度、電子的に記録し、集計し、

表及びリストの作成、管理手法を習得してもらいたい

と考えたが、その機会が取れなかった。 

実際、出納帳としては、電子データの作成が重要であ

る。電子データでなく、手書きの記録の場合、字が読

めないことがあり、また、集計するときに写し間違い

がおこりやすい。また、なにより、集計などに時間が

かかる。 

電子データを作成するとしても、個人のパソコンに記

録すると、本人が不在の時、記録が途切れるケースが

多い。これに対し、インターネットやスマホからデー

タベースに記録できるのであれば、担当者がいなくて

も、上司や代理者が、担当者に代わって入力できるの
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で、記録を継続できる。こうした考え方に基づき、チ

ームはインターネット経由でデータベースに記録する

ための、プログラムとサーバーを用意した。 

しかし、VPMU は、ますます忙しくなり、データの

記録の試行ができなかった。その結果、その記録を土

台とした、資金管理の可視化の試行ができなかった。

・JICA に対する定期報告書の提出について、

過去の内容や今後の時期を事業実施者に再

確認する。 

VPMU から JICA 本部への進捗報告書が数カ月届い

ていない（工事開始前 1 期分（2015 年 9 月）、工事開

始以来 2 期分の四期報告（2016 年 2 月、2016 年 4 月）

ことが判明した。コンサルタントから VPMU へ提出さ

れているが、バヌアツ側からの JICA への提出がされ

ていない状況である。VPMU の職員に欠員が生じ、提

出が遅れたようである。 

VPMU は、報告の義務について認識しているが、実

行が伴っていない。フォローする必要がある。 

その後も、定期的な提出は、とどこおりがちであり、

必要の都度、本部から時事務所を通じて催促する状況

で推移した。これを解決するためには、もう少し人員

を増やし、誰かが休暇を取っても、誰かが代行できる

ようにすることが必要であろう。 

・据え置き期間の終わる 9 年後を視野に入れ

て、港湾利用料金のレベル設定の最終勉強会

を行う。 

据え置き期間が終わると、借入の元金を返済するこ

とになるが、今の貨物見通しでは、港湾使用料金の大

幅な値上げが必至となる。 

しかし、その時までに、だれも、なんの準備もしな

ければ、大騒ぎになりかねない。これを避けるため、

当初、チームとしては、勉強会を開いて、返済のため

には料金改定が必要であることを、関係者に十分認識

してもらうこに努力を傾注した。しかし、担当も世代

も変わるので、知識が受け継がれるという保証はない。

幸いなことに、今回、プロジェクトの竣工を迎える

にあたり、コンセッション契約を新たにむすぶことと

なったので、この機会をとらえ、港湾料金の決定方法

を、コンセッション契約に盛り込む提案を行った。わ

れわれの提案による、コンセッション契約の要点は、2

年ごとに港湾料金と、コンセッション料金（グロスレ

ベニューに対する比率）を見直して、持続的な港湾運

営と、ローン返済を両立させようというものである。

コンセッション契約のドラフトは、VPMU,MIPU、

Maritime Regulator、財務省、総理府からなる検討会で
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検討する運びとなった。据え置き期間が終わると、借

入の元金を返済することになるが、今の貨物見通しで

は、港湾使用料金の大幅な値上げが必至となる。 

しかし、その時までに、だれも、なんの準備もしな

ければ、大騒ぎになりかねない。これを避けるため、

当初、チームとしては、勉強会を開いて、返済のため

には料金改定が必要であることを、関係者に十分認識

してもらうこに努力を傾注した。しかし、担当も世代

も変わるので、知識が受け継がれるという保証はない。

幸いなことに、今回、プロジェクトの竣工を迎える

にあたり、コンセッション契約を新たにむすぶことと

なったので、この機会をとらえ、港湾料金の決定方法

を、コンセッション契約に盛り込む提案を行った。わ

れわれの提案による、コンセッション契約の要点は、2

年ごとに港湾料金と、コンセッション料金（グロスレ

ベニューに対する比率）を見直して、持続的な港湾運

営と、ローン返済を両立させようというものである。

コンセッション契約のドラフトは、VPMU,MIPU、

Maritime Regulator、財務省、総理府からなる検討会で

検討する運びとなった。 

・現場不一致、設計変更、再調査などのスケ

ジュール変更の必要があれば、資金的対応に

ついて、JICA に相談し、事業実施者に対し

アドバイスを行う。 

2016 年 8 月末から滞留コンテナが急増した。このた

め、工事に使えるスペースが不足し、工事遅延を招き

かねない事態に直面している。現地では浚渫土砂仮置

き場を拡張し、コンテナの蔵置スペースを増加させる

ことで、問題を解決する方向である。 

・事務手続きの遅延があれば、事務手続きの

迅速化を促す 

コントラクターへの支払いが遅延していることを、

VPMU に善処を要請したが、VPMU は、手続きは済ん

でいるとの認識であった。JICA 本部では、支払い理由

が明確に記載されていないため、その旨、改善を申し

入れているとのことであった。工事の進捗を、VPMU

の会計担当が正確に把握していないので、適切に、支

払い内容を記載得来ていないようである。 

次回、支払書類の記載方法コンサルタントに確認す

るようにアドバイスすると共に、コンサルタントにも

VPMU に協力することを伝えた。 

・ローン金利の振込みについて、問題が生じ

ていないか、確認する。 

JICA 本部に金利の振り込みがきちんと行われてい

るかどうかを照会したところ、特に問題なく金利の振

り込みが行われているということであった。 

 



バヌアツ国ラペタシ国際多目的埠頭整備事業実施支援【有償勘定技術支援】 
 
 

77 

3-5  ローン返済についての知識強化の支援 （追加業務）  

・ローン返済と、コンテナ取扱量の増加、タ

リフなどの関連等について、関係者が基本的

な考え方を習得するための支援を行う 

ローン返済のことについてはプレゼンテーションを

数度行ったが、その後、VPMU,MIPU ともに、忙しく、

一堂に集まることが困難な情勢となったため、資料配

布も行った。 

また、我々の基本的な考え方として、国庫からの資

金注入をうけず、港湾利用料金の中で、港湾運営と、

ローン返済を両立するというこの考えに立ったコンセ

ッションアグリーメント案をドラフトして提供した。

 

4-1  ステアリング・コミッティー開催支援 

・援助機関を含めた関係機関間の情報共有の

ための協議（ステアリングコミッティー）の

開催を支援する。 

4 月からステアリング・コミッティーが定期的（毎

月）に開催されている。 

2015 年版の協議予定表が VPMU より共有された。 

 

4-2  事業の円滑実施のための関係機関との調整への支援 

4-2-1 余剰浚渫土砂の有効利用 

・VISSP の入港航路の変更に伴い、50,000ｍ

3 の浚渫土砂が発生することとなり、処分方

法の検討が必要となった。 

VISSP のコンサルタントの説明によると、浚渫土砂

は砂と珊瑚から構成され埋立て材として利用可能との

こと。VISSP の桟橋施設用地埋立て用に 25,000m3、浮

体施設である陸上側整地用に 5,000m3 使用し、残り

20,000m3 の処理が必要となった。 

VISSP のコントラクターから、ラペタシ工事の浚渫

土砂の仮置き場を共同利用させて欲しいという申し出

があったが、２つの工事は浚渫工法が異なり、仮置き

場の容量も 2 つの工事の浚渫土砂を収容する能力は無

い。 

ラペタシ工事の浚渫工法はグラブ浚渫であり、

VISSP の浚渫工法はポンプ浚渫である。浚渫土砂仮置

き場への投入方法も、施工時期も異なる。 

ラペタシ工事とVISSP工事の浚渫土砂を同一の仮置

き場に投入することは、工事管理、出来形の品質管理

においても、それぞれの責任において管理する必要が

あり、仮置き場は明確に区別する必要がある。 

そのため、ラペタシ工事の浚渫土砂の仮置き場の計

画地を一部、VISSP 工事用に約 5,000m2 の仮置き場と

して提供し、浚渫土砂仮置き場を２つ建設することと
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なった。 

ラペタシ工事の仮置き場の必要面積 10,000 ㎡を確

保することが必要であり、VISSP の浚渫土砂仮置き場

に提供した面積を補うため、仮置き場の形状を変更し

て、海側へ拡張することとなった。 

・IPDS のコンテナ仮置き場用地として、浚

渫土砂仮置き場を 5000ｍ2 提供する必要が

生じた。また、埋戻し等に再利用する計画で

あった浚渫土砂も品質が契約時のSPECに合

わないため、外部から客土を入れることとな

った。そのため、浚渫土砂仮置き場の容量が

不足することが判明し、再度、拡張する必要

が生じた。 

 

新たに約 28,000ｍ3 の浚渫土砂を処分する必要が生

じた。処分方法は既存の浚渫土砂仮置き場の海側への

拡張が唯一の解決策であるが、施設の埋立拡張に伴

い、新たに、26 ㎡のサンゴが影響を受けることが判

明した。 

設計変更に対する JICA の同意を取得する必要があ

り、その審査の過程においては、審査部環境社会配慮

管理課のサンゴへの影響の軽重の判断が重要であっ

た。 

コンサルタントに対して、設計変更申請に必要な書

類をまとめ上げるための指導を行い、設計変更が必要

になった経緯、必要な拡張容量、設計、整備コスト、

工期への影響をまとめた。 

環境への影響については、DEPC(Department of 

Environmental Prevention and Conservation)と再度の協

議を実施した。DEPC は拡張予定エリアのサンゴは移

植可能なものは既に、全て移植を終えたと認識してお

り、更なる埋立工事の実施は問題無いという見解を有

している。DEPC から、埋立地の形状は潮流等への影

響を最小化する旨の指示を受け、形状を調整して、

DEPC からの設計変更の承諾を得た。 

JICA の審査部環境社会配慮管理課からも「設計変

更は、サンゴへ重大な影響を与えない。」との判断を

得、JICA から設計変更の同意を取得し、浚渫土砂仮

置き場を 3,500 ㎡の再拡張を行うことが承認された。

4-2-2 スムーズで安全施工を確保するための調整 

・近接する 2 つのプロジェクトサイトにおけ

る、工事関係車両の集中による交通渋滞の発

生も予想される。さらに、クルーズ船が寄港

した際は、道路の大渋滞が発生しており、交

通量の集中を避ける方策の調整が必要であ

る。また、狭いエリアで海上作業船を安全に

効率良く稼働させるべく、２つのプロジェク

ラペタシ工事と VISSP 工事のインターフェイス部

の調整が必要であり、インターフェイスミーティング

を行っている。VISSP 側からは、工程表等技術的な資

料や施工期間等も何も開示されない。 

工程も大きく遅延し、発注者もコントラクターを管

理できなくなっており、2018 年にアクアス道路の舗

装を完成させたが、その後、工事は完全にストップし
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トの作業位置が重複しないように調整する

必要がある。 

た。 発注者側、コントラクター側の両方が契約につ

いてクレームを抱えており、今後、契約を続けるか、

2018 年 4 月の時点では、交渉中である。 

VISSP 工事の浚渫土砂が場外搬出等の処

分が出来ないため、場内にストックされてい

る。場内に十分なストックエリアが確保出来

ないため、ストックした浚渫土砂がオーバー

フローしており、ラペタシ工事エリアに影響

を与えている。 

ラペタシ工事エリアと VISSP 工事エリアの間には、

厳密な境界線がある。しかし、VISSP 工事エリアにス

トックされた浚渫土砂がラペタシ工事を完成させる

ことの障害となっている。発注者である VPMU を通

じて、ラペタシ工事への影響を取除くように依頼した

が、対処されなかったため、ラペタシ工事の担当者が

発注者の承認を受けて、自分の工事の進捗に障害にな

るストックを撤去した。 

4-2-3 環境配慮対策事項の実施のための助言・指導 

・着工までに地元住民へ周知し、工事実施の

理解を得る必要があり、助言・指導を行う。

VPMU では過去 2 回、ステークホルダー会議を実施

しており、これ以上行う必要はないとの見解であっ

た。しかしながら、工事開始までには少なくとも周辺

住民に対し、工事中の車両往来、生態系への配慮等、

環境対策への周知と理解を得ておく必要があるため、

JICA バヌアツ支局とも相談し、公共の行事の場を利

用して、広報キャンペーンを行うことになった。2015

年 10 月末に開催されたミュージックフェスティバル

では、他のプロジェクトも含めて広報キャンペーンを

実施した。 

VPMU は 2016 年 4 月から月 2 回の割合で、ラジオ

を通じて VPMU が管轄するプロジェクトの広報並び

に視聴者から意見徴収を行っている。ラペタシ埠頭工

事に関しては 2016 年 5 月に放送され、VPMU の環境

担当が出演した。ヒアリングによると視聴者からの意

見として反対はなく多くはプロジェクトを好意的に

受けて止めているとのことであった。 

2017 年末までラジオプラグラムは月 2 回の割合で

継続された。VPMU へのヒアリングでは、批判や苦情

よりも国際港完成への好意的な意見が多かったとの

ことである。 
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6. プロジェクトの実施運営上の課題と対策・工夫 

6.1. 現地業務における課題 

1 年次及び 2 年次の現地におけるプロジェクトの実施運営において、次のような課題を把握した。 

6.1.1. 現地業務実施体制について 

(1) スムーズな業務実施のためのより密接な業務体制の構築の必要性 

第１年次業務の現地業務実施時期が、当初予定されていたスケジュールに比べて大きく遅れ、

各現地業務の実施間隔が大幅に伸びた。桟橋構造変更に伴う借款額の増加のための手続きによる

入札実施の遅れ（約 3 か月）、2015 年 3 月のサイクロン・パムによる被災等による工事着手の遅

れ（約 6 か月）等の影響を受け、第 1 次現地業務と第 2 次業務の実施間隔は 2.5 か月、第 2 次業

務と第 3 次業務の実施間隔は 4.5 か月程度で計画していたが、工程の遅れに伴って、それぞれ 5.5

か月、7.5 か月と間隔が空いてしまった。そのため、現地情報の入手や状況の変化への対応が適切

に行えない場合もあった。カウンターパートと信頼関係を構築出来たものと自負しているが、専

門家チームが現地不在時に、カウンターパートから、積極的に現地情報の共有や相談事の連絡を、

十分に受けることが少なく、現地の状況を的確に把握できないこともあった。 

工事が開始後は、Weekly Meeting が開催され、Meeting Minutes が共有されたので、工事の進捗

や発生している課題等を把握することが可能となった。そのため、常に定期的な報告システム又

は連絡システムを構築することが有効であると考える。 

また、現地における問題に速やかに対応し、計画通りにプロジェクトのスムーズな実施を支援

するためには、現地業務の派遣時期をより長くすると共に、貼付け期間に融通性を持たせ、状況

に応じて行動出来るようにすることが必要である。 

6.1.2. 港湾管理（１） 

(1) 複数プロジェクトを管理する VPMU への支援強化の必要性 

ポートビラの整備プロジェクトは、ラペタシ国際多目的埠頭整備プロジェクトに加えて VISSP 

(Vanuatu Inter-island Sipping Support Project), PVUDP (Port Vila Urban Development Project)、VTIP 

(Vanuatu Tourism Infrastructure Project )と計４つのプロジェクトが同時に進行している。計画通りに

プロジェクトを推進させるためには、プロジェクト間の調整業務が非常に大切である。しかしな

がら、プロジェクト管理を行う VPMU (Vanuatu Project Management Unit) の対応能力は脆弱で、ラ

ペタシプロジェクトの進行にも影響を与えている。複数のプロジェクトを調整・管理していくた

めにも、VPMU の人員を強化する必要がある。 
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(2) 保安・防災業務への知識強化の必要性 

ポートビラ港は内湾にあり静穏度の高い港であるが、2015 年 3 月に大型のサイクロン・パムが

来襲した。地球規模の温暖化に伴い、これからも今までの想定を超えるサイクロン等の来襲も予

想される。首都圏唯一のコンテナ港であるラペタシ港の被災は、バヌアツ国の国民の暮らし、経

済、観光等に大きな影響を与える可能性が高い。港湾施設の被害を防ぐためには、災害への備え

が重要であり、防災への知識、理解が必要である。 

港湾の保安についても、強化が必要である。既存施設である Main Wharf のゲートにセキュリテ

ィーの担当職員は配置されているが、一般の人が自由に港内に出入りしており、実際のゲートコ

ントロールはなされていない状況である。ラペタシ国際多目的埠頭には、円借款にて港湾保安施

設も整備されるが、スムーズなコンテナターミナルの運営を行うためには、国際基準に順守した

セキュリティー体制を構築することが必要であり、保安業務に対する適切な知識・情報が必要で

ある。ラペタシ国際多目的埠頭のスムーズな管理運営を行うために、保安業務の担当者はもとよ

り、港湾関係者に広く港湾保安規定（ISPS）を順守するための知識の強化が必要となる。 

6.1.3. 港湾管理（２） 

(1) IPDS のリーチスタッカー（Reach Stacker）による荷役能力（ヤード管理能力）： 

ラペタシ国際多目的埠頭の荷役会社である IPDS は、これまではフォーリフトにてコンテナを荷

役しており、リーチスタッカー（Reach Stacker）による荷役は今回が初めてである。このため、

新たに作られたコンテナヤード（以降、CY と呼ぶ）におけるコンテナレイアウトの作成にかなり

苦労したと感じる。現在、リーチスタッカー荷役のための CY のレイアウトづくりを終えライン

引きも完了し荷役を行っている。コンテナ取扱量の増加、荷役慣れに伴い、今後何度かレイアウ

トの見直し改善が発生すると想定される。CY の大きさは、建設前の CY より広くフラットなター

ミナルとなっているが、リーチスタッカーによる荷役のための動きを実体験しながら、ドライバ

ー、荷役指示者、管理者がフォークリフトとは異なるヤードでの使い方、安全で効率的な動きを

学び実践していくことになる。最適なレイアウトづくりも含めたリーチスタッカーによる安全で

効率的な荷役能力の達成のためには、リーチスタッカーを用いたコンテナ荷役を長年行っている

他のコンテナターミナルに見学、運営能力向上の習得に行きことも重要と考える。 

(2) TOS による荷役の効率化 

 開港とともに導入しターミナルに荷役管理を行う予定であったターミナルオペレーションシ

ステム（TMSPro）の導入が実施されていない。オーストラリアの助成金で TMPro プログラムを

購入しているが、ハードウェア（サーバー、モニター、キーボードほか関連機器）が購入できて

いない。バヌアツ政府が、ターミナルオペレーティングシステムとコンピュータ保守管理システ

ムの両方の動作に必要な上記のハードウェアの購入を承認しなかったことが原因である。早期に

TOS を導入できなければ、作業者の手書きと EXCEL ベースでの管理となり、コンテナターミナ

ルとしての作業能率の上が期待できない。 
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6.1.4. 調達・資金管理  

コンサルタントへの支払いは毎月行っており、特段の問題はなかった。その後。本工事の支払

いが始まり、支払額も大きくなったが、これまで通り、リインバース方式でうまく行った。VPMU

は資金の使用状況について、オンラインで政府の様式で出納管理しているが、VPMU は、支払情

報を打ち込むのに精いっぱいの状態で推移した。実質的に、VPMU の側で、資金の使用状況を見

たいときは、必要のつど、コンサルタントに問い合わせ、表にまとめてもらった。、もし、自身で

支払い記録を整理し、随時、支払予定との対比を行うことができれば、自主的な資金管理ができ

て好ましいが。VPMU の限られた人員では、VPMU がその必要性を感じつつも、そこまで手が回

らなかった。 

6.1.5. 環境社会配慮 

国内埠頭プロジェクトは、ラペタシ埠頭プロジェクトと同時期に同じ海域で実施される。VPMU

によると、現状では、国内埠頭プロジェクトでは完全に工事中の環境管理計画が作成されておら

ず、今までの経緯から非常に簡単な環境管理がなされる可能性も考えられる。その場合、一方の

プロジェクトでは表 6.1 に示すような詳細な管理がなされ、他方ではほとんど考慮されないとい

う、環境管理のアンバランスが生じることになる。 

イリリキ島南側航路開削の際には、濁り拡散対策無しで浚渫作業を行い、かなりの濁りが発生

したとのことであるが、住民からの苦情はなかったようである。その後、コンサルタントの交代、

コントラクターとの係争等により、国内埠頭プロジェクトの施工は大幅に遅れ、ラペタシ埠頭が

完成した後でもまだ施工が継続されている状況である。 

 

表 6.1-1 工事中のモニタリング計画（ラペタシ埠頭プロジェクト） 

モニタリング 内容 頻度 実施主体 

施工区域周辺環境 施工による影響監視 

（濁り、pH） 

毎日 施工業者 

湾全体の環境 広域、長期的な影響監視 

（海生動物、サンゴ、水質）

定期調査 水産局 

水資源局 

6.2. 対策・工夫 

6.2.1. VPMU への支援強化の必要性について 

(1) 現地調査における団員の滞在期間を長く保つ工夫 

カウンターパートと信頼関係を構築出来たものと自負しているが、専門家チームが現地不在時

に、カウンターパートから、積極的に現地情報の共有や相談事の連絡を、十分に受けることが少

なく、現地の状況を的確に把握できないこともあった。そのため、２年次の業務実施においては、

現地業務と現地業務の間のインターバルを減らし、各団員の現地業務貼付け期間のラップ部分を
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少なくし、現地における団員の不在期間を減らすことに努め、常に現地の状況を把握する方向で

現地業務の派遣時期を設定した。 

(2) 港湾防災・港湾保安強化のためのワークショップの開催 

港湾防災・港湾保安への対策強化が必要であり、ハード施設の整備と共に、ワークショップ等

の開催を通して知識強化等を図った。 

 

港湾保安・防災セミナー実施状況写真 

6.2.2. 港湾管理（２） 

(1) メイン埠頭は、国際多目的埠頭の建設中はコンテナの仮置き場として使用： 

 メイン埠頭には、大型クルーズ船が 9～16 回/月程寄港し、朝 7 時から夕方 5 時ごろまで丸 1

日埠頭に停泊している間に、乗船客がメイン埠頭から市中心部にショッピング、観光に出かける。

このため、クルーズ船の寄港日にはコンテナ荷役が出来ないだけでなく。コンテナの再配置が必

要となる。このため、クルーズ船の寄港時も考慮した具体的なコンテナ蔵置計画図” Layout of Main 

Wharf (Layout of Containers stocked) (During construction of Lapetasi International Multi-Purpose 

Wharf)”を作成、IPDS に説明した。IPDS は、本案を参考にクルーズ船寄港時のコンテナ配置を再

設定し、運営した。 

(2) IPDS のリーチスタッカー（Reach Stacker）荷役に応じたコンテナレイアウトの検討： 

IPDS の Director がコンテナターミナルでの経験が豊富という先入観から、コンテナシャーシ、

リーチスタッカーの動き、通路幅を考慮した CY のレイアウトのアドバイスが遅れた。 

今後、このようなプロジェクトでは、相手国の CT の担当者にレイアウトを任せるのではなく、

CT の形状（三角形状の特異なターミナル）を考慮した安全で効率的な CY のレイアウトを詳細設

計時から検討し、施工図に反映しておくべきである。 
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6.2.3. 調達・資金管理 

実際は、政府の出納システムに VPMU のパソコンがつながっており、支払いの手続きは円滑に

行われた。問題点としては、限られた人員のなかでは、休暇をとれば、代理者がいない現状であ

り、日々の出納事務をこなすのに精いっぱいであったため、自主的に出納簿を記録することはで

きず、コンサルタントの工事管理によって、資金の使用状況を把握していた。 

6.2.4. 環境社会配慮 

国際埠頭の建設中は、VPMU を通じて国内埠頭プロジェクトの環境担当と緊密な協議をし、一

体的な環境管理を進めようとしたが、滞在期間の関係で、国内埠頭プロジェクトの担当とは一度

も会えず、環境管理に係る話し合いはできなかった。 

その後、新しく配置された環境担当職員の熱心な努力により、水産局、漁業局との関係が、い

っそう強くなった。これにより、国際埠頭建設終了後も継続的なモニタリングが実施されるもの

と期待する。 

今後の類似案件では、シャトル型のプロジェクトでも、できる限りチームメンバーが交代で長

く滞在できるような工程を工夫し、カウンターパートとの接触時間が長くできるようにする必要

がある。 
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7. 教訓と提案 

7.1. 教訓 

バヌアツ政府のプロジェクト推進を支援する現地業務実施を通じて、現地において次のような

教訓を得た。 

7.1.1. ラペタシ国際多目的埠頭の管理・運営体制 

ラペタシ国際多目的埠頭の管理運営体制は、民間の所有地に政府負担で港湾整備を行い、民間

のオペレーター (IPDS) に長期間、管理・運営を委託するコンセッション方式である。借款への

返済方法は、毎年、政府が必要な返済額を IPDS から徴収し、そのままの金額を日本へ返済すると

のことである。そのため、政府は返済金額をスルーするのみである。バヌアツ政府と IPDS がコン

セション契約を締結するにあたって、次のような問題があった。 

(1) 契約締結業務の迅速化 

バヌアツ政府と IPDS の返済契約書、バヌアツ政府と IPDS の港湾施設利用契約のコンセッショ

ン契約書の作成等の作成及び契約の締結に時間が掛った。2018 年 2 月に整備工事が完成し、IPDS

に引き渡される事は事業の着手時に決まっていたことなので、契約書の作成及び準備は、早期に

着手すべきことであった。 

バヌアツ国にとっては、このような借款に基づく港湾整備は初めての経験であったことや、長

い間港湾のオペレーションを民間オペレーターに委ねてきており、自分達で管理運営を実施した

経験が無かったこと等が、契約書作成への着手が遅れた理由のようである。 

これらの契約書類の作成業務は、財務省や公共事業省、法律専門家等がチームを組み、遂行し

ていくべき業務であり、早めに政府内で作業チームを編成し、業務に着手する必要があった。 

コンセッション契約書や返済契約書の作成自体は、専門家チームのタスクではなかったが、バ

ヌアツ政府がコンセッション契約についての理解が深まるよう、セミナーを今後とも開催するこ

とが望まれる。 

(2) 施設所有権の明確化 

借金の返済完了後の港湾施設の所有権が明確になっていない。通常の場合、施設整備の主体で

あるバヌアツ政府が港湾施設の所有権を有し、民間オペレーターは施設を借り受け、契約期間に

おける管理・運営を行い、契約期間終了後は、所有者が新たなオペレーターと契約する。そのた

め、バヌアツ政府が所有権を確保し、荷役機械を含む施設の維持管理を担当するものと考えられ

るが、政府は、維持管理、施設の更新の責任を全て IPDS に負わせることを意図している。IPDS

は、そのため、借金返済後は、施設の所有権も IPDS に移ると想定している。 
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(3) 適切な港湾料金設定の必要性 

本件は、FS 時点で想定していたプロジェクト費用の約２倍の工事費用がかかったため、ローン

返済額も、FS 時で想定された額を上回ることになった。一般的に考えられるローン返済の方法は、

おおざっぱに言って、政府の予算で返済する方法と、港湾利用者が負担する方法がある。 

現状、バヌアツはオーストラリアやニュージーランドの資金援助に助けられている実態からみ

て、バヌアツ政府の一般予算は、今後とも、主に、政府職員の雇用費用、そして、教育や福祉の

用途に充てることで手一杯と考えられ、将来、政府予算に、ローン返済を乗せることには困難が

伴うと想定される。このことから、我々は、港湾料金でローン返済をまかなうことが現実的な対

応と判断した。 

問題は、施設の所有者たるバヌアツ政府が、施設を借り受ける側の IPDS に対し、ローン返済を

カバーできるような額の、コンセッション料金を定めるのみで、港湾利用料金を適正に定めない

場合に生じる。もし、政治的配慮から、港湾料金を据え置けば、IPDS の収入は制限され、実質的

に政府が期待する金額のコンセッション料金を支払えなくなる。現在のバヌアツ政府要人（MIPU

の DG など）は、IPDS が儲けすぎないために、料金を据え置くことを考えがちであるが、その考

え方は、港湾運営に支障をもたらし、ローン返済に支障をもたらすかもしれない危険性を有して

いる。 

本来、民間オペレーターである IPDS がラペタシ国際埠頭の管理運営事業において利益を得るこ

とは当然のことである。積極的な管理運営が港湾の効率化に寄与し、バヌアツ国民の利益に結び

付けば良いのである。民間が適切な利益を確保し、その結果、港湾オペレーションの効率が向上

し、港湾料金が少しでも下がれば、国民は輸入品を安く購入し、輸出品の競争力を上げることが

期待できる。そのためには、迅速な荷役を行い、寄港船の頻度を増やし、航路数を増やし、使い

勝手の良い港湾にすることがも大切である。 

このことから、JICA Expert Team は、コンセッション契約には、ローン返済額を含むコンセッシ

ョン料金だけでなく、IPDS が健全な経営をできるよう、適切な港湾利用料金が決められるシステ

ムの規定を盛り込むことが最善であると判断し、コンセッション契約の案(下記を参照ください)

をバヌアツ政府に示した。 

Appendix1.4：CONCESSION AGREEMENT BETWEEN The Government of Vanuatu AND IFIRA Port 

Development and Services Company RELATING TO Lapetasi International Terminal(Drafted by Osamu 

Kunita, JICA for the purpose of reference)  

7.1.2. 他の案件の実施の遅れについて 

今回の専門家チームの業務は、相手国政府が業務を推進するための技術的な支援を行うことで

あった。相手国側のカウンターパートは VPMU で、ラペタシ国際多目的埠頭整備、VISSP 案件、

観光促進のための施設整備、都市施設整備、ポートビラ空港整備等の案件が同時進行で担当して

おり、人数的にも、能力的にも、各案件への細かい対応が十分に出来ていない状態であり、ラペ

タシ国際多目的埠頭整備案件以外の、いくつかのプロジェクトが遅延している。 



バヌアツ国ラペタシ国際多目的埠頭整備事業実施支援【有償勘定技術支援】 
 
 

87 

特に、ラペタシ案件と隣接する VISSP 案件は、契約条件の不備等が多いようで、エンジニアと

コントラクターの信頼関係も無く、資金協力を行っている ADB や NZ もプロジェクトへの指導力

も乏しく、工事は大幅に遅れており、いつプロジェクトが完了するのか予測できない状況である。 

Vanuatu Inter-Island Shipping Support Project (VISSP)  

(1) VPMU を含むバヌアツ国政府側の管理能力 

VPMU は、ラペタシ国際埠頭や PVUDP、VAIP、VTIP 等の多くのインフラ整備案件を同時に実

施している。VPMU のスタッフは、連日、多くの打合せの実施を行っているが、人数も十分では

なく、明らかに対応能力が不足している。 

・案件を進めるための知識、経験を有するスタッフがいない 

・スタッフは、それぞれ個人的な事情があるのかもしれないが、毎日の業務にも欠席が多く、業

務よりも個人の都合を優先しているように見受けられ、強い責任感が感じられない。 

・関係者によるステアリング・コミッティーは定期的に開催されているが、課題への対処が不十

分である。 

(2) プロジェクトの実施管理体制への支援業務の重要性 

今回、バヌアツ政府側のプロジェクト推進能力の不十分を補うために有償鑑定支援を実施した。

JICA 本部・支所を揚げて、積極的な案件への支援、関わりを持ち、発注者を含む関係者による定

期的な打合せの継続による工程管理、品質管理、課題の洗い出し等を行い、プロジェクトの遅延

を防いだ。 

発展途上国にとって物流インフラの整備は経済を活性化することために不可欠である。今回の

業務のように、相手国側実施機関のプロジェクト実施能力が十分に備わっていないため、事業実

施のための支援を必要とする国も多々ある。通常の有償協力や無償協力に加えて、このような相

手国の事情をより配慮した支援を行うことも、日本の強みになると思われる。 
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7.1.3. 環境（特にサンゴ礁保護）配慮対策への考え方 

ポートビラ湾は、ほとんどの海岸線にサンゴが生息している。海岸線でインフラ整備を実施す

る際、サンゴへの対処は不可欠である。 

ラペタシ国際多目的埠頭整備案件では、工事着手後に既存サンゴ生息エリアに影響する設計変

更を２回実施した。これらの設計変更は隣接地で実施されている案件の影響や、自然条件が当初

想定されたものと異なっていたため、設計変更を行う必要が生じ、工事の入札時には、予期出来

ない事象であった。 

設計変更に要する手続きにおいては、環境関連の条件をクリアすることが最も重要な要素であ

り、バヌアツ側の承認手続きを得た後に、それを踏まえた JICA 本部の承認を受ける必要があった。

サンゴの保護に対するバヌアツ側の基本的な考え方は、必要なインフラ整備を行うためには、可

能な範囲での対策を講じれば、多少のサンゴを犠牲にすることは止む無しというものである。一

方で、外部委員から構成される助言委員会等にサンゴへの影響を諮る JICA 側の手続きに要するハ

ードルは、かなり高い。 

結果として、2 回の設計変更について、“影響を受けるサンゴの一部を移植し、残されたサンゴ

についても、シルトカーテンを設置することで影響が緩和されること、環境当局からの開発許可

が得られていること、EIA の変更手続きが不要なことから、当該の設計変更は JICA 環境社会配慮

ガイドライン上の「重大な変更」に当たらない”との判断が JICA 本部より成された。これにより

プロジェクトのスケジュールやコストに影響しない範囲で設計変更を行うことが出来たが、港湾

整備事業において、工事の進捗に伴って発生する設計変更は避けられない要素である。バヌアツ

のように人口も少なく、経済規模の小さな国にとって、90 億円を超える借款額は大きな負担であ

り、工事の遅延は、直ちにその負担額の増加に繋がる。なお、移植サンゴの低い生存率、設計変

更時に一部の影響が避けられなかったサンゴを代償するために、JICA 審査部の提案により、サン

ゴオフセットプログラムを実施し、影響を相殺することとなった。 

日本の技術支援を実施する際、整備の技術だけではなく、環境社会配慮も含めて、あらゆる面

において国際基準の要求を満たすことは必要なことである。しかし、当時国の負担を増やさない

ように、可能な限り方策を事前に（できれば計画の段階で）国内の環境コンサルタント等とも協

議しながら準備することも重要である。また、設計変更に伴って発生するサンゴへの影響の対応

をよりフレキシブルに行うことが重要である。損失面積の代償措置を実施するような対応策によ

り、プロジェクトへの想定外の遅延等の影響を極力減らす方策を勘案することが重要であると思

料する。 

ADB 等、他のドナーは支援案件が多いこともあり、環境アドバイザーを長期間 VPNU に派遣し

ていた。このことにより VPMU 職員との信頼関係もより一層深くなり、細かなことも相談しやす

く、それが大きな問題対処につながることになる。本件専門家チームが現地に不在の時には、メ

ールベースで状況把握を行ってはいるものの、伝わりにくいこともあり、許認可手続き等ほとん

ど進捗がない状況があったが、チームが現地滞在することにより急激に事態の進捗が見られた。

これは、毎日顔を合わすことで、普段から課題に持っていることを相談し、行動に移すことが容
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易になることによるものと考えられる。 

また、国内埠頭プロジェクト、アーバンデベロップメントプロジェクトでは、ローカルスタッ

フを雇い入れ、常勤として VPMU に派遣していた。 

本件業務では、他のプロジェクトのような対応は難しいと考えられるが、そのような場合でも

専門家チームの一人ずつの滞在期間をできる限り長くする、あるいは、専門家の滞在を少しずつ

ずらすことにより全体としての滞在期間を長くとる等の工夫により、常にチームの誰かが現地に

滞在しているという状況を作ることが大事である。 

7.1.4. バヌアツ政府の港湾管理能力向上の必要性 

(1) 港湾計画の策定 

バヌアツ国は海運に国の経済を大きく委ねているが、港湾整備の基となる港湾計画が無い。港

湾計画の基本計画としての性格を有し、港湾という空間についての長期的な開発利用 及び保全の

基本的な姿を描いたマスタープランが必要である。 

(2) 港湾管理運営の体制の強化 

現在稼働しているメイン埠頭における DPM (Department of Port and Marine)の担当業務は、入港

許可の受け付け、船舶入港の際のパイロット、タグボートサービス、係船ロープ取りである。タ

ペタシ国際多目的埠頭の管理・運営はメイン埠頭と同じく、IPDS が担当する予定である。 

港湾所有者は政府、運営・管理は民間のノウハウを生かすことが出来る PPP（官民連携パート

ナーシップ）は港湾管理の１つの方式であり、近年、この形式を採用する港湾は増加している。

官側のしっかりした業務分担能力と民間会社の運営能力、さらに両者の合意と協力が必要となる。

官民連携で港湾を運営していく上で、政府側の管理責任も重要である。 

(3) 港湾保安業務の強化 

ラペタシ国際多目的埠頭の管理運営は IPDS が行うので、港湾保安業務は IPDS が責任を負うこ

ととなった。メイン埠頭の港湾保安業務は、DPM が担当しており、これらの施設を含んだポート

ビラ港の保安責任者である PSO(Port Security Officer )は、DPM の Director である。PSO は、両施

設を含んだ港湾保安計画を統括し、保安体制を構築する必要がある。 

7.2. 提案 

7.2.1. バヌアツ政府の港湾管理能力の向上 

ラペタシ国際多目的埠頭及びメイン埠頭等が活用され、バヌアツ経済の発展、国民の生活の安

定に寄与するためには、港湾が効率よく活用されることが必要である。港湾の所有者であるバヌ

アツ政府（MIPU）と港湾の運営を担当する IPDS を始め、関係者が協力体制を構築し、一丸とな
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って、サービス水準の高い港湾運営を行うことが必要である。具体的には、多くの分野において

人材の養成、知識の強化が必要である。 

ラペタシ国際多目的埠頭が高いサービス水準保ち、効率の良いオペレーションを行うためには、

次に述べる業務が適切に実施されていくことが必要である。 

・港湾計画の策定 

・インフラ整備及びプロジェクト管理能力の向上 

・港湾施設の維持管理技術の向上 

・港湾防災・港湾保安対策の向上 

・港湾管理業務の知識・能力向上 

・港湾料金の適切な改定 

・荷役効率、安全作業の向上 

・その他 

(1) Ministry of Infrastructure and Public Utilities (MIPU) 

MIPU は政府機関として、港湾行政を司る責任を有する。港湾行政機能の強化として、次の述

べる点の強化及び改善が求められる。 

1) 港湾計画の策定 

バヌアツ国は海運に国の経済を大きく委ねているが、港湾整備の基となる港湾計画が無い。港

湾計画は、基本計画としての性格を有し、港湾という空間についての長期的な開発利用 及び保全

の基本的な姿を描いたマスタープランである。港湾計画の策定が必要である。 

2) インフラ整備及びプロジェクト管理の人材育成 

バヌアツ政府のインフラ整備や港湾行政に携わる職員の能力向上や知識の向上が不可欠である。

プロジェクトの採択の際、採算性の検討も含め、プロジェクトの適正な規模等を検討できる職員

の養成も重要である。バヌアツは島嶼国であり、広い海域を有しており、ポートビラだけでなく、

離島ごとに、インフラ整備や港湾行政担当者の能力の向上を図ることが急務である。バヌアツ政

府は人材養成に力を注ぐ必要があり、ドナーからの支援も、財務支援と共に、人材育成への支援

も実施されるべきである。 

3) 港湾管理機能の強化 

a) 港勢、寄港船舶データ・取扱貨物データの記録 

寄港船舶数データ、取扱貨物量（コンテナ貨物、一般貨物、液体バルク貨物等）データを適切

に記録し、報告書にまとめ、毎年、一般公開する。 
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b) 港湾管理運営・財務報告の実施 

経営内容を公表する。各種の収入、支出の内訳を記録し、報告書にまとめ、毎年、一般公開し、

経営の健全性と透明性を保つことが必要。 

4) 港湾防災対策の強化 

バヌアツには、2015 年 3 月にサイクロン・パムが襲来し、国中に大きな被害をもたらした。ま

た、バヌアツ国の近くには、太平洋プレートの境界もあり、地震の発生も多い。バヌアツは島嶼

国なので、国際貿易のみならず、国内の人流・物流に港湾は大きな役割を果たしており、災害に

対して、素早い港湾機能を回復することが必要である。 

被災発生時や不測の事態が発生した時に、港湾機能への影響を最小限に抑え、被災した部分を

早急に復旧させ、港湾活動を再開させるための対応策を策定することが必要である。そのため、

施設の防災対応力の強化に加えて、災害時に備えて関係者で港湾 BCP（Business Continuity Plan 事

業継続計画）を作成し、情報共有を行うことが重要である。 

5) 港湾運営・管理についてのステークホルダーの協力体制の構築 

ラペタシ国際多目的埠頭管理・運営のステークホルダーである MIPU、PMD、IPDS、Office of 

Maritime Regulator (OMR)、税関、検疫、入国管理局、観光協会等の協力体制の構築が必要である。 

(2) Ports & Marine Department (PMD) 

PMD は港湾管理の現業部門であり、船舶の航行安全管理、施設管理、港湾の安全管理、保安管

理等の強化が必要である。 

1) 港湾施設の維持管理 

港湾施設は水中にある部材が多く、陸上からの目視点検のみでは、劣化状況の把握が困難であ

る。そのため、定期的に点検を行い、施設の状態を常に適切に把握し、健全性を確保することが

必要である。荷役機械を含む港湾施設の維持補修計画を作成し、予算管理を行うことも必要であ

る。港湾施設点検計画及び施設維持管理計画を作成し、施設の維持管理業務を適切に実施するこ

とが必要である。 

2) 港湾保安計画の実施・強化 

ラペタシ国際多目的埠頭の管理運営は IPDS が行うので、港湾保安業務は IPDS が責任を負うこ

ととなった。メイン埠頭の港湾保安業務は、PDM が担当しており、これらの施設を含んだポート

ビラ港の保安責任者である PSO(Port Security Officer )は、PDM の Director である。PSO は、両施

設を含んだ港湾保安計画を統括し、保安体制を構築する必要がある。 

ポートビラ港の港湾保安計画の実施・強化については、特に次の点についての対応が重要であ
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る。次のような方策が必要である。 

a) メインワーフの客船入港時の港湾混雑の改善 

メインワーフの港湾保安管理も港湾保安計画（PFSP）に準じて実施する必要がある。客船入港

時にメインワーフ港内に展開するママスマーケットの管理・対応も PFSP に組み込んで、適切に

実施する必要がある。現在は、入口で警備員が外部の人間の入場管理を行っているが、ママスマ

ーケットの関係者や港内関係者を厳密に管理している訳ではなく、知り合いは顔パスで入れてい

るようで、適切な管理が行われていない。 

客船入港時に展開するママスマーケットは、客船の出港と同時にテントを撤去し、売り子たち

も港湾エリアから退去している。ママスマーケットのエリアと客船接岸時の桟橋エリアの間に制

限区域を設け、港の入口と桟橋エリアで２つの制限区域を設ける等の対応が必要である。 

IPDS によるメイン埠頭での一般貨物荷役、仮置き貨物の配置換え等が行われていたため、安全

上の観点からクルーズ船寄港時の一般貨物エリアとママスマーケットの境界の明確化と安全対策

（可動式フェンスの設置ほかの対策）が必要と考える。 

 

写真： 客船入港時のメインワーフの混雑状況 

3) 適切な船舶モニタリングシステムの検討 

現在、バヌアツの海域を運航する国内船及び外国船の航行モニタリングシステムやポートビラ
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に入出港する船舶のトラッキングシステムがない。適切な航行モニタリングシステムの構築が必

要である。 

(3) Ministry of Finance and Economic Management （財務省） 

財務省は、港湾オペレーターからのコンセション料の徴収を行う。借款の返済を行いながら、

港湾料金を適切な水準に保つことが重要である。 

1) 港湾料金の適切な改定 

建設資金として使用したローンの返済は、重要な問題であるが、その返済には、港湾料金政策

が関連しており、MIPU や財務省がこのことを十分理解しておく必要がある。エキスパート・テ

ィームはステアリング・コミッティーで、FIRR を、どのように理解すべきかを説明したが、この

まま放置すると、担当者も代わってゆくので、世代間での知識が伝達されない恐れもある。もし、

適切な料金設定が行われないまま、返済時期が到来すれば、返済困難な事態に至るかもしれない。

そうならないためにチームが考えたことは、コンセッション契約に、タリフと、コンセッション

料金の決定方法を規定することであった。 

コンセッション契約書に、コンセッション料金とタリフを 2 年ごとに見直すことを盛り込み、

関係機関にドラフトを配布した。（下記を参照してください） 

Appendix1.4：CONCESSION AGREEMENT BETWEEN The Government of Vanuatu AND IFIRA Port 

Development and Services Company RELATING TO Lapetasi International Terminal(Drafted by Osamu 

Kunita, JICA for the purpose of reference) 

 

今後は、港湾の収支内容を吟味し、収益の状況を見て、適切に港湾料金を見直すことが必要で

あろう。(たとえば、港湾料金を 2 年から 3 年の間隔で見直しを行うなど。) もし、今後、追加の

機会があれば、港湾料金の検討会を開き、具体の計算例を示したいと考える。 

(4) Office of Maritime Regulator (OMR) 

2017 年に Office of Maritime Regulator (OMR) が設立された。この組織の強化のための支援を行

い、管理の強化、人材育成に貢献していくことも必要。港湾行政について広く知識を身に着ける

ことが必要。バヌアツ海事セクターの競争力の向上を目的として、Office of Maritime Regulator の

機能強化が必要である。OMR の機能は次の通りである。 

・船舶の検査及び登録 

・船員の登録、管理 

・ポートステートコントロール 

・航路管理、航行支援 

・その他 

支援の方法として、技術協力プロジェクトの実施、JICA 研修（港湾戦略運営コース）への参加
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等が有効であると考えられる。 

(5) 荷役オペレーター 

1) 荷役効率の向上 

荷役管理業務の能力向上のため、リーチスタッカー荷役による安全で効率的な CY のコンテナ

レイアウト作成能力、荷役管理業務の能力を向上させ、TOS による荷役運営の能力向上も必要で

ある。 

2) 安全作業の推進 

港湾における各種の荷役作業基準書を作成し、作業手順を統一し、安全管理を徹底する。事故

が発生した際の対応体制の手順書を作成し、連絡体制を構築する。作業安全管理部の設置も必要。 

7.2.2. インフラ整備及びプロジェクト管理能力の向上 

バヌアツの国土全体を対象にインフラ整備を効率的に行うためには、インフラ整備のマスター

プランの策定が必要である。マスタープランに基づき、予算を確保し、優先順位を考慮してイン

フラ整備を進めていくことが求められる。また、インフラ整備の費用対効果、採算性の検討も必

要である。プロジェクトの採算性等を十分に検討されないまま実施されたと思われる借款プロジ

ェクトもある。それらへの返済は、今後、バアアツ国民にとって大きな負担となる。 

また、インフラ整備を行うためには、VPMU を含むバヌアツ政府のインフラ整備や港湾行政に

携わる職員の能力向上や知識の向上が不可欠である。プロジェクトの適正な規模等を検討できる

職員の養成も重要である。 

バヌアツは島嶼国であり、広い海域を有しており、ポートビラだけでなく、離島ごとに、イン

フラ整備や港湾行政担当者の能力の向上を図ることが急務である。バヌアツ政府は人材養成に力

を注ぐ必要があり、ドナーからの支援も、財務支援と共に、人材育成への支援も実施されるべき

である。 

(1) Ministry of Infrastructure and Public Utilities (MIPU) 

1) インフラ整備マスタープランの策定 

バヌアツ国全体を俯瞰するセクターごとのマスタープランの策定が必要である。マスタープラ

ンに基づき、予算を確保し、優先順位を考慮してインフラ整備を進めていくことが求められる。 
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(2) Ministry of Finance and Economic Management （財務省） 

1) プロジェクト採算性の検討 

サント島のルガンビル港の改修案件は、整備費に対する費用対効果等が十分に検討されていな

ように見受けられる。バヌアツ政府は当初、借款による整備費をコンセッション契約した港湾オ

ペレーターからのコンセッション料金で返済する計画であった。しかし、ルガンビル港の収益と

返済額が見合わないため、結局、港湾オペレーターからの返済負担額は、全体金額の 1/3 のみと

なった。残りの 1/3 の金額は政府が負担することとなった。プロジェクト採択に関しては、適正

な経済分析、財務分析の実施を行うことが必要である。 

(3) Vanuatu Project Management Unit (VPMU) 

VPMU は、ラペタシ国際埠頭整備プロジェクトや PVUDP、VAIP、VTIP 等の多くのインフラ整

備案件を同時に実施している。VPMU のスタッフは、連日、プロジェクト推進のため、多くの打

合せの実施を行っている。しかし、人数も十分ではなく、プロジェクトで発生する課題への対応

が遅れ気味で、コンサルタントを十分にコントロール出来ていないと感じる。プロジェクト実施

への対応能力の強化が必要である。 

1) 契約関連の知識の強化 

プロジェクト実施には、コンサルタントを雇用して、入札図書の作成、契約等を委ねているが、

契約の中身を完全に把握できていなかったため、遅滞しているプロジェクトがある。契約の中身

を把握するための知識の強化が必要である。 

2) インフラ施設整備のエンジニアリング知識の強化 

港湾整備や空港整備等のプロジェクトが実施されているが、コンサルタントが作成した入札図

書の内容の把握・確認をバヌアツ側でも確実に行うことが重要である。そのため、構造物設計、

調達や施行方法等の知識の習得、強化が必要である。JICA 研修（港湾開発計画コース）への参加

等が有効であると考えられる。 

7.2.3. 環境関連  

バヌアツにとって海洋環境は重要な観光資源であり、ポートビラ湾のように港湾施設といった

インフラ施設と自然環境が共生できるような天然の良港は数少ないと考えられる。VPMU の環境

担当者によれば、近年実施されたポートビラ湾の水質調査結果では、人口増加による生活排水の

増加や排水処理施設の老朽化により、湾内の水質悪化が懸念されているとのことである。水質が

悪化すると景観も悪くなるため、環境面ではマイナスとなる。 

ラペタシ埠頭は貨物取扱機能のみならず、観光客も受け入れる可能性もあることから、港湾施

設からの雨水、排水対策をきちんと管理することにより、湾内の水質悪化対策に寄与できると考
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えられる。 

今後、施設改修等の計画がある場合には、計画段階から環境専門家の意見を入れ、水質浄化機

能、生物共生機能を考慮した環境配慮型港湾施設（グリーンポート）を検討することも必要であ

る。 
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8. サンゴオフセットモニタリングのための支援業務 

8.1. 背景 

VPMU は 2016 年初頭に水産局と MOU を結び、水産局による移植サンゴ、移植できなかったサ

ンゴ、ならびに比較対象として湾内の自然サンゴをモニタリングしている。2016 年 6 月に移植 6

か月後、11 月には移植 11 か月後、2017 年 3 月には移植 15 か月後のモニタリングを実施している。 

2017 年中は、水産局からの報告書提出が遅れたため、サンゴ生存状況の詳細確認はできなかっ

たが、水産局へのヒアリングによれば、2016 年中のモニタリングでは移植サンゴの定着状況、海

藻繁茂等は異常なしとのことであった。しかしながら、2017 年に入ってからの世界的な海水温上

昇により、湾内全体のサンゴに白化現象がみられるとのことであった。これについては、自然現

象であり、水産局は自然回復するものと見ていた。 

2017 年 3 月のモニタリング結果に基づき、同月に実施された JICA 環境社会配慮ミッションで

は、ラペタシ湾において白化したサンゴは全体の 8％～10％程度であるにもかかわらず、本事業

の緩和策として移植したサンゴの内、40％前後が影響を受けており、緩和策の効果が十分に発現

していないことを確認した。そのため、移植したサンゴの影響要因を分析するために、モニタリ

ング計画を変更することとなった。更に 2016 年 12 月の設計変更に伴う埋立てによって、サンゴ

が追加的に埋没することに対する追加緩和策を講じる必要があると判断された。 

このため、サンゴへのダメージへの代償として、JICA はオフセットプログラムの実施を決め、

オフセット地を設定し、モニタリングを実施することとなった。 

8.2. オフセットプラグラムの概要 

サンゴオフセットとは、サンゴのダメージの代償として、開発により消失もしくはダメージを

受けたサンゴの面積と同じ面積を、人為的な影響がみられる区画を管理により保護（場合によっ

ては保護区として）することで自然回復を図る考え方である。オフセット地の決定に当たっては、

以下のような科学的な見地からの被影響地との比較によるアプローチが試みられる。 

 社会経済的な状況（当該地域の利用状況、生活依存状況）が類似する。 

 生物、物理的な条件（サンゴ被度、植物相、動物相、水温、塩分等）が類似する。 

 上記状況の小さな違いは、オフセット面積の拡大・縮小により調整する。 

また、以下のような条件も考慮される。 

 アクセスが容易である。 

 適度のサンゴが存在し、物理的なダメージ（レジャーダイビング、漁船の錨等による

ダメージ）がみられる。 

 オフセット地の設定に際し、ステークホルダーの同意が得やすい。 

 地元住民の生活にとってあまり重要ではない。 
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図 8.1 にオフセット選定のフローを示す。 

 

 
出典：JICA 

図 8.1 オフセット地選定フロー 

8.3. オフセットプログラムの支援結果 

図 8.2 に示す工程でオフセットプログラムの支援を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8.2 オフセットプログラムの支援工程 

8.3.1. 関係機関との協議 

VPMU を中心として、漁業局、環境局と協議をし、環境局が管理する CCA (Community 

Conservation Area) の枠組みを利用してオフセット地を設定することになった。おりしも、Ifira 

（2017 年 10 月） 

（2017 年 10 月 
～ 

2018 年 7 月） 

（2018 年 7 月 
～     ） 
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Marine Management (IMM)が湾全体とその周辺地区を漁業資源保護のために CCA を設定する計画

にあり、VPMU は住民周知関連でポートビラ市の協力も得て、上記関係者共同で CCA およびオ

フセット地を設定することとなった。表 8.1 に関係機関とその役割を示す。 

表 8.1 関係機関と役割 

Organization Responsibility 

VPMU 

・Implementation of the program 

・Coordination between related organization 

・Communication with Ifira 

・Budget securement (Monitoring, Sign board, Buoys, Consultation, 

Personal expenses)  

・Preparation of application for CCA 

・Reporting of monitoring results to JICA 

・Extension and expansion of CCA in cooperation with stakeholders 

VDF 

・Coral monitoring (CCA site and entire bay) 

・Providing necessary equipment and boat 

・Support for local consultation 

・Install of sign board 

DEPC 

・Support of CCA application 

・Support for local consultation 

・CCA registration and announce 

DWR 

・Water quality monitoring (CCA site and entire bay) 

・ Providing necessary equipment (In-situ water quality meter 1  and 

laboratory analysis2) 

PVMC ・Outreach program to the residents 

IMM 

・Management of the offset site 

・Support of application of CCA 

・Support of local consultation 

JICA ・Recommendation of the offset site 

・Supervision of the program 

8.3.2. 候補地調査 

2017 年 10 月に候補地選定のための現地調査を実施した。 

 

(1) 踏査 

候補地の選定に当たり、シュノーケリングにより湾全体の踏査を行い、サンゴの状況、人

為的ダメージの程度等を確認した。 

                                                  
1 Expected parameters: Water temperature, Salinity, Ph, DO, Turbidity 
2 Expected parameters: Total Nitrogen, Total Phosphorus, Coliform bacteria, etc. 
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図 8.3 に調査地点図を示す。また、表 8.2 にその結果を示す。 

 

図 8.3 シュノーケリングによる候補地踏査 

(2) 調査 

上記の結果をもとに、候補地を 4 個所（図 8.3 中の 8, 15, 17, 20）に絞り込み、スキューバ

ダイビングによりサンゴ、底生動物、付着藻類、水質等の調査を行った。 

結果については、JICA 審査部で取りまとめを行った。 

8.3.3. アンケート調査 

社会経済的な情報を得るため、候補地を利用するであろうと思われる地区の住民を対象として

アンケート調査を実施した。 

アンケート調査は無作為で地域住民を選定し、調査員がヒアリングを行う方式で行った。標本

数は一地区当たり 100 を目標とした。 

また、被影響地（プロジェクト対象地）でのプロジェクト前後の利用状況の確認のため、そこ

を利用しているであろうと思われる地区も対象にした。なお、結果については、JICA 審査部で取

りまとめ、解析を行った。 
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表 8.2  踏査結果 

日: 20 October 2017 

時間: 11:30-14:30 (at Low Tide) 

天気：快晴 

  

Site name 
GPS 

coordination 
Time

Depth 
(m) 

Reef type 
Surrounding 
environment 

Coral 
damage 

Accessibility Remarks 

1 Mobile station 17°45,03.6"S 
168°18,47.8E 

11:50 2-3m Small amount of patchy 
corals at reef slope 

Near fishery 
Dep. No2  

No Accessible from the 
land (10m from the 
land) 

  

2 RAP 21 17°44,50.3"S 
168°18,47.8E 

12:09 3m Small amount of patchy 
corals at reef slope 

In front of Hotel No Accessible from the 
land (10m from the 
land) 

  

3 Water front 17°44,39.2"S 
168°18,48.5E 

12:18 3m No corals, rocky slope Near restaurant - Accessible from the 
land (10m from the 
land) 

・Low visibility 
・Algae dominant 

4 Grand Hotel 17°44,29.9"S 
168°18,48.6E 

12:23 2m Branched patchy corals 
at reed slope 

Wharf  Yes Accessible from the 
land (10m from the 
land) 

Unfixed branched corals 
on the sand 

5 U-power boat 
tour 

17°44,21.4"S 
168°18,46.8E 

12:30 3m Small amount of patchy 
corals at reef flat 

Developing 
water front 

Yes 
(Small 
amount) 

Accessible from the 
land (15m from the 
land) 

・Rocky substrates 

6 Big Blue 17°44,13.3"S 
168°18,41.3E 

12:38 2.5m Patchy coral at reef 
slope 

Developing 
water front 

No Accessible from the 
land (15m from the 
land) 

  

7 Anchor Inn 17°44,09.8"S 
168°18,37.2E 

12:42 2m Soft/Hard coral mixture 
and newly recruited 
hard corals at reef flat 

Developing 
water front 

No Accessible from the 
land (30m from the 
land) 

・No physical damage 
but there are signs of 
eutrophication, such as 
algae 

8 Telecom House 17°44,03.2"S 
168°18,34.8E 

12:49 1m Soft/Hard coral mixture 
and algae at reef flat 

Recreational area Yes Accessible from the 
land (100m from the 
land) 

・Eastern mouth of 
Fatumaru bay 
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Site name 
GPS 

coordination 
Time

Depth 
(m) 

Reef type 
Surrounding 
environment 

Coral 
damage 

Accessibility Remarks 

9 Eastern mouth of 
Fatumatu bay 
(Shanderis)  

17°43,59.0"S 
168°18,33.4E 

12:57 1.5m Corals and algae at reef 
flat 

Recreational area Yes (many 
branched 
coral 
damage) 

Accessible from the 
land (100m from the 
land) 

  

10 Center mouth of 
Fatumaru bay 
(Shanderis)  

17°44,02.6"S 
168°18,29.3E 

13:03 50cm Soft/Hard coral mixture 
and algae at reef flat 

Recreational area Yes 
(branched 
coral 
damage) 

Not accessible from 
the land (300m from 
the land) 

・There is a landmark 
rock on surface water 

11 Western mouth 
of Fatumaru bay
(Shanderis)  

17°44,01.0"S 
168°18,22.8E 

13:11 1m Corals, algae and newly 
recruited corals at reef 
flat 

Recreational area No Not accessible from 
the land (400m from 
the land) 

 

12 White sand  17°44,04.7"S 
168°17,58.2E 

13:16 1m Corals at reef flat Fishing area No Accessible from the 
land (20m from the 
land) 

・Porites dominant 
・There are dead corals 
・Fishing activities are 
observed 

13 Marapog point 17°44,14.0"S1
68°17,43.8E 

13:20 0.5m Small amount of corals 
with newly recruited 
corals at reef flat 

Fishing area Yes Accessible from the 
land (50m from the 
land) 

・Low coral cover 

14 Ifira edge  17°44,14.0"S 
168°17,43.8E 

13:30 1m Corals with newly 
recruited corals at reef 
flat 

Traditional tabu 
area 

No Difficult to access 
from the land because 
no beach around 
(100m from the land)

・Traditional tabu area 
・High coral cover 

15 Ifira west 17°44,58.6"S 
168°17,23.9E 

13:43 2m Coral with newly 
recruited corals and 
small amount of soft 
corals at reel slope 

Dive site No Difficult to access 
from the land because 
of strong current 
(50m from the land) 

・There are no recently 
damaged corals but 
many coral rubbles are 
observed 
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Site name 
GPS 

coordination 
Time

Depth 
(m) 

Reef type 
Surrounding 
environment 

Coral 
damage 

Accessibility Remarks 

16 Ifira east  17°44,55.1"S 
168°17,56.6E 

14:02 1m Corals (Inc. branched 
corals) at gentle slope 
area 

Boat mooring 
site 

Yes 
(branched 
coral 
damage) 

Accessible from the 
land (40m from the 
land) 

  

17 Ifira east 2 17°44,55.8"S 
168°17,56.3E 

14:09 5m Patchy coral at reef 
slope 

Boat mooring 
site 

Yes 
(branched 
coral 
damage) 

Difficult to access 
from the land because 
of depth (150m from 
the land) 

・The amount of corals 
is less 
・Waste dumping are 
observed in the sea floor  

18 Ilikiki west 17°44,47.7"S 
168°18,25.4E 

14:15 3m Patchy hard coral / soft 
coral mixture at reef 
slope 

Recreation site Yes 
(branched 
coral 
damage) 

Difficult to access 
from the land because 
of the distance (250m 
from the land) 

・Low coral cover 

19 Ilikiki North 17°44,30.4"S 
168°18,29.6E 

14:20 1.5～
2m 

Corals with newly 
recruited corals at reef 
flat 

In front of Hotel Yes (small 
amount) 

Accessible from the 
land (100m from the 
land) 

・signs of 
eutrophication, such as 
algae 
・High coral cover 

20 Ilikiki East 17°44,33.4"S 
168°18,44.6E 

14:25 2m Hard coral/soft coral 
mixture  

In front of Hotel Yes (small 
amount) 

Accessible from the 
land (50m from the 
land) 

・Branched coral 
dominant  
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(1) 第 1 回目調査 

2018 年 1 月に、表 8.3、図 8.4 に示す 4 地区を対象として実施した。 

 

表 8.3 アンケート対象地区とオフセット候補地の関係 

アンケート対象地区 

（図参照） 

オフセット候補地 

（（ ）は図の番号） 

Fres Wind ファツマル湾入り口 (8) 

Ifila Island イフィラ島西 (15) 

イフィラ島東 (17) 

Sea SIde イリリキ島東 (20) 

Namba Tu, Namba Tri 被影響地（プロジェクト対象地） 
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出典：VPMU 

図 8.4 アンケート調査対象地区 

(2) 第 2 回目調査 

第 1 回目の調査では、被影響地であるラペタシ埠頭周辺の利用状況がよく把握できなかったた

め、2018 年 5 月に上記図のうち、ラペタシ埠頭周辺を建設工事以前から利用していたであろうと
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思われる Ifira Island 地区を対象に補完調査を行った。 

8.3.4. ステークホルダー会議 

サンゴオフセットプログラムの説明を行うため、DOF、DEPC、VPMU、JICA、PVMC、IMM

といった関係機関を対象にステーホルダー会議を開催した。 

会議では、IMM が CCA とその計画を説明し、JICA からはサンゴオフセットプログラムの説明

を行った。ステークホルダーからは特に異論なく、両計画について了承された。 

8.3.5. 地元への周知 

住民の理解を得るとともに、継続的な保護を担保する目的で、地元への周知を行った。 

8.3.6. 保護区設定 

環境局が Ifira による CCA を設定し、その中にサンゴオフセット地として保護区をホームペー

ジ上で宣言した。また、オフセット地の境界を明示するため、境界角 4 個所にブイを、また、オ

フセット地前面の主な陸上に表示板を 4 個所設置した。 

8.3.7. 管理計画に基づく管理 

 JICA 審査部で作成したオフセット地に係る管理計画を、Ifira による CCA の管理計画と合わせ

て環境局に提出し、環境局が承認した。今後は、VPMU が Ifira Trust と共同で管理計画を実行する

ことになる。 
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9. APPENDIX 

9.1. ラペタシ国際多目的埠頭関連施設位置図 

ラペタシ国際多目的埠頭関連施設位置図を次項に示す。 

 

 
出典：JICA Expert Team 

 

9.2. 港湾防災強化・港湾保安強化ワ－クショップの開催について 

9.2.1. 第 1 回 港湾防災強化・保安強化ワークショップ 

第 1 回目のワークショップは 2016 年 8 月 11 日に MIPU (Ministry of Infrastructure and Public 

Utilities) の会議室で開催。参加者は、PWD (Public Works Department)、MIPU、VPMU、税関事務

所、入国管理事務所、IPDS（Ifira Port Development Services Company）等から総勢 18 名の参加を

得た。 

VPMU の Program Director から開会の挨拶が行われ、引き続き、JICA 専門家チームから、“Japan 

Lesson from Coastal Disaster” （東日本大震災の沿岸災害から日本が学んだこと）と “Port Facility 

Security Plan on ISPS Code”（ISPS Code に基づく港湾保安計画）のプレゼンテーションを行った。 

参加者からの反応は概して好評であり、 港湾防災の重要性と港湾保安計画の重要性を認識され

た。第二回目のワークショップ開催は 2016 年 11 月の予定である。 

 

仮設国内埠頭 

メイン埠頭

ラペタシ国際多目的埠頭

新国内埠頭（予定地）

スター埠頭
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開催案内状 
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出席者リスト 
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ワークショップ資料 

Japan Lessons from Coastal Disaster 
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Manual on Port Security Measures (PFSA/PFSP)  
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Manual on Port Security Measures (Technical Standards) 
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9.2.2. 第 2 回 港湾防災強化・保安強化ワークショップ 

第 2 回目のワークショップを 2016 年 11 月 18 日に、VPMU(Vanuatu Project Management Unit)の

会議室にて開催した。参加者は、Ports & Marine Department, IPDS, Niscol (サント島ルガンビル港の

荷役会社) 等から、総勢 12 名の参加を得た。 

VPMU の Program Director から開会の挨拶に続き、JICA バヌアツ支所長から、挨拶と防災への

備えと港湾保安の重要であり、JICA もこれらの分野への支援を行っている旨の説明があった。  

引き続き、JICA 専門家チームから、“Port Facility Security Issues of Vanuatu Ports” （バヌアツ

港湾の港湾保安の課題）と “Study of Turn-over of Containers Countermeasures against Strong Wind in 

the Container Yard”（コンテナヤードにおける強風時のコンテナ転倒対策）のプレゼンテーション

を行った。 

参加者からの反応は概して好評であり、 港湾防災の重要性と港湾保安計画の重要性を認識され

た。 
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開催案内状 
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出席者リスト 
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ワークショップ資料 

Port Facility Security Plan in Vanuatu Ports 
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Study of Turn-over of Containers 
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9.3. クルーズ船乗客通行時の安全確保強化の支援について 

9.3.1. Cruise-Passenger Walkway Layout of Main Wharf (Plan A) 
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9.3.2. クルーズ船の寄港を考慮した Main Wharf のコンテナレイアウト（案） 

Layout of Main Wharf (Layout of Containers stocked) 
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9.4. コンテナ貨物ストックエリア混雑解消について 

Recommendation on Container Storage during the construction of Container Yard 

of Lapetasi International Multi-Purpose Wharf 
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9.5. コンセッション契約締結への支援 

9.5.1. A proposal for simplification of the pricing of concession 
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9.5.2. コンセッション契約書（案） 
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9.6. 珊瑚モニタリングについて  

珊瑚モニタリングについての報告書（2016 年 3 月及び 2016 年 12 月）を次に添付する。 

 

9.6.1. 珊瑚モニタリング報告書（2016 年 3 月） 

    Lapetasi Coaral Relocation Report 
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9.6.2. 珊瑚モニタリングの報告書（2016 年 12 月） 

Lapetasi Coral Monitoring Report 
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9.7. 環境モニタリングについて 

・施工業者による工事区域周辺のモニタリング 

工事区域周辺の環境モニタリングは施工業者により 2015 年 10 月から実施されている。 

陸上部では廃棄物の管理、漏洩対策、通行管理、粉塵対策、汚水対策、雨水対策、衛生管理が

講じられている。また、海上部では水質監視、海上交通管理が行われている。2016 年 6 月までの

水質監視結果の概要を次の表に示す。工事影響の指標として pH と濁度を用い監視しているが、

基準値を超える値は見られず、工事の影響は見られない。 

 

表- 工事区域周辺の水質監視の概要 

年月 pH SS(mg/L） 主な工種 

測定値 基準値 測定値 基準値 

2015 年 10 月 8.1-8.1, 8.1 

7.8-8.3 

<1.3 3.3 既存護岸の解体、鋼管杭

打設のための掘削 

2015 年 11 月 8.0-8.2, 8.1 <1.3 3.3 同上 

2015 年 12 月 8.0-8.1, 8.1 <1.3 3.3 鋼管杭打設のための掘

削、鋼管杭打設 

2016 年 1 月 8.0-8.1, 8.0 <1.3 3.3 東護岸アクセス工事 

2016 年 2 月 8.0-8.2, 8.1 <1.3 3.3 東護岸アクセス工事 

2016 年 3 月 8.0-8.1, 8.0 <1.3-3.0, 1.4 3.3 東護岸工事 

2016 年 4 月 8.0-8.1, 8.1 <1.3-1.5, 1.3 3.3 東護岸工事、杭打設、掘

削 

2016 年 5 月 8.0-8.1, 8.1 <1.3-1.4, 1.3 3.3 杭打設、浚渫（Zone 1, 2)

2016 年 6 月 8.0-8.1, 8.1 <1.3 3.3 杭打設、浚渫（Zone 1-4)

出典：施工業者の月間報告をもとに調査団作成 

 

注：測定値は（最小値-最大値, 平均値）の順で表示した。 

SS は濁度からの換算値を使用。 

SS の基準値は（バックグラウンド地点の平均値+2mg/L）の値を適用した。測定限界値 1.3mg/L よ

り下回る場合には、1.3mg/L で表記した。 

 

・環境局による広域の水質モニタリング 

環境局による広域のモニタリングは 2015 年 9 月に実施されている。その報告書を次項に添付す

る。VISSP も含めて工事開始前の状態であり、湾北側でやや高い濁りが見られた以外は湾全全体

として清涼な状況であった。2016 年 9 月での環境局へのヒアリングによれば、予算の関係で 2016

年はまだモニタリングがまだ実施していないが、一度は実施する予定であるとのことであった。 

 

MONITORING FORM (Revised)と PORT VILA HARBOR COASTAL WATER QUALITY 

MONITORING PROGRAM を次に添付する。 
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9.7.1. MONITORING FORM (Revised) 
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9.7.2. RORT VILA HARBOR COASTAL WATER QUALITY MONITORING PROGRAM 
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9.8. 写真集 

9.8.1. Lapetasi International Multi-Purpose Wharf 整備 

a) 工事着工前の状況 

Lapetasi サイト（スターワーフ） Lapetasi Wharf 全景 

 

Lapetasi サイト（スターワーフ） Lapetasi Wharf 後背地 

  

Lapetasi サイト（スターワーフ） Lapetasi サイト（スターワーフ） 
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b) 建設中の状況 

＜2016 年 3 月＞ 

 

 

岸壁の鋼管矢板打設 1 岸壁の鋼管矢板打設 2 

  

工事全景 1 工事全景 2 

 

  

管理棟の基礎工 浚渫土砂仮置き場 
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＜2016 年 11 月＞ 

  

岸壁の建設 管理棟の建設 

  

ワークショップの建設 導入された Reach Stacker 

 

浚渫土砂置き場へのコンテナ仮置き 国内埠頭（VISSP）建設工事状況 
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＜2017 年 4 月＞： 

 

ラペタシ国際多目的埠頭 建設中の全景 2017 年 3 月末現在 

 

 

Lapetasi 国際多目的埠頭 全景 岸壁工事 
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岸壁工事と浚渫船 
Workshop と Freight Station の間の 

コンテナヤード後部 

 

CFR（コンテナフレイトステーション） ワークショップ 

  

浚渫土砂仮置き場のコンテナ仮置き状況 管理棟 

 

 



バヌアツ国ラペタシ国際多目的埠頭整備事業実施支援【有償勘定技術支援】 
 
 

192 

c) 完成状況 

＜2018 年 4 月＞ 

 
出典：VPMU ウエブサイト 

ラペタシ国際多目的埠頭完成状況 

 

 

  

護岸 岸壁 
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岸壁・エプロン 

 

コンテナヤード 

  

管理棟 CFS（コンテナフレイトステーション） 
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ワークショップ ゲート 

  

浚渫土砂仮置き場 
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9.8.2. 仮設国内埠頭  

仮設国内埠頭の写真を次に示す。 

  

仮設埠頭として用いたバージ 仮設埠頭の状況 

  

仮設埠頭周辺の状況 

仮設埠頭周辺の状況 
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9.8.3. Main Wharf のクルーズ船接岸時の状況 

Main Wharf にクルーズ船の接岸時の状況写真を次に示す。 

  

接岸中のクルーズ船 

 
 

ゲート周辺の状況 Main Wharf に蔵置されたコンテナ 

  

クルーズ船からの乗客 
（2016 年 11 月） 
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9.8.4. Mama’s マーケットの状況 

＜2016 年 3 月＞ 

① Mama’s Markets, Main Wharf, Lapetasi Wharf の位置関係図 

 

② Boom Gate （Lapetasi Wharf 手前の交通規制のための仮ゲート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

接岸中のクルーズ船        接岸中のクルーズ船と Muma’s Market 
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③ クルーズ船接岸中の Main Wharf の状況 

＜2017 年 4 月＞ 

 

クルーズ船からの乗客 Main Wharf に設置された Mama’s market 

 

Main Wharf に設置された Mama’s market 
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